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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














[image: ]








　目次




序章

第１章　混沌と魔法使い

第２章　復讐と魔法使い

第３章　魔法と、魔法使いと

第４章　魔法使いの真実

あとがき









[image: ]










　イラスト／ｐａｋｏ








[image: ]













　──それは、いつも地表を見つめていた。




　いや。

　見ている、というのは正しくないだろう。

　厳密に言えば、それには目も耳も鼻も存在しなかった。生物にあるべきいかなる感覚器官も持たず、代わりに意識を振ふり向けるだけで、外界のあらゆる現象を観測することができた。

　あるいは、意識というのも正しくなかったかもしれない。

　それは移りゆく雲や川の流れのようなもので、本来は日々変わりゆくだけの現象でしかない。たまさか意識のような主観が生まれるにしても、そんなものはごく数秒ほどの奇き蹟せきとして、すぐさま消えてしまうはずだった。

　しかし。

　今のそれは、かつてのとある接せつ触しよくから、人類と類似した意識を保っていたのだ。

　接触の名を、魔ま術じゆつという。

（……ああ）

　それは、嘆たん息そくした。

　人と似てしまったそれにしても、ひどく珍めずらしいことだった。奇蹟の上に奇蹟を重ねるかのような異常事態を引き起こすほど、今の状じよう況きようは切せつ迫ぱくしているのであった。




　それは、観察している。

　それは、監かん視ししている。

　それは、恐きよう怖ふしている。

　それは、歓かん喜きしている。

　それは、激げき怒どしている。

　それは、狂きよう乱らんしている──




　今、布留部市自分の身体で行われている三つの戦いを、〈竜それ〉はありとあらゆる感情とともに観察している──。
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　　　　１




　──たとえば。


戦いのひとつは、とある廃はい墟きよで行われていた。






　かつて、布ふ留る部べ市しで〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉と呼ばれた場所。

　この十年ほど誰だれも立ち入らなかったその広間に、今何人もの魔ま法ほう使つかいたちが佇たたずんでいた。

　広間。

　その名から偲しのばれる栄えい華がはすでに遠い。シャンデリアの吊つり下げられていたであろう天てん井じようは無む惨ざんに剝はげ落ち、優美だった螺ら旋せん階段も手すりや踏ふみ面づらのあちこちが朽くちている。破損した窓の隙すき間まからは夏の日差しが忍しのび入っているが、それも屋敷のすべてを照らすには至らず、広間の多くはひっそりとした薄うす闇やみに覆おおわれていた。

　その薄闇を、雷らい鳴めいのごとき呪じゆ力りよくと詠えい唱しようが破る。





「我は乞うハイル！　霊れい樹じゆの長老たる汝なんじの力を、我がもとにもたらさんことを！」

「我は願うハイル」






　ふたつの影かげが、跳とんだ。

　双そう方ほうの携たずさえた、一メートル以上の緑の槍やりが弧こを描えがく。

　光の飛沫しぶきが、広間に飛び散った。

　閃せん光こうと見えたそれは、常人にさえ見えるほど圧縮された呪力だった。

　ふたりの魔法使いが操あやつる呪力は、現代の魔術とは考えがたい域に達していた。神代のそれには届かぬまでも、加速度的に高まっていく呪力の密度は、もはや桁けた外はずれというほかない。ふたりの年若さを知れば、世界中の魔法使いたちが嫉しつ妬とで胸を焦こがすのではあるまいか。

　穂ほ波なみと、フィン。

　ともに、扱あつかう魔術はケルト魔術。

　そして、手にした魔ま槍そうはミストルティンの槍。不死身の神を滅ほろぼしたという神殺しの武器は、ケルト魔術においても最高クラスの攻こう撃げき術式に相そう違いない。

「……強くなったね、穂波」

　槍を嚙かみ合わせたまま、フィンが微び笑しようした。

　とても優やさしい──それ以外の何も存在しない笑えみ。

　枯かれ草くさ色の髪かみの若者は、いつよりも優しく、いつよりも穏おだやかに笑っていた。

「あんたのおかげや」

　穂波も、短く言った。

　思えば、このふたりは〈学院〉時代からの付き合いだった。いつきの右目を治ち療りようするため、喪うしなわれたケルト魔術を求め、穂波がフィン・クルーダに教えを乞こうたのがそもそもの始まりであった。

　少なくとも、魔術の再編へん纂さんについて、少女には天てん賦ぷの才があったと言える。

　祖母たるヘイゼル・アンブラーとフィン・クルーダ、ほかは数人しか使い手が存在しなかったケルト魔術を、少女はたかだか数年で習得し、〈学院〉の教授たちが驚きよう嘆たんするレベルで編纂してのけたのだ。

　そして、今。

　師と弟で子しは、互たがいの刃やいばを交えた。

　かたや〈協会〉の刺し客かく、魔法使いを罰ばつする魔法使いとして。

　かたや〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部、〈調停テイフエレト〉の座セフイラーとして。

　ついに弟子が師を超こえるか。いまだ師が弟子を押さえつけるか。

　一ひと際きわ強く、魔槍が打ち合った。

　どちらともなく後方へ跳ちよう躍やくし、穂波のマントから自動射出されるヤドリギの矢を、フィンの魔槍が切り払はらう。呪力のさざなみが星のごとく流れ、少年の白いスーツを鮮やかに飾かざりつけた。




「我は乞うハイル！　我は乞うハイル！　我は乞うハイル！　すなわち霊樹と力の円えん錐すいの加護もて、南西の災わざわいを三度討うち滅ぼせ！」




　さらに追って、穂波が叫さけぶ。

　ヤドリギの散さん弾だん・三連。

　高価な呪物フエテイシユを惜おしみもせず使い捨て、たてつづけに放たれるヤドリギの嵐あらしは、まさしく魔術による制圧射しや撃げき。さしものフィンがそのすべては迎げい撃げきしきれず、ひたすら防ぼう御ぎよと回かい避ひするだけに追いつめられる。

　しかし、

（あかん──！）

　と、穂波は感じた。

　実のところ、単純な魔術の技量だけならば、穂波とフィンは拮きつ抗こうしている。むしろ、この一年近くを〈協会〉の最前線で費ついやした少女の方が、わずかに上回るかもしれない。

　しかし。

　まだ、フィンは妖精眼グラム・サイトを完全に使用してないのだ。

　あくまで自分の魔術の補助に、幾いく分ぶんか呪力を制御しているだけ。言うなれば切り札を保持したまま、穂波を押さえることに成功している。戦いがどのような状況にもつれこんだとしても、これで勝てるはずはない。

　ゆえに。

　穂波もまた、切り札を晒さらす。




「我は乞うハイル！　霊樹の長老たる汝の庇ひ護ごを、我がもとにもたらさんことを！」




　たちまち、少女の槍から蔦つたが伸のびた。

　少女の儚はかなげな肢し体たいを拘こう束そくするかのように、緑の蔦は少女のしなやかな手を這はって、服の上から足や胸の局部を覆った。

「戦いくさ乙おと女めの鎧よろい、か。術式の原型は盾の乙女スカルメール？　それともガラティアかな？」

　少女の戦装しよう束ぞくに、フィンは目を細めた。

「何にしても、ずいぶん古い伝承のようだ。それに、僕が知っているケルトの印象とも少し離はなれてる。〈協会〉に派は遣けんされた後、かなりの資料にあたったみたいだね。僕も知らない伝承もその中にはあった？」

　若者の言葉のように、穂波の魔術はケルトだけに根ざしてない。

　自分が調査してきた数多あまたの伝承や俗ぞく習しゆうから、少女はケルト魔術と親和性の高いものをピックアップし、〈協会〉からもぎとった呪物フエテイシユの『力』をもって独自の魔術理論に編纂せしめたのだ。

　──無論、リスクはある。

　とりわけ大きいのは、呪波汚お染せんだ。

　外部の伝承や技術を急ピッチで組み入れた以上、完全にリスクの排はい除じよを行えるほどの余力はなかった。いかに穂波が魔術の構築や再編纂に優すぐれた才能を発揮するとはいえ、

　その歪ゆがみは呪波汚染を引き起こし、少女の身体からだを穢けがし続ける。

　だからこそ、穂波は躊躇ためらわずこの札を切った。

　もとより、ロンドンでの決戦でも垣かい間ま見みせた術だ。今いま更さら惜しむ道理はない。

　後は、相手が切り札の使用を決意するより早く、ただ打ち崩くずすのみ──！




「我は乞うハイル！」




　鎧の呪力が、少女の動きを加速する。

　一直線に突つっ切きりながら、マントからは自動的にヤドリギを射出。術式による自動追尾誘導ホーミングに任せ、本人は必殺の魔槍ミストルテインを振ふるった。

　初めて、フィンの顔に動どう揺ようの色がよぎった。

　強大な呪力が弾はじけ、魔槍と魔槍が嚙み合う。

　災いを避さける呪術──妖精の舞踏フエアリー・ダンスを行使していたフィンを、無理矢や理りに切り崩すほどの圧あつ倒とう的な力と速度。

　いや、なおも穂波の術は止まらなかった。

　槍を回転させるや、自動射出していたヤドリギたちがくくっと軌き道どうを変える。それぞれ若者の死角から襲おそいかかる完かん璧ぺきなる連撃だった。

　だが、

「っ──！」

　刹せつ那な、穂波の魔槍は横に流れた。

　がっきと受け止められた感かん触しよくに、少女が硬こう直ちよくする。

　ミストルティンの槍を右手ひとつで握りしめたまま、女吸血鬼ツエツイーリエはにんまりと笑ったのだ。

「珍めずらしく、苦労してるじゃないか」

「はは、後こう輩はいの成長が著いちじるしいものでして」

「てめえの成長が足りないのを言い訳してんなよ」

　微苦笑したフィンに、ツェツィーリエは唇くちびるを歪める。

　そして、穂波はまなじりを吊つり上げた。

「あんた……っ！」

「ああ、この右手は特別製なものでさ。ご自じ慢まんの槍でも早々とは断ち切れんだろうよ。あいつに礼を言うのは、少しばかり業ごう腹はらだけど」

　ツェツィーリエが、右手にゆっくりと力を込こめる。

　ミストルティンの槍もわずかに食い込むのだが、数ミリほどで停てい滞たいする。刃の擦こすれる音からすると、女吸きゆう血けつ鬼きの右手は生身じゃなく金属でできた義手らしかった。いかに戦乙女の鎧が穂波を増強しているとはいっても、純じゆん粋すいな筋力でツェツィーリエに敵かなう道理もなく、徐じよ々じよに槍は押し込まれていった。

　瞬しゆん間かん、圧力が緩ゆるんだ。




「──疾チツ！」




「っ──！」

　別の方向から襲いかかった霊れい符ふの炎ほのおを、その右手でツェツィーリエが打ち払ったのだ。

　振り返った女は、凶きよう相そうも露あらわに牙きばを剝むいた。

「てめえ……っ」

「二対二だというのを、簡単に忘れられては困りますね？」

　広間の階段そばに、猫ねこ屋や敷しきが立っていた。

　返す言葉も待たず、その指はたてつづけに新たな五芒星セーマンを描く。

　刀印とともに投げ放たれた蒼そう天てん色の霊符は、飛ひ翔しよう半ばで呪じゆ力りよくの紫し電でんを纏まとった。

　すなわち、九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい符ふ呪じゆ。

　ツェツィーリエの右手が金属であったゆえか、それは渦うず巻まきが絡からみつくように女吸血鬼の身体を包み込んだ。

「く、この──！」

　その隙すきに、穂波の足が床ゆかを蹴ける。

　旋せん回かいするようにして、フィンとツェツィーリエのふたりから距きよ離りを取り、猫屋敷と四匹ひきの猫に合流した。

「……にあ」

「にゃあ」

「うにゃあ」

「にぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]あ」

　帰参に歓かん喜きするような、四匹の猫の鳴き声。

　四神の名を与あたえられた式神たちもまた、今回は一いつ切さい緊きん張ちようを緩めることなく、勇ましく尻尾しつぽを突き上げている。

「ありがと、猫屋敷さん」

「お礼は無用。お仕事ですから」

　半ば背中合わせみたいな格好で、猫屋敷は片目をつむる。

「ただ、タッグなのを忘れないでほしいのは、あなたも同じですからね」

「……うん。分かった」

「でしたら結構。まずは、このふたりを退けます」

　猫屋敷が、相手に向き直る。

　青年の視線の延長上で、吸血鬼は紫電を纏わせたまま、笑っていた。

　無理矢理に右手を強く打ち振ると、びしっという硬かたい音を立てて、その紫電が硝子ガラスのように脆もろく砕くだけ散った。物理法則はおろか、魔ま術じゆつとしても不自然な力ちから業わざ。しかし、そんな所業が、この女吸血鬼にだけはひどくふさわしく見えるのであった。

「あーあーあー、えらく簡単に言ってくれるねえ」

　ツェツィーリエは、唇を歪める。

　まさしくそれは、獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうの笑えみに違ちがいない。

　鋭するどい牙を覗のぞかせて、毛皮を纏う女は、血に濡ぬれた笑みを宿していた。

「簡単に、というわけじゃありませんよ。ただ、私たちの受けている仕事からすれば、それが一番妥だ当とうな目標でしょう」

「ふん、魔法使いを罰ばつする魔法使いか」

　ツェツィーリエが、吐はき捨てる。

「ちっとばかり偉えらくなったせいで、勘かん違ちがいしないように言っておくけど、あたしがぶっつぶしてきた魔法使いの中には同じ役職の連中もいたぜ」

「でしょうね。あなたの行動と活動期間の長さとを考えれば、これまで〈協会〉が放置していたとも思えない」

　猫屋敷は、小さくため息をつく。

　無論、魔法使いを罰する魔法使いたるもの、一流以上であることは最低限の条件だ。

　だが、影かげ崎ざきのようにとりわけ強大なものほど、土地の睨にらみを利きかせる必要で動かしにくくなるし、そもそも絶対的に数が足りないのだ。今回の大魔術決闘グラン・フエーデだって、動かせた人員は猫屋敷たち本人を含ふくんでも半分以下だろう。

　それは、組織として大きすぎる〈協会〉の弱点だ。

　だからこそ、全員をひとつの計画に振り向けられる〈螺旋なる蛇オピオン〉に、ここまで攻せめ寄られたとも言える。穂波の交こう渉しようの結果とはいえ、自分たちを魔法使いを罰する魔法使いに採さい択たくし、促そく成せい栽さい培ばい的に育成したのも同じ理由だろう。

　呼吸とともに、自分の内側へ呪力を貯ためていく。

　相手のいかなる魔術にも対応できるだけの呪力。猫屋敷の得意とする戦術は、相手の出方を見み極きわめてからのカウンターだ。

　それを知ってか知らずか、女吸血鬼はふてぶてしく唇を歪める。

「ただ、そろそろあんたらも八やつ裂ざきにしておきたい。あたしにしては、少しばかり長く付き合いすぎたからね？」

「それはこちらの台詞せりふですよ」

　陰おん陽みよう師じは、淡あわく微笑ほほえむ。

　そして、

「……そやね。長すぎたかもしれへん」

「そうですか？　悪くない時間だったと思いますが」

　穂波が言い、フィンも応こたえた。




　魔法使いを罰する魔法使い、ふたり。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラー、ふたり。

　そのどちらもいまだ優勢を譲ゆずることなく、決けつ闘とうは中ちゆう盤ばん戦せんへと移行しつつあった。




　　　　＊




　──たとえば。


戦いのひとつは、布留部市の郊こう外がいで行われていた。






　ひとつの盤面がかつて〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉と呼ばれた廃はい墟きよであったなら、もうひとつの盤面は対照的に、一切の怠おこたりなく整備されてきた屋敷であった。

〈ゲーティア〉。

　その結社の、極東拠点たる屋敷。

　泥炭ピートを多く利用した、直線的な英国式庭園イングリツシユ・ガーデン。

　そこでも、魔法使いたちは火花を散らしていたのだ。

　中でも一ひと際きわ目立つのが黒白のスーツ姿。男装の麗人が疾しつ風ぷうのごとく動くたび、真しん紅くの薔薇ばらの花弁がいくつもちぎれ、風に散っていく。

〈ゲーティア〉副首領、ダフネ。

　そして、彼女の戦う相手は──

「あなたは……そこまで堕おちたのですか」

「……堕ちたなどと、言われる筋合いはない」

　女の言葉に、嗄しわがれた声が応じた。

　重くのしかかるほどの、高みからだった。

　かつて、彼はガラと呼ばれた魔法使いだった。

　今は、ただの魔物である。

　炎に包まれた身体からだの全高は、優に四メートル近い。

　両りよう腕うで両りよう脚あしの筋肉は羆ひぐまのごとく盛り上がり、唇から突つき出した巨きよ大だいな牙などもはや剣牙虎サーベル・タイガーのよう。かぶっていた帽ぼう子しは破れて、鬣たてがみにも似た異形の頭部を晒さらしており、かつてラテン系の伊達だて男おとこだった面おも影かげは、もはやわずかに目元にのこるばかりだった。

　ソロモン七十二の魔神。

　そのひとつ、ハウレス。

　自らが盗ぬすみ出したその魔神と、ガラは融ゆう合ごうするに至ったのだ。

　ばかりか、背後に見守る錬れん金きん術じゆつ師し──〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部、〈礎イエソド〉の使い魔アガシオンとして、この場に現れたのであった。

「お前が、お前たちが──俺についてこれなくなっただけだろう！」

　咆ほう吼こうとともに、ガラの手が虚こ空くうを薙なぐ。

　それだけで、呪文も呪物フエテイシユもなく、庭園に巨大な炎が走った。魔術と一体化した彼にとって、それらの怪かい異いはすでに当然。ソロモンの護符魔術を用いて、ダフネは直ちよく撃げきを避さけているが、炎に巻かれた薔薇の破片さえも女の白い肌はだを無む惨ざんに灼やいていく。

「────っ！」

　ダフネも、知っている。

　これは、魔法使いとしてひとつの到とう達たつ点なのだ。

　たとえ、他人の使い魔アガシオンであろうとも、そこまで自らの魔術に殉じゆんじられる精神こころは、魔法使いとして責められるはずがない。むしろ、よくぞここまで成しえたと褒ほめられるべき事こと柄がらだ。

　しかし。

　ダフネは、無む性しように哀かなしかった。

　彼女たちは、幼い頃ころから同じ学舎で学び、同じ魔術を研けん鑽さんしてきた。時にはねたみ、時には励はげまし合い、互たがいに切せつ磋さ琢たく磨ましあった仲だった。先に死んだクライヴ・ローランドも含めて、彼女たち三人はずっと〈ゲーティア〉を支えていくのだろうと思っていた。

　今だって、近くの喫きつ茶さ店で嗜たしなんだアイリッシュ・コーヒーの味は覚えている。

　それが、どうしてこうなったのだろう。

（……どうして……）

　思考が、寸すん瞬しゆん、身体の動きを鈍にぶらせた。

　その隙をついて、炎が吼ほえる。

「っ──！」

　新たな護符魔術を起動するのも間に合わぬ、致ち命めい的な隙。生身でその業ごう火かを受ければ、確実に骨まで燃え散らされる。

　死を覚かく悟ごしたその瞬間、獣けものがダフネを突き飛ばした。

　炎ほのおに巻かれて燃え尽つきていったのは、魔神の霊エーテル体だった。

「ダフネ！」

　可か憐れんな叫さけび声が、女の頰ほおを打つ。

「アディリシア、様」

　その名前を、ダフネは呼んだ。

　副首領たる彼女を守るべく、アディリシアが自らの魔神を放ったのだ。

　しかし、その少女と言葉を交かわすような時間はなかった。

「……こちらも、忘れてもらっては困るな」

　重々しい声に、金髪の少女アデイリシアもまた振ふり向いたのだ。

　投とう擲てきされた試験管の中身は、霊エーテル体をも溶とかす万物融化剤アルカヘスト。刹せつ那な、アディリシアは隣となりに立つ魔神の鬣を摑つかんだ。

　ソロモン七十二の魔神。

　マルバス。

　すなわち、三十六の軍団を統すべるという金きん獅じ子し。

　ジグザグに庭園を駆かける金獅子マルバスの脇わきで、美しい薔薇も泥炭ピートも彫ちよう像ぞうも、たちまちどろどろと溶よう解かいしていった。

　最後に大きく跳ちよう躍やくし、庭園の十字路で金獅子は旋せん回かいして向き直る。

　その上から、

「──忘れてなど、いません」

　アディリシアは、自らの敵手を睨み付けた。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部のひとり──〈礎イエソド〉。

　いかめしい髑髏どくろの仮面さえ除けば、純白のインバネスを纏まとう偉い丈じよう夫ふの姿は、先代〈アストラル〉から所属するかの錬金術師を思い起こさせる。実際、彼はかのユーダイクスと同型の自動人形オートマタなのだ。

　二年前、自分と穂波が敗北した錬金術師と同じだけ──ひょっとすると、それ以上の実力を持つ魔法使い。

　しかし、アディリシアの瞳ひとみに恐きよう怖ふはなかった。

　ソロモンの姫ひめは、ただゆっくりと手をあげる。その手のひらには、新たな青銅の壷つぼが置かれていた。




「来たれ、エリゴール！　六十の軍団を治める、堅けん固ごなる騎き士し！」




　風が、巻く。

　物質界アツシヤーの空気を押しのけて喚かん起きされた魔ま神じんは、少女が最も信を置く鋼はがねの騎士エリゴール。

　先に喚起された金獅子とともに、騎士は少女を庇かばって、その槍やりを低く構えた。現実のいかなる達人にも劣おとらぬ魔神の槍技は、いつ、どのように牙きばを剝むくか。

　その光景に、〈礎イエソド〉は低く呟つぶやいた。

「なるほど、呪じゆ力りよくが充じゆう実じつしてる。ソロモンの末まつ裔えいとはいえ、これほど恵めぐまれた者は稀まれだろう。その呪力を制せい御ぎよするだけの精神も含ふくめれば、ひとつの奇き蹟せきと言ってもいいだろう」

「……褒められている気がしませんわね」

「もちろん。これはただの数的評価に過ぎん。賞賛や毀き誉よ褒ほう貶へんの類たぐいは、もっと別のベクトルによってなされるものだろう」

　無感情に、〈礎イエソド〉は言い募つのる。

　その間にも、ダフネとガラの戦いは続いていた。頰を炙あぶる熱と、その熱を避けて庭園を走る黒白の疾風。ダフネが防戦一方の争いだったが、もはやアディリシアにも〈礎イエソド〉にもそれを振り向く余よ裕ゆうはなかった。

　互いの一挙手一投足が、命を──あるいは作動限界を定める決め手になると、どちらも悟さとっているのだ。

　いわばそれは、互いにライフルを向け合って、引き金へ指をかけたような状態。

　魔法使いの戦いとしても、すでに彼らは極限へ到達していた。

「……どうして、私ですの？」

　アディリシアが、訊きく。

　この大魔術決闘グラン・フエーデにおいて、少女は勝利条件に直接関係してないからだ。

　勝利条件は、あくまで『伊い庭ばいつきの打だ倒とう』である。

　アディリシアを倒たおしたところで、その目標には近づかないし、敵方である〈協会〉の戦力の削さく減げんにもならない。

「半ばはあの使い魔アガシオンの執しゆう念ねんに押されたようなものだがな。無論、それなりの戦術的意味があって来訪してる」

「戦術的意味？」

　眉まゆをひそめた少女へ、〈礎イエソド〉は重く言った。

「今回の大魔術決闘グラン・フエーデで、お前の居場所だけは明らかだった。そして、お前という存在を確保することが、あの少年にとって最大の楔くさびとなるだろう」

「……なん、ですって」

　少女の声が、かすかに揺ゆらいだ。

　自分の中の、ひどく大切な何かに触ふれられたからだった。少女にとってのこの二年間は、魔術とその人物だけで占しめられている気さえした。

「あなた、私を……」

「……そう」

〈礎イエソド〉がうなずく。

　髑髏の仮面が薄うすく嗤わらったように、アディリシアには見えた。




「アディリシア・レン・メイザース。お前を、伊庭いつきを引きずり出すための人質とさせてもらおう」




「──っ、冗じよう談だんじゃありませんわ！」

　少女の叫びとともに、エリゴールが大地を蹴けった。

　静止状態から一瞬で最高速を叩たたき出す、魔神の絶技。そのベクトル量に苛か烈れつなまでの呪力を加え、鋼の槍が〈礎イエソド〉へと繰くり出される。

〈礎イエソド〉の手が、動く。

　高い音が鳴った。

　天までつんざいた音の高さと異常な大きさに、アディリシアばかりかダフネやガラまでも動きを止める。槍の切っ先を食い止めていたのが、〈礎イエソド〉の手のひらに貼はられた銀ぎん箔ぱくと知って、その全員が大きく目を剝いた。

「音もエネルギーの一種だ」

　と、〈礎イエソド〉は呟く。

「今は、その槍の突とつ進しんするエネルギー量を音へと変へん換かんさせた。完全にエネルギーを失えば、紙一枚貫つらぬけないのは道理だろう」

　それも錬金術の神秘か。

　理論上可能とはいえ、自分を貫かんとする槍のベクトルをすべて音に変換するなど、まっとうな技術でなしえるとは思えない。まして、魔神の呪力まで無効化するとは、これこそ〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーたる実力であったか。

　エリゴールが飛びすさった。

　少し遅おくれて、〈礎イエソド〉の手に固定されていた槍が、どろりと溶ける。

　ユーダイクスも得意とする、万物融化剤アルカヘストによるものに違ちがいあるまい。

「終わってもらおうか、ソロモンの姫」

　厳おごそかに、〈礎イエソド〉が告げた。




　　　　＊




　──たとえば。


最後の戦いは、布留部市の中心地で行われていた。






　クリスタル・タワー。

　かつては先代の〈アストラル〉が、そして二年前にはいつきの率いる〈アストラル〉もまた、戦いの舞ぶ台たいに使った場所だった。この施し設せつが、布留部市における霊脈レイライン上の要点にあると知れば、魔法使いたちはさもあらんとうなずくことだろう。

　今、再び。

　この地は、戦場となった。

　片や、〈アストラル〉を主軸とする、いつきたち四人。

　──伊庭いつき。

　──紫し藤とう辰たつ巳み。

　──クロエ・ラドクリフ。

　──オルトヴィーン・グラウツ。

　対して、相手は〈螺旋なる蛇オピオン〉のふたり。

　複雑精せい緻ちな魔法円の上に陣じん取どったのは、〈永遠ネツアク〉の座セフイラー──死霊術師ネクロマンサー、メルキオーレ。

　その前で立ちはだかるようにして、メルキオーレを守っている大おお柄がらな白人が〈尊厳ホド〉の座セフイラー──魔術系統不明、ジェイク。

　四人と、ふたり。

　しかし、数の上では倍であっても、けしていつきたちが優勢とは見えなかった。

　それは、血と戦いくさこそ自らの存在意義と任じてきた〈螺旋なる蛇オピオン〉と、あくまで自らを磨みがくためだけに修練を繰り返してきた魔法使いの違いか。

「ふム、どうシたのかな!?　これってばヒョットして日本で有名ッテいうニラメッコ!?」

　おどけて、ジェイクが肩かたをすくめる。

　この男ばかりは、いまだに読めなかった。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部であり、何度か矛ほこを交わしたこともありながら、いまだに行使している魔術すら悟らせぬ、陽気な白人。

　だが、それより不気味なのは、背後のメルキオーレであった。

　かの青白い顔をした青年が、何らかの魔術で布留部市の霊脈レイラインを押さえているのは分かっている。より巨きよ大だいなエネルギー源を押さえている以上、長引けば致ち命めい的となるのは、むしろこちらの方だ。

（それに……）

　と、いつきは思う。

　何より、先ほどの彼の言葉。

　いつきたちを縛しばりつけていたのは、ついさっき自分たちを前にメルキオーレが恍こう惚こつと口にしたいくつかの言葉であった。




　──『当たり前だろう……？　魔法使いなんだから……ここの〈竜りゆう〉が特別なことぐらいは分かるとも……。ああ……どうして紅あかい種が……新しくもうひとつ生まれたのか……今ならとてもよく分かるよ……』




　そう、彼は言ったのだ。

　ここの〈竜〉こそが、特別なのだと。




　──『だから……僕は……ここの〈竜〉が欲しい……。僕だけじゃない……〈螺旋なる蛇オピオン〉の誰だれもがここの〈竜〉を欲しがる……』




　──『生命の実を生む……生命の樹となった〈竜〉がね……』




　その意味を、いつきは嚙かみしめる。

　生命の実。

　生命の樹。

　かつて自分の瞳ひとみに宿り、今や大魔術決闘グラン・フエーデの賞品となった紅い種。

　自分の想像していることと、真実が一致するとは限らない。だけど、半分でも当たっているとしたら、けして見み逃のがせるような内容ではなかった。

（やるなら、先制──！）

　そう判断して、いつきは口を開いた。

「オルトくん！　前から！」

「おお！」

　その一言で主の意図を悟り、オルトヴィーンの手が小石を投げつける。




「汝なんじは氷！　汝は凍とう結けつ！　汝は停止！　されば阻はばめ、イーサ！」




　[image: イーサ]。

　小石に刻まれたルーン文字は、少年が得意とする氷の象徴シンボル。前衛を守るジェイクを蹴散らすべく、氷の茨いばらが白人を全方位から押し包んだ。

「おオ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげたジェイクをよそに、オルトヴィーンはさらなるルーンを摑つかむ。ひとつの魔ま術じゆつでケリがつけられるほど、甘い相手とも考えていない。相手がひるんだところを、さらなる連れん撃げきでこじあけるのが、少年の戦術だった。

　さらに、少年の横を白いケープを纏まとった女騎士クロエも走り抜ぬけた。

　何の意思疎そ通つうもなく、絶ぜつ妙みようのタイミングで行使されるコンビネーション。

　それは、数ヶ月前、〈アストラル〉と〈銀の騎士団〉が激突した魔術決闘フエーデで、彼らが学んだ呼吸だったろうか。

　ばかりか、まったく同じタイミングで、辰巳までもが走り込んでいたのだ。

　ぎりぎりまで始動を悟さとらせないその歩法は、まさしく古武術の極きわみ。

　騎士の剣けんと守もり人の拳こぶしとが、氷の茨へと叩き込まれる。




「主よ、永遠の栄えの王よ、御身に誉れあれ（Laus tibi, Domine, Rex aeternae gloriae）！」

「ずぉらあああああああああああ！」




　クロエの祓魔式エクソジズム。

　辰巳の拳。

　相乗された一撃は、凄すさまじい呪じゆ力りよくの奔ほん流りゆうとなり、烈風さえ巻き起こした。

　そのふたりの攻こう撃げきになおも畳たたみかけるように、オルトヴィーンが新たなルーン魔術を放とうとする。

　なのに、小石を握にぎった手は、そのまま硬こう直ちよくした。

「待って！」

　いつきの手が、オルトヴィーンを制したのだ。

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたオルトヴィーンの目が、少年の視線につられて、粉ふん塵じんの向こうへと引き寄せられた。

　濛もう々もうと立ちこめた粉塵はすぐに晴れ、その向こう側の人ひと影かげが露あらわとなる。

「な……っ！」

　オルトヴィーンが、息を止める。

　それは彼だけではなく、剣と拳を打ち振ふるったクロエと辰巳も同様だった。いかな〈螺旋なる蛇オピオン〉の怪かい物ぶつとて、重傷は免まぬかれないだけの手て応ごたえがあったのに。

　直撃を受けたと思われたジェイクは、無傷のまま目の前に佇たたずんでいたのだ。

　ぱんぱんとスーツの胸むな元もとを叩たたき、ジェイクの広い肩がすくめられる。

「残念でスが、普ふ通つうの魔術で私は殺せないカト思うヨ？」

「……て、めえ」

　さしもの辰巳が、連撃にも移れず困こん惑わくした。

「あなた……どんな魔術を」

　クロエもまた、大きく目を剝むいたまま、たたらを踏ふんだ。〈銀の騎士団〉の若き正騎士をもってすら、この怪異は受け入れられなかったのだ。

　強大無比な結界なら、自分たちの攻撃を受け止められる可能性はある。

　みかんの操あやつる神道など、防ぼう御ぎよに長たけた魔術特性ならばなおさらだ。だが、それでもこの手応えは不可解だった。人間と結界の手応えを、このふたりが間違えるはずもないからだ。

　しかし。

　ただひとり、別の感想を抱いだいたものもいた。

「…………っ」

　オルトヴィーンの脳のう裏りには、別の言葉がよぎっていた。




　──『一撃防がれただけでそういう選せん択たくができるのは、君がよほど戦いに慣れている証しよう拠こだろう。でもまあ、機動力で君より優すぐれているというのが、そもそも勘かん違ちがいでは正しい判断はできないな』




　つい数時間前、同じように自分の魔術を防がれた記き憶おく。

　伊い庭ば司つかさという名の男が、まともな魔術ひとつ使わずに自分たちを圧あつ倒とうしてのけた一連の出来事と、今の現象はどこか似ているように思えた。

　その直感が、彼に別の思考を促うながしたのだ。

（勘違い……？）

　このジェイクも、そうなのだとしたら？

　何か、勘違いしてるとしたら？

　しばし、オルトヴィーンは沈ちん黙もくし、

「……そう、か」

　低く呟つぶやいた。

「うン？」

「分かったぞ、お前の魔術のからくり」

「は、ソレは──」

　何か言いかけようとしたジェイクへかぶせるようにして、少年は告げたのだ。

「お前……一体、何に印形シジルを刻んだ？」

「……ム」

　かすかに、ジェイクの眉まゆが寄る。

「そっカ。君ハあのツェッツィーの弟で子しだったものネ。真っ当ナ魔術だけジャなくて、いろいろ外法も見てキタ類たぐいダ。案外そうイウ方が、俺の魔術ハ分かりヤスイかもナ？」

「は、こんなのただのイカサマだろうが」

　オルトヴィーンは、ぎりと奥歯を嚙みしめる。




「──混こん沌とん魔術」




「……え？　何、それ」

　いつきが、茫ぼう然ぜんと瞬まばたきした。

　この数年間、魔術世界について必死に勉強したいつきにしてからが、その単語は初めて聞くものだったからだ。

「知らなくて当然だ。まっとうな魔術なんて到とう底てい言えない。なんせ、歴史からして数十年ばかりしかないんだからな」

　吐はき捨てるように、オルトヴィーンが続ける。

「言ってしまえば、魔法のごった煮に。古今東西の魔術を大おお雑ざつ把ぱな理念のもとにまとめて収集しただけの術。混沌魔術なんて呼ばれてるけど、実際のところはオカルトかぶれの素人しろうとが搔かき集めただけの、魔術とも言えないがらくただ」

「そりゃヒドイ。ホントにがらくただったら、俺ガコンナ場所にいるコトもないだロウ？」

「だから……イカサマだろうが。混沌魔術にそんな『力』はない」

　オルトヴィーンは、鋭するどい牙きばを剝く。

　混沌魔術。

　それは、今少年の言った通り、たかだか三十年ほど前──七十年代に英国で生まれたとされる魔術系統だ。ただし、いかなる魔術かと問われると、具体的な技法はほとんど存在しない。なぜならば、個々の術者が勝手な解かい釈しやくで西洋魔術やシャーマニズムを拝借し、再統合して独自のやりかたをつくりながら、「これこそ混沌魔術」であると自じ称しようしてきただけだからだ。

　そこに、一定の流行や関連性はあっても、核かくとなるべき根幹的な体系はない。

　魔術の名のもと、誰もが好き勝手に踏み荒あらしてきた技術の集積。

　文字通り、混沌の魔術。

「俺の一族ハ、もともと〈螺旋なる蛇オピオン〉の倉庫番ヲしてマシテね？」

　ジェイクが、ゆらゆらと笑う。

「〈螺旋なる蛇オピオン〉が〈協会〉と離はなれた後に、彼らと巡めぐり会った商人の一族なんデスよ。結果、いろイロやってイク上の資材なンカを提供しテネ。最終的にハ宝物庫の倉庫番ヲするコトになっタ。俺モそんな末まつ裔えいダッタものだカラ、魔法使いってイウ在り方ニなんとなク憧あこがれガあったンダヨネ」

「憧れ……が？」

　意外な言葉に、いつきが瞬きする。

「とこロガ残念。ちょーット歴史ガ薄うすすギタ。たかだか五世代バカリで、まともナ魔法使いトシテ完成するはずモナイ」

　ジェイクの言うことは、魔法使いとしての常識だ。

　あの猫屋敷の弟弟子、石動いするぎ圭けいもその血の薄さゆえに、魔法使いとしての栄達を諦あきらめざるを得なかった。

　世代を重ねた血の前に、いかなる個人の努力も才能も意味をなさない。

　それは、魔法使いたちの鉄則だったはずだ。

「うン、ところがマア、私、魔法使いとシテの才能だけハあったんですヨネ。足りないのは呪力だけデ、十分な呪力サエアレバ、それなりニ魔術が使えるんじゃないかと思った。そシテまあ、呪力を提供してくれる品ならバ、小さい頃ころから大量ニ転がっテタ」

「──っ！」

　その言葉に。

　いつきは、石でぶん殴なぐられるようなショックを受けた。

「……まさ、か」

　うわずった声で、言う。

「ソウ。足りないのなら補えばいい。混沌魔術が食い荒らした中には、ちょうどうってつけの秘術があっタ。印形シジルっていうンだけどネ？」

　なんでもありと言えば聞こえは良いが、単なる魔術のごった煮でしかない混沌魔術において、数少ない特とく徴ちよう的な技術が印形シジルだろう。

　ルーン魔ま術じゆつの影えい響きようを受けたそれは、いくつかのワードを書き連ねることにより、物体に魔術的な意味を持たせることができる。通常は、世界や自分の呪力をその印形シジルで固定することによって、『力』を発揮するのが混沌魔術だ。

　だが、

「まさ、か……あなたは……呪力の方を……呪物フエテイシユから供給させているんですか……？」

　それは、発想の逆転と言える。

　通常、呪物フエテイシユとは、魔法使いを補助するための品だ。〈協会〉に派は遣けんされてからの穂波のように、高度な呪物フエテイシユを使うほど魔術は強化されるが、あくまで本人の地力あってのものに過ぎぬ。魔法使い自身の呪力を強化したり、特とく殊しゆな魔術の行使を可能ともするが、それ以上の品ではありえないのだ。

　しかし。

　ジェイクという男は、その発想を逆転させた。

　自らの呪力を補助してもたかが知れている。ならば、補助ではなく、いっそ頼たより切ってしまえばいい。半はん端ぱに呪物フエテイシユを足すのではなくて、ほぼ百％の呪力を呪物フエテイシユから供給させればよい。

　印形シジルによって自分の呪じゆ力りよくを固定するのではなく、もともとできあがった呪物フエテイシユに印形シジルを刻むことで、直接魔術を発動させてしまえばよい。

「このエメラルドとか、ホープ・ダイヤの原型となった品ですが、なかなか便利でスヨ？　歴史上たっぷり呪のろいや血に塗まみれてキタ呪物フエテイシユですカラネ？」

　茶目っ気たっぷりに、ジェイクは指輪にはまった宝石を見せつけた。

　彼の、力の源。

　呪力ではなく、呪物フエテイシユを直接操る魔術。

「──混沌魔術」

　もう一度、改めていつきは言う。

　右目を押さえた。

　彼の持ち上げた呪物フエテイシユに漲みなぎる、並外れた呪力を視みたからであった。そして同時に、別のことにも少年は気づいてしまった。

「でも、それだと、その呪物フエテイシユって……」

「──ああ、君ノ想像しテル通りカナ？　うん、俺ノ使い方はイレギュラーだカラね。このエメラルドとか三回も使えばゴミ屑くずにナル」

　平然と、ジェイクは言ったのだ。

　確かに、呪物フエテイシユには、使い捨ての品も存在する。

　穂波のヤドリギや、猫屋敷の霊れい符ふ、オルトヴィーンのルーンを刻んだ小石など、いずれも使い捨てるための呪物フエテイシユだ。しかし、単体で魔術を完成させるほどの呪物フエテイシユとなると、到底そんなレベルでは追いつかない。

　大げさでなく、国宝レベルの品でなければ不可能だ。

　しかもそれらの品を、たった数回の魔術で使い潰つぶすような方法でなければ。

「これモ結構貴重な品だカラ、大英博物館あたリニ持っていケバ目玉になるんジャないかナ。でもマア別ニ、気にスルようなことじゃないヨネ？」

「それ、は……」

　少年は絶句する。

　国宝レベルとは、単なる金銭価値のことではない。

　そこまで至った呪物フエテイシユとは、もはやひとつの歴史なのだ。

　多くの人々が関係し、時に血を流し、時に分かり合い、時に奪うばい合って、ひとつずつ積み重ねてきた歴史の象徴である。それらの歴史を傍かたわらで見てきたがゆえの、特別な呪物フエテイシユなのだ。

　彼が言っていることは、ただ数回の魔術で、ひとつの歴史を食いつぶすごとき簒さん奪だつの魔術にほかならぬ。

「あなたは──」

　ゆえに、いつきの声に力がこもる。

　この男が蹂じゆう躙りんしてきたものを、踏ふみつぶしてきたモノを思って、一歩前へと出る。

　対して、ジェイクは軽く片眉を持ち上げた。

「あア、俺ノ魔術があんまりエコとは言えナイってコト？」

　おどけた感じの声に、いつきはぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

「分かってるならどうして──！」

「分かってるトモ」

　鷹おう揚ようにうなずいて、彼は言う。




「でも、それがドウシタの？」




「──な」

「千年を閲けみした国宝だろうが、滅ほろんだ一族の象徴だろうが、必要ならバンバン使い潰すのが人間ダロウ？　科学ガ日常的に使っテル石油ダッテ、一万年の時間ガ造り上ゲタ貴重品だって、みんな知っテルじゃナいか？」

　ぞくり、といつきの背をおぞけが走った。

　この飄ひよう々ひようとした男も、確かに怪かい物ぶつだと思い知らされたのだ。あの吸血鬼ツエツイーリエや取り替え児フインと何らひけをとらぬ、文字通りの化け物。

　文化の、破は壊かい者。

　科学という消費と、魔法という技術の、歪ゆがんだ権ごん化げがここにいた。

「あな、たは──」

「お喋しやべりは……終わりかな……？」

　背後から、咳せき混じりの声がした。

　息を止め、辰巳とクロエも振ふり返る。

　ジェイクのおどけた言葉も、時間稼かせぎの一種であったか。かろうじて、いち早く察したオルトヴィーンが懐ふところの石を放った。




「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」




　[image: ハガラズ]

　少年が放った小石は、破壊の黒こく嵐らんと変わった。彼の操あやつる幾いく多たのルーン文字の中でも、最も破壊的な魔術。

　すなわち、災いのルーン。

「くハッ」

　一いつ瞬しゆん、ジェイクの身体からだがその嵐に包まれる。

　鋼鉄でも生物でも問答無用で削けずり取る、虚きよ無むの嵐だった。

　しかし、




「──Neither.Neither」




　声が、聞こえた。

　混こん沌とん魔術の代表的な呪句。

　またもそれだけで、嵐の消えた後、白人はほぼ無傷のまま佇たたずんでいたのだ。

「っ……！」

「俺の身体ハネ、〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔術庫──エジプトの隠かくしピラミッドと同じ印形シジルを刻んデルんだ」

　ジェイクが、嗤わらう。

「魔術的な加護にオイテ、俺の身体ハピラミッドに匹ひつ敵てきするってコト。この一年で随ずい分ぶん傷いたンダけど、まだまだお前ラに殺しキレルほどじゃない」

　かつて京都の決戦で、〈協会〉の集団魔術にもこの男が耐たえきったのは、まさしくその加護によるものだろう。純じゆん粋すいな霊的加護だけでいうならば、この男は〈螺旋なる蛇オピオン〉でもトップクラスなのではあるまいか。

「なら！」

「おお！」

　クロエと辰巳が、同時にジェイクの右と左へ駆かけ出した。

　ジェイクを打ち倒たおせないならば、目標を直接本丸メルキオーレへ切り替かえればよい。臨機応変な切り替えは、どちらも実戦慣れした動きであった。

　だが、それよりも早く、再びジェイクが指を持ち上げる。




「VOOF」




　いかなる言語にも属さぬ、マントラシジルと呼ばれる発声だった。

　その音を耳にするや、辰巳とクロエががくりと前へのめったのだ。

　彼らの身体には、まるで三半規管を直接搔かきむしられたかのごとき衝しよう撃げきが走っていた。どちらも十分以上の霊的加護を身につけた魔法使いであるというのに、そんな加護を最初から無視するかのような魔術だった。

　同時。

　ぴし、とさきほどジェイクの示したエメラルドが音を立てる。

　今の魔術に耐えられず──おそらくは何百年と人々の盛せい衰すいを見つめてきたろう宝石は、無む惨ざんに砕くだけ散った。その巨きよ大だいな喪そう失しつを一いつ顧こだにせず、ジェイクはただやんわりと肩かたをすくめる。

「メルキオーレには通さナイ。約束シタからネ」

　飄々と、サングラスの底から視線をあげる。

　伊庭いつきを、睨ねめつける。

「どうスルどうスル？　ここマデいろいろイカサマをしてきたのハお前の方だロウ？　まだ何か悪わる知ぢ恵えを隠しテるカ……？」

「…………」

　いつきは、動けない。

　金かな縛しばりにでもあったかのように、ぎゅっと拳を固めたきりだ。

「じゃあ……こちらから行こう……〈アストラル〉」

　その視線の向こう側で、メルキオーレ──死霊術師ネクロマンサーが、やっと身をもたげた。

　ずっと魔ま法ほう円の中で沈ちん思ししていた青年は、ただでさえ劣れつ悪あくな顔色を、ますます土気色に貶おとしめながら、しかし今まで以上の呪力を纏まとっていた。

　ひたひたと黒く、こちらの肌はだを通して染しみいってくるような『力』。

　まさしく、死の呪力。

　かつて〈アストラル〉はおろか、ロンドンの〈竜ペンドラゴン〉さえ屈くつ従じゆうせしめたその魔術が、再び威いを振るうか。




「我は呪いとなす……獅し子しの心臓よ……かのものより奪え……！」




　詠えい唱しようとともに、その手がまっすぐ縦に打ち振られた。




　刹せつ那な。

　布留部市の〈竜りゆう〉は──跳はねた。




　　　　２




　穂波とフィンの魔ま槍そうがぶつかり、猫屋敷の霊符とツェツィーリエの右手が激げき突とつする。

　一歩も退ひかぬ、魔術の攻こう防ぼう。あまりの高度に達したそれは、もはや並みの魔法使いでは何をしているかさえ追い切れない。ただ、ひたすら凄すさまじい速度で旋せん回かいする呪じゆ力りよくは、まるで雷らい雲うんの内側のようであった。

　なかでも、この女ばかりは特別だった。

「ど、けよぉおおおおおおおお！！！！！！」

　ごっ、と振り落とされるツェツィーリエの右みぎ腕うで。

　まったくの力ちから業わざで、再び猫屋敷の霊符と穂波のヤドリギが砕かれる。もはや魔術でも何でもなく、純粋な暴力によるものとしか思えない。

　神話か伝説にしか存在しないような、圧あつ倒とう的な暴力の権化。

　軍神──いいや、破壊神とでも形容すべき姿。

　その姿に、猫屋敷が目を細める。

「その右手……ずいぶんいろいろ仕込んでるようですね」

「ああ、ジェイクにもらったんだよ」

　ツェツィーリエの唇くちびるも、少し嫌いやそうにひんまがった。

「あいつの自家製、栄光の手ハンドオブグローリイだってさ」

「栄光の手ハンドオブグローリイ？　その義手が？」

　猫屋敷の眉まゆが寄った。

　栄光の手ハンドオブグローリイ。

　西洋魔術においても、比ひ較かく的有名な呪物フエテイシユだ。いわく死し刑けいにあった罪人の手を切り取り、血を抜ぬいて、屍し蠟ろう化させたものだという。

　呪力こそ折り紙付きの逸いつ品ぴんだが、こんな金属の義手でできた栄光の手ハンドオブグローリイなど、猫屋敷の知識にもなかった。

「は、そういうのは要するにガワだけの問題だろ」

　ツェツィーリエが、ぶんぶんと右手を振る。

「ジェイクのヤツは、いろいろ器用でな。相似したカタチさえあれば、魔術的性質を移せるんだとよ。だから、この特別製の義手に、栄光の手ハンドオブグローリイの呪力だけもらった寸法だ」

「…………」

　ツェツィーリエの言葉に、猫屋敷は短く沈ちん黙もくした。

　女吸きゆう血けつ鬼きの言葉を、かの青年もまた理解しきれなかったのだ。

「……なんですか？　その魔術は」

　猫屋敷は知らない。

　ちょうど同じ頃ころ、ジェイクが自ら混沌魔術の正体を明かしていることなど、知るはずもない。呪物フエテイシユそのものから呪力を提供させる冒ぼう瀆とく的な技術は、さしもの陰おん陽みよう師じをもってしても推理しきれなかった。

「っか」

　と、ツェツィーリエが嗤う。

「か、か、か」

　断続的に、いかにもおかしそうに、嗤う。

「なんです？」

「いいやあ。いつも賢かしこいふりしてるヤツを小こ馬ば鹿かにできんのは、やっぱ愉たのしいもんだよな。この年になってもなかなかやめらんねえ」

　涎よだれを拭ふくように、女吸血鬼が口元を手の甲こうで擦こすった。

　そのまま、

「知らずに、悔くやみながら死ねよ！」

　ツェツィーリエの身体から発散される鬼気に、びりびりと肌が痺しびれるようだった。

　すなわち、呪力である。

　もとより、ツェツィーリエとオルトヴィーンは呪力を吸収する体質だ。

　ゆえに、栄光の手ハンドオブグローリイも取り込んで、自らの呪力に相乗することが可能だった。すべてを呪物フエテイシユに委ゆだねるジェイクとはまた異なる、この女だけの呪物フエテイシユの利用法。

　まして、ツェツィーリエ自身がバケモノにも等しい。

　力任せに振ふるわれる右腕は、もはや一個の魔法使いには考えがたい──重機のごとき威力を秘ひめて、纏う呪力だけで床ゆかを根こそぎに叩たたき壊こわす。

「猫屋敷さん！」

　穂波の意識が、一瞬そちらへ逸それる。

　刹那、少女と切り結んでいた若者も、大きく後ろへ跳とんだ。

「──フィン！」

「じゃあ、そろそろいいかな」

　フィンが、その右目へ指先で触ふれたのだ。

（ま、ず……っ！）

　その右目が、何を解放しようとしてるかなど、考えるまでもない。

　妖精眼グラム・サイト。

　何度となく〈アストラル〉を助けてきた──穂波も助けられてきた魔眼。そして、フィン・クルーダもまた同じ魔眼を所有しているのだから。

　かろうじて五分を保ってるこの状じよう況きように、妖精眼グラム・サイトが導入されれば、それはどうしようもない駄だ目め押しとなる。

（な、ら──）

　自分もまた、切り札を使うべきか。

　この半年、〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いに備えて準備していたもうひとつの切り札を。




　──その、瞬しゆん間かんだった。




　そのとき、まったく別の強大な呪力が、少女たちの知覚を圧したのだ。

「────っ!?」

「──何？」

　屋や敷しきの、地下だった。

　死霊術師ネクロマンサーメルキオーレが、その手を打ち振った瞬間だと誰だれが知ろう。

〈竜〉に与あたえた影えい響きようは、布留部市の霊脈レイラインを伝い、この〈幽ゆう霊れい屋敷〉の戦場にも確かな影響を与えていたのだ。

「……にあ」

「うにゃあ」

　とりわけ呪力に敏びん感かんな玄げん武ぶと青せい龍りゆうも鳴き声をあげる。

　それは、単に呪力によるプレッシャーというだけではなかった。

（……え？）

　穂波が、瞬まばたきする。

　彼らの脳のう裏りに、ある情報が叩き込まれたのだ。

　それは、ここの霊脈レイラインに、深く刻み込まれた情報だった。

　偶ぐう然ぜんか。

　いや、もうひとりの妖精眼グラム・サイトを持つ若者もここにいた以上、すでに必然であったやもしれぬ。縁えんを糸パスとして結びつける呪力の性質は、ここでも正しく発揮されていた。

　全員の脳裏に、ひとつの情景が浮うかび上がる。




　──それは、六、七歳ほどの、少年の姿であった。

　穂波と猫屋敷だけではない。フィンとツェツィーリエにとっても忘れがたい少年の──その、幼い頃の姿。

『あ、ああ、ああああああ……』

　少年は、呻うめいている。

　少年は、走っている。

　少年は、逃にげている。

　無様に足を動かす背中から、ゆっくりと迫せまってくる呪力の波動さえ、彼らは判別することができた。

　人ならぬ──いいや生物でさえない、その呪力。

　確かに意思をもって追ってくる呪力の塊かたまりを、少年の右目が視みてしまっている。

　それでも、少年は諦あきらめない。もつれる足を必死に叱しつ咤たして、黴かび臭くさい廊ろう下かをひた走っている。

　おまじないのように、少年は同じ言葉を呟つぶやいていた。

『あーちゃんから……あーちゃんから……』

　よろけながら、無様に泣きじゃくりながら、少年は何度となく口走っている。

　それは、こう続くのだと、穂波には分かってしまった。

（あーちゃん、から……）

　あーちゃんという娘むすめから、こいつを引き剝はがすのだと。

　この臆おく病びような少年は、そのためだけにひたすら逃げ回っているのだと。

　そして。

　あーちゃんと呼ぶ、その相手こそ──かつての自分なのだと、




「──これ、って」

　現実の穂波が、切れ切れに口にした。

　彼女にしてからが、絶対に忘れられない出来事だった。

　自分もすぐ近くで体験し、結果として今の穂波を形成した、そのハジマリ。

「……じゃ、あ」

　その様子を見て、フィンもまた情報の意味を悟さとる。

「十二年前にあった──こと？」

　壮そう絶ぜつな戦いが、つかのま中断していた。

　いつも戦いに飢うえているとしか思えぬ女吸血鬼さえも、この一瞬は大きく目を見開くばかりだった。

　この場の誰もが、知りたいと思ったのだ。

　何が、ここで起こったのかを。

　それは、つまり。

「いっちゃんの右目に──紅あかい種が埋うめ込められたときの──」

　茫ぼう然ぜんと呟いた穂波の言葉が、すべてを示していた。

　彼らは、今目もく撃げきしようとしていた。




　伊庭いつきに、かつて何が起こったのかを。
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　　　　１




　霊脈レイラインの異変に気づいたのは、穂ほ波なみたちだけではなかった。




　同じ土地の霊脈レイラインに干かん渉しようし続けていたある姉し妹まいもまた、その現象に否いや応おうもなく気づかされた。

　川辺である。

　布ふ留る部べ市しの東を貫つらぬく、清らかな水の流れ。

　その傍かたわらに、ふたりの姉妹は佇たたずんでいたのだ。

「お姉ちゃん」

　顔をあげたのは、幼い巫女みこであった。

　アレンジされた紅白の巫女服を纏まとい、大きな瞳ひとみにつややかな頰ほおをした、十歳ほどの少女。ツーテールにまとめた髪かみも愛らしく、今にも花開かんとする美しい蕾つぼみを想起させる。

　もちろん、葛かつら城ぎみかんだ。

　その隣となりには、もうひとり、みかんとよく似た横顔の少女が佇んでいた。

「……うむ。相当にまずいことになってるようじゃな」

　葛城香かおりは、苦く呟く。

　みかんと同じ顔立ちながら、印象はまるで違ちがう。

　動と静。光と影かげ。まるで鏡に映したような──鏡の向こう側は、内面までもあべこべな世界だったかのような、もうひとりの少女。

　葛城家次期当主・葛城香。

　そして、この姉香は、ほぼ正確に事態を摑つかんでいた。葛城家自体が霊脈レイラインの管理を自らに任じているからこそ、呪じゆ力りよくへの感度は非常に高い。巫かんなぎとは、神の言葉を民たみに伝えるための存在とされるが、その名にふさわしい少女であった。

「先から霊脈レイラインを押さえられてはいたが、いよいよ介かい入にゆうしてきたと見える。このままゆけば、布留部市全体があやつらの縄なわ張ばりになるぞ」

　香の言葉は、けして大げさではなかった。

　魔ま法ほう使つかいの戦いにとって、土地の掌しよう握あくは文字通り死活を分ける問題だ。同じ魔術であっても、土地を味方につけてるのとそうでないのとでは、極きよく端たんな開きが出る。まして〈螺旋なる蛇オピオン〉の掌握となれば──

　不安に口ごもった少女が、はっと目を開いた。

「……大だい丈じよう夫ぶ、だから」

　と、自分と同じ声が答えたのだ。

　その声こわ音ねに、香は小さく息を止めて、振り返る。

　妹の瞳には、強い力が宿っていた。それはかつてのみかんにはありえず、今のみかんには当たり前の──不退転の意志だった。

　つい数時間前にも驚おどろかされたばかりなのに、改めて少女は自分の妹の成長を思った。

　自分と同じように命を得て、自分と同じように育ってきて、そして自分とは違っていくその姿を、とてもとても愛いとおしく思った。

「絶対、お兄ちゃん社長も、〈アストラル〉のみんなも負けない」

　みかんは言う。

　宣言する。

　音量こそささやかであっても、その内にこもった意志だけは誰よりも強く。

「だから、どんなに大変なことになっても──あたしたちがひっくり返すよ。お姉ちゃん」

　はっきりと、妹みかんはそう言ったのだった。

「……おお」

　その宣言に、姉香もうなずく。

　つい、くしゃりと頰がほころんでしまうのは避さけられなかった。かつてあれほど絶望した、葛城家の宿命のその先を、自分たちは歩もうとしてるのだった。

　だから、

「ならば……わらわも、わらわの全力を」

　そう答えたときだった。

「香様、みかん様」

　と、新たな声がかかったのだ。

「む」

　かすかに、香の眉まゆが動く。

　みかんも、同じ方向を振り仰いだ。

　川原のすぐ外に、新たな人影が現れていたのである。

「弓ゆ鶴づるお兄ちゃん。ディアナお姉ちゃんも！」

　みかんが呼ぶと、青年は淡あわく笑って、うなずいた。

　橘たちばな弓鶴。

　かつて、みかんの守もり人だった青年であった。隣には香の見知らぬ、喪も服ふくのように真っ黒な衣装を纏った女性も立っており、こちらもまた〈アストラル〉への協力者だろうと思われた。

「〈トリスメギストス〉のディアナと申しますわぁ」

　ことりと、黒いヴェールを下げた女がうなずいた。




　　　　＊




　もうひとつの屋や敷しきにも、異変は発生していた。




　薔薇ばらの庭園のただなかで、巨きよ大だいなヒトガタの炎ほのおがゆらめく。

　ヒトガタ、というには歪いびつだったかもしれない。

　ねじくれた角も、突つき出した牙きばも、人間の造形には不必要だ。それでいてヒトガタとしか形容できないおぞましさを──元は人間であったのだと感じさせる悲しさを、その姿は確かに内包していたのだ。

　ガラ。

　ソロモンの魔神と融ゆう合ごうした魔法使い。

「……は」

　魔物ガラは、ゆるやかに嗤わらった。

　かすかな鳴動から、彼もまた霊脈レイラインの変化を感じ取ったのだ。半分は魔神と化したがゆえ、彼の呪力感度も、並みの魔法使いを遙はるかに上回っていた。

「どうやら、ケリがつくぞ。お前らを人質に取る必要もなくなったらしい」

　愉たのしそうに、ガラは肩かた口ぐちの炎を揺ゆらす。

　その前で、もうひとり、女が膝ひざをついていた。

　ダフネであった。

　彼女の纏うスーツは、あちこちが焦こげてくすぶっている。

　対魔術の仕し掛かけをいくつも施ほどこした品なのだが、禁きん忌きを犯おかした魔法使いを前にしては最低限の効力しか発揮できないらしかった。それでも、こうした防護魔術がなければ、今いま頃ごろダフネは燃え屑くずと化していたことだろう。

　そして。

　アディリシアは。

「マルバス！」

　少女の命令とともに跳とんだ金きん獅じ子しの魔神が、しかし何度目かの攻こう撃げきをしくじって、錬れん金きん術じゆつ師しの背後に降り立つ。

　それを見み逃のがす〈礎イエソド〉ではなく、新たな試験管アルカヘストは魔神をたちまち溶よう解かいさせた。

　すでに、数体の魔神を〈礎イエソド〉によって破られていた。魔神の霊質は別に保存されており、いくらかの期間をおけば支障なく再生できるとはいえ、まず大魔術決闘グラン・フエーデの間の復活は不可能だろう。

「フールフール！　グラーシャ・ボラス！」

　それでもひるまず、アディリシアは魔神へ呼びかける。

　牡鹿の魔神フールフールは雷らい撃げきを撃うち、翼狼の魔神グラーシヤ・ボラスはかまいたちを放つ。

　そのすべてを、錬金術師は迎げい撃げきした。

　時に銀ぎん箔ぱくの折り紙を飛び立たせ、時にかまいたちを打ち消す風車を回し、ことごとく魔神の攻撃を無効化する。数百年を閲けみして動作する自動人形オートマタの術の幅はばには、限りがないようでもあった。

　呪力だけならば、おそらくアディリシアが上だ。

　だというのに、〈礎イエソド〉はつけ込む隙すきを一いつ瞬しゆんたりとも与あたえない。

　ゆえに、少女と錬金術師の戦いは、終始錬金術師のペースで進んでいた。

「……諦あきらめたらどうだ」

〈礎イエソド〉は、重く言う。

「確かに、お前の技量の向上は認めよう。だが、それだけで私との差は埋うめられん。あるいは私以外の座セフイラーならば、十分に戦えたかもしれんがな」

　それは、相あい性しようの問題だ。

　魔術特性。

　ソロモン王の魔術のそれは、〈王命の喚起（Evocation of Solomon）〉。強大な魔神をいくつも従える王の魔術は、その魔力強度と多様性で群を抜ぬく。単純な力比べでも、裏のかきあいでも、はたまたその両方でも、アディリシアがひけをとる理由はない。

　しかし、〈礎イエソド〉はその例外なのだ。

　錬金術特有の圧あつ倒とう的な呪的技術と術的速度によって、〈礎イエソド〉は魔神の弱点を的確に見抜き、そこを突いてくる。無論、生なま半なかな錬金術師にできることではない。数百年という動作時間を──魔術の戦せん闘とう経験を持つ、自動人形オートマタの〈礎イエソド〉だからこそ可能な技わざ。

　その優位を知ればこそ、〈礎イエソド〉はここに赴おもむいたのである。

　無論、その相性の悪さを、アディリシアも分かってはいる。そうでなくともユーダイクスの同型というだけで、十分予想出来たことだ。

　なれば──

「どうした、ソロモンの姫ひめ。後、三手で詰つむぞ」

〈礎イエソド〉が言う。

　まさしく機械的な精密さで、自動人形オートマタの指が新たな呪物フエテイシユを摑む。

　同時、アディリシアが胸むな元もとのソロモンの五芒星セーマンを握にぎる。

　その動作も、悪あがきにしか見えなかった。




「ソロモンの末裔すえ、メイザースの名において命ず！　穿うがて、フールフール！」




　雷かみなりを発する、牡鹿の魔神フールフール。

　無論、その対策も整えている。〈礎イエソド〉の撒まき散らす銀箔は魔術による雷すら散らす。この魔術を抑おさえ、カウンターで〈礎イエソド〉は勝負を決めるつもりだった。

　なのに。

　予想より遙かに強く、雷撃は視界を白く染めたのだ。

「────!?」

　初めて、〈礎イエソド〉の気配にぶれが生じた。

　撒き散らした銀箔が、残らず蒸発する。

　ばかりか、呪物フエテイシユを塗ぬりつぶした電撃は、自動人形オートマタの身体からだにまで伝わったのである。電子部品など使われていようはずもない彼の身体にとって、それは致ち命めい的な一撃ではなかったが、一時動きを止めるには十分だった。

　立ち直りよりも早く、さらにアディリシアが叫さけぶ。




「ソロモンの末裔すえ、メイザースの名においてさらに命ず！　喰くらえ、フォルネウス！」




「っく──！」

　電撃に視覚をやられ、指先の触しよつ覚かくだけで、〈礎イエソド〉は懐ふところの呪物フエテイシユをつかみ取る。

　これも、アディリシアに備えて準備した呪物フエテイシユ。

　ギンザメの魔神フオルネウスが持つ超ちよう感覚を攪かく乱らんする、高周波の鐘かね。

　今度も、予想を超こえた。

　打ち振った呪物フエテイシユの鐘は、フォルネウスの注意を一瞬逸そらすことしかできず、錬金術師はその肩口から大きくギンザメの牙に引き裂さかれる結果となったのだ。

「かはっ！」

　大きく、〈礎イエソド〉が傾かしいだ。

　それでも無理矢や理りに後方へと跳とび、ありったけの万物融化剤アルカヘストを放つ。

　さすがに、これは魔ま神じんたちも迂う闊かつに踏ふみ込めず、じゅうと音をたてて薔薇の庭園が溶とけていった。そのまま距きよ離りをとって、〈礎イエソド〉とアディリシアは見つめ合う。

「今の……呪じゆ力りよく」

〈礎イエソド〉が、重く言った。

「お前……ソロモンの魔神の呪力に、自分の呪力を上乗せしたな」

「ええ」

　優美な微び笑しようとともに、アディリシアがうなずく。

　しかし、〈礎イエソド〉はその肯こう定ていにこそ戦せん慄りつした。

　言葉にすれば簡単だが、そんな神かみ業わざが容易たやすいはずもなかったからだ。

　もとより、複数の魔神を喚起し、支配するだけで異常なのだ。〈礎イエソド〉の分ぶん析せきを達成するためには、魔神たちの支配を維い持じしながら、かつ一体ごとの魔神に自分の呪力を調和させる必要がある。

　戦闘の最中にそんな芸当をなしとげることなど、この少女にしかできまい。

　アディリシア・レン・メイザース。

　ソロモンの姫の名に恥はじぬ、超ちよう越えつの魔女。

　大魔術決闘グラン・フエーデに際して、自らの魔術を鍛きたえ続けたその成果。

「なるほど。魔術を向上せしめたのは、アンブラーの魔女だけではなかったか」

「ありがたい言葉ですわね」

　穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラー。

　その名前を聞いて、ますますアディリシアは微笑を深くする。少女にとって、それは負けるわけにはいかない相手だったから。

「…………」

　しばし、〈礎イエソド〉は沈ちん黙もくした。

　それから、岩が口を開くように、こう告げたのだ。




「……だが、どうしてそこまで進みながら、売り渡さない？」




「────っ」

〈礎イエソド〉の言葉に、アディリシアは目を剝むいた。

「あなた……」

「お前には、まだ捧ささげられるものが残っているだろう」

　本人の材質にも似た無機質な声で、〈礎イエソド〉が言う。

「父親が捧げたものを、お前はまだ捧げてないだろう」

「っ──！」

　喉のどを、引きつらせる。

　まるで、それは悪魔の言葉だった。

　アディリシアの心臓に突つき刺ささる、鋭するどい棘とげにも似た言こと霊だま。けしてうなずくことはできず、かといって無視することもできない真理。

　何よりも、それは──

「あなたは……まさか……私に……！」

　アディリシアが呻うめいたときだった。

　その刹せつ那な、同じ戦場でひとつの決着がついたのだ。




「主は汝の右手にありて、怒りの日に王を打ちたまえり（Dominus a dextris tuis, Confregit in die ira sua reges.）──！」




　不可視の『力』の炸さく裂れつに、少女ばかりか〈礎イエソド〉までも振り向いた。

　最大限の呪力を込こめたダフネの蹴けりが、深々とガラの鳩尾みぞおちに刺さっていたのである。肉体に呪力を作用させるのは、相当の魔法使いでも困難な技術だが、ソロモン王の護符タリスマンと惑わく星せいの位相関係アスペクトを利用したダフネの呪力制せい御ぎよは、そうした魔術をも可能にしていた。

　それは、アディリシアの魔神さえ霧む散さんさせるに足る一撃だったろう。

　しかし、

「ダフネ!?」

「うあ──っ！」

　絹を裂くような少女の悲鳴とともに、その足が燃える手に摑つかみ上げられたのだ。

　羆ひぐまのごとき握あく力りよく以上に、生き物にも似た炎ほのおが黒いズボンごと女の足を灼やき、宙づりになったダフネの顔を歪ゆがめさせた。

「ああ……それなりに効いたなあ」

　魔物ガラが、笑う。

　逆しまに持ち上げたダフネを見やって、ガラは軽く鼻を鳴らす。

「前にやりあってから、だいたい二年か。あれからずいぶん精進したらしい。ソロモン王の魔術とは少し違ちがったやりかただな？　あの坊ぼう主ずに、床ゆかの上ででもじっくり教わったか？」

「あの人を……侮ぶ辱じよくしないでください……！」

　吊つり下げられながら、なおもダフネが術を練ろうと指輪をかざした。

　しかし、それはもはやガラには届かない。至し極ごく単純に、ガラがダフネの身体を振り回すだけであっけなく術は破は綻たんして、女の内臓までも凄すさまじい遠心力Ｇに攪かく拌はんされる。

「ダフネ！」

　再び呼んだアディリシアへ、代わりに〈礎イエソド〉が答えた。

「さきほどのお前と同じだ。今のガラには、私から呪力を供給してる。使える『力』に違いが出てくるのは当然だろう」

「────っ！」

　その意味を、アディリシアは悟さとる。

　自ら使い魔アガシオンとなった、今のガラの『力』。捧げた代だい償しようにふさわしいだけの成果を、確かに彼は得た。それは魔法使いとしてこれ以上ない真っ当なやり口であったろう。

　何度となく振り回されたダフネを、乱暴に足元へと叩たたきつけ、

「どうした？　姫様」

　魔神と化したガラが、嗤わらう。

　人ならぬ笑い声は、ぐつぐつと釜かまが煮にえたぎるようだった。そのたびに身体に纏まとった炎が揺ゆれて、なおさら彼の姿をおぞましく演出した。

「ガラ……っ！」

「分かってるんだろう？　自分が何を捧げるべきかは」

　重ねて、ガラが言う。

　かつての徒と弟ていの姿に、アディリシアは目を見張った。かつてはけして見せなかった──しかし、昔から秘ひめていたのだろう熱情を、ガラの素す顔がおは露あらわにしていた。

　知っているぞ、と。

　お前が一番大切にしているものが何か、知っているぞと。

「……〈礎イエソド〉と……同じことを言うのね……」

　まるで心臓を鷲わし摑づかみにされたかのような怖おぞ気けに耐たえて、ぐ、とアディリシアは奥歯を嚙かむ。

　すでに、立場は逆転していた。

　アディリシアの戦力は〈礎イエソド〉のそれに肉にく薄はくした。一対一であれば、勝利の目もあるだろう。しかし、ガラと〈礎イエソド〉のふたりがかりとなれば？

　闘とう志しと裏腹に、アディリシアの頭脳は自分の不利を正しく認にん識しきしていた。

　じりじりと圧おされつつ、少女は言う。

「……それが……あなたたちの目的ですの」

「俺は、どちらでもいいんだよ」

　大きく、ガラが肩かたをすくめた。

「姫ひめ様が魔神にあいつを捧げようが、姫様が人質になってくれようが、どちらでも目的は果たせる」

　あいつが誰だれかなど、言うまでもあるまい。

　伊い庭ばいつきを障害として考えるのならば、ガラの言葉は理にかなっている。

　そして、〈螺旋なる蛇オピオン〉の強制でそれをなしたのならば、大魔術決闘グラン・フエーデの勝者もまた彼らとなる。その理り屈くつを認めればこそ、〈礎イエソド〉も自らの使い魔アガシオンの言葉に従って、アディリシアのもとへ現れたのだろう。

　炎に燃える顎あごが、ぎちりと開いた。

「ただ、姫様は違うんじゃねえか？」

　嘲あざけるように、ガラが言ったのだ。

　バケモノの瞳ひとみは、こちらの魂たましいまでも踏みいるかのようだった。

「違う……ですって？」

　返した言葉に力がこもらないのを、アディリシアも自覚した。

　対して、

「姫様にとっては、それだと何も得られずじまいだろう？」

　確信に満ちた声が、こちらを揺さぶってくる。

　その重みは、〈礎イエソド〉さえ超こえていた。

　ある意味で、自分よりも深くソロモン王の魔ま術じゆつを知ち悉しつした相手。

　自分にも──いいや父にも成しえなかった、魔神との合一を成した魔法使い。

　だからこそ、アディリシアにはその言葉を無視することができない。文字通りの悪魔の誘ゆう惑わくだと分かってはいても、その言葉から耳を塞ふさげない。

　その姿に、ガラは、さらに確信を増して言い募つのる。

「あんたにだけは……いいや、メイザースの血にだけは、魔術を捨てることなど不可能だ。俺が言うことは何か間違っているか？」

「いけま……せん……アディリシア……様……」

　切れ切れな声が、魔物の足元から聞こえた。

　持ち上げた黄金の指輪が、太陽の光を反射した。夏の恒こう星せいの猛たけ々だけしい呪力を受けて、ダフネの唇くちびるはか細く術式を紡つむぐ。




「どうか主よ、わたしの縄目を解いてください。わたしはあなたの僕。わたしはあなたの僕、母もあなたに仕える者（obsecro Domine quia ego servus tuus ego servus tuus filius ancillae tuae dissolvisti vincula mea.）──」




「おっと」

　ガラの足がダフネの腕うでを踏ふみ、じゅうと嫌いやな音を立てる。

　人肉の焼ける嫌な臭においが続いた。それでも女は悲鳴の代わりに、呪じゆ句くを続けたのだ。




「──あなたに感謝のいけにえをささげよう！（tibi immolabo hostiam laudis et in nomine Domini invocabo.）」




　太陽の７の護符。

　古書にいわく、いかなる束そく縛ばくからも術者を解放させる術式。

　自らの身体からだをほんの一いつ瞬しゆんだけ霊エーテル体化させ、ガラの拘こう束そくから女がするりと逃のがれた。負わされた火傷やけどや裂れつ傷しようは消えず、苦しそうな吐と息いきを漏もらしたものの、それでもダフネは正面からかつての同どう輩はいを見み据すえた。

「ダフネ！」

「大だい……丈じよう夫ぶです……！」

　主人たる少女アデイリシアの声にも、ダフネは振ふり返らぬ。

　ただ、苦しげな吐息のままで告げた。

「お逃にげください。……この布留部市の中なら、すぐに、いつき様と合流できるはずです」

　まるで、懇こん願がんのように。

　自分ではなく、〈ゲーティア〉でもなく、いつきを頼たよるようにと。

「こんなヤツらの……言葉を聞かないでください……！」

「……ダフネ」

　長い付き合いのアディリシアさえ、初めて見る表情で、初めて聞く言葉だった。

　ゆえに、動けない。

　彼女の言うことが正しいと分かっていても、少女の足は動かない。従えた魔ま神じんたちも、少女を囲んだまま、新たな攻こう撃げきにも移れず沈ちん黙もくしている。

「ほら、どうした姫様？」

　ガラが、せせら嗤った。

「選べよ」

　ひどく愉たのしそうに、魔物の顎は震ふるえた。

　苛か虐ぎやくに悦えつ楽らくする色を隠かくそうともせず、魔物はガラガラの笑い声をあげる。

「大事な副首領を見捨てるか、自分の想おもい人を見捨てるか。姫様の好きにしてみろよ」

　主たる〈礎イエソド〉は動かず、自らの使い魔アガシオンを黙視するのみ。魔神と化したガラを連れた姿は、かの〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部もまたソロモン王の魔術を修めたかのように見えた。

　くかか、と笑い声をこぼしながら、さらにガラが言う。

「それとも……自分の腹違いの姉は見捨てられないか？」

「姉……っ？」

　アディリシアが、絶句する。

　つかのま、戦いを忘れたかのように。

　そして、

「ガラ──！」

　ダフネは、咄とつ嗟さに叫さけんでいた。

　ガラがそのことを知っているとは思わなかったのだ。

　だが、不思議でもなかった。ガラは自分より古くから〈ゲーティア〉に仕えていた身だ。先代首領オズワルドと自分の秘密に気づいていたとしても、おかしくはあるまい。

　ぎこちなく、アディリシア妹が振り返る。

　泣き笑いのように表情が揺れて、しかしそれも数秒のことだった。

「……ダフネ」

　と、少女は告げたのだ。

「あ、アディリシア……様」

　ダフネの声は、無様にうわずった。

　どう言っていいのか、分からない。いつか自分の正体を明かすとしても、こんなとき、こんなカタチになるなど、考えてもみなかった。

「…………」

　アディリシアも、そうだった。

　心のどこかで、そんな想像も少しだけしていたのだけど、こんな場所でこんなタイミングで証明されるなど、夢にも思わなかった。

　でも。

　それで、決意が固まったのも確かだった。

（私……は……）

　きゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　大切なものを守るように、守れるように、その拳にありったけの力を込こめて握り込む。揺らいでいた自分を、叱しつ咤たする。

「──ダフネ」

　半ば放心していたダフネの頭に、少女の声はすっと染しみいった。

「二分、稼かせいで」

「────っ」

　ダフネが、息を止める。

　少女と目を合わせたのはわずか数秒。それだけでも、互たがいの気持ちを通じ合わせるには十分だった。それだけの時間と心とを、ふたりは積み重ねていたのだから。

「はい！」

　強く、うなずく。

　同時、

「む……っ」

「それは──！」

〈礎イエソド〉やガラが追うよりも早く、アディリシアの身体が翻ひるがえった。

　庭園のある一カ所。水銀と白はく墨ぼくをこねあわせた筆記具によって、複雑精せい緻ちな紋もん様ようを施ほどこされた地点。

　魔法円であった。

〈アストラル〉が大魔術決闘グラン・フエーデの副賞に用意した、既存のほとんどの魔術系統に対応する魔法円。

「姫様？」

「……あなたが」

　と、魔法円に乗ってアディリシアは言った。

　その頭上に、フォルネウスが舞まった。主人の命に従ってか、フールフールとグラーシャ・ボラスも魔法円を守るように立ちはだかった。

「あなたたちが……私に選べというのなら……何を選ぶかなんて決まってます……！」

　呪力が、回転し出す。

　一定の理ことわりに則のつとって、猛もう烈れつな嵐あらしを巻き起こす。本来ならば丸一昼夜はかかる儀ぎ式しきを、たかだか数分まで圧縮する高等術式。万が一にそなえて、そのための準備をアディリシアはあらかじめ整えていたものだろう。

「……何、を、選ぶ？」

　茫ぼう然ぜんと、魔物ガラが言う。

　いいや。

　ガラには、分かっていた。

　彼にとっては、馴な染じみのありすぎる術式だった。

（まさ……か……）

　背筋を突つき刺さすような、恐きよう怖ふ。

　思えば、その術式をアディリシアが研究していないはずはなかった。むしろ、この大魔術決闘グラン・フエーデが提唱されるずっとずっと以前から、彼女が追い求めていて当然だったのだ。

　さきほど垣かい間ま見みせた、魔神と呪力を同調させる技法にしろ、基本は似たようなものではないか。

　つまり、それは。

　──それは。

「まさか……お前……」

　絡からまる舌で、ガラが問うた。

「……ええ、そうよ」

　呪力の嵐の中で、アディリシアは微び笑しようする。

〈礎イエソド〉とガラが妨ぼう害がいしようとするも、ダフネと魔神たちがそれを許さない。文字通り命を賭としても止めるという気き迫はくゆえに、かの錬れん金きん術じゆつ師しと魔物さえ迂う闊かつな行動は取れなかった。




「……I say thou art welcome unto me, because I have called thee through Him who hast created Heaven, and Earth, and Hell, and all that is in them Contained, and because also thou hast obeyed……」




　詠えい唱しようが流れ出す。

　いつもとは違ちがい、すでに従えた魔神を迎むかえる『精せい霊れいの受容』から。

　もはや、少女の魔術は明らかだった。

　それは、かつて父オズワルドが失敗し、命を落とした魔術。

　その失敗を誘ゆう発はつさせ、踏み台としてガラが成功させた、禁きん忌きの魔術。

「姫ひめ様が……俺と同じ……」

　愕がく然ぜんと、ガラが呻うめく。

「俺と、同じ……魔神との融ゆう合ごうを……!?」

　呪力の嵐に、少女が青銅の壷つぼを掲かかげた。

　一瞬、その内側の霊エーテル体が嵐に映り込む。人外の美を孕はらんだ憂ゆう愁しゆうの双そう眸ぼうと、漆しつ黒こくの薔薇ばらにも似た唇くちびるの色。肩かた口ぐちの右と左に雄お牛うしと雄羊の頭が生えていることも、腰こしの後ろからは蛇へびの尾おが生えていることも、まったくその美を損なっていない。

　女という姿の、概がい念ねんの理想型。

　いまだ、アディリシアが単独での喚かん起きには成功したことのない魔神。

　至上の四柱のひとつ──アスモダイ。

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　魔物が、吼ほえた。

　そこに込められた感情は、恐怖だったか嫉しつ妬とだったか。

　猛烈な感情に同調するごとく、魔ま炎えんが噴ふき上がった。

〈礎イエソド〉の手が、新たな呪物フエテイシユを摑つかむ。アディリシアの魔術を阻そ止しせんとした魔物と魔法使いに対して、ダフネと魔神たちもまた死力を振り絞しぼり、正面から激げき突とつする。




　そして。

　魔法円とつながった霊脈レイラインから、膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくが迸ほとばしった。




　　　　＊




　霊脈レイラインが、打ち震えている。

　その中心点は、もちろんクリスタル・タワーであった。

「く……あ……」

　いつきが、右目を押さえる。

　少年の妖精眼グラム・サイトは、その変化を誰だれより深く察していた。

　視みせられていた。

　あるいは、魅みせられていた。

　かつて視た光景の、その再現に。

　遠く遠く、遙はるか彼方かなたに置き忘れてきた記き憶おくが、少年に囁ささやきかけるようだった。

　あれは──。




　──『ああ、そうですねえ』

　──『社長、あなたは失敗しましたよ』




　声が、聞こえる。

　一体、誰の声だろう。

　思い出せない。確かに聞き覚えがあるのに、どうしても思い出せない声こわ音ね。




　──『ここの霊脈レイラインは、もう制せい御ぎよできないでしょう。〈螺旋なる蛇オピオン〉の悲願も、私たちの狙ねらいもすべてが潰ついえた』




　あれは、一番最初の……

（僕の……最初に……）

　自分の右目に……紅あかい種が宿ったときの……




　──『だから、まあ仕方ない』

　──『社長の失態は社員の失態ですからね。ここは、私が引き受けてあげますから、ちゃんとボーナスくださいよ？』




　それは、一体。

（誰の、声……）

「……これ……だ……」

（────っ）

　その声で、いつきは現実に返った。

　メルキオーレの声。

　いつも咳せき混じりのこの青年が、今だけは感かん極きわまった声音で、魔ま法ほう円の上においた手を震ふるわせていた。単に、目に映るものだけではなく、もっと深くの──あるいは地中まで続く何かを摑んだかのようでもあった。

　確かに、摑んでいたのだ。

　この瞬間、死霊術師ネクロマンサーは、事態の核かく心しんに文字通り触ふれていたといっていい。〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉と〈アストラル〉の誰よりも、彼こそは世界の中心に近づいていた。

　この戦いの発端ハジマリと終焉オワリに、誰よりも接近していた。

　そして。

　それゆえに。

「…………？」

　青年の眉まゆが寄った。

「これは……？　この……手て触ざわりは……？」

　困こん惑わくが、青年の顔を覆おおっていた。

　いくつもの死線や修しゆ羅ら場ばを超こえてきたはずの魔法使いは、この瞬間まるで乙おと女めのように、無防備な表情を露あらわとしていた。

「お前は……？　いや……あなた……は？」

　茫然と漏もらした呟つぶやきに、ジェイクもまた振ふり返る。

　そして、その瞬間だった。

「────っ！」

　いつきが、右目を押さえる。

　メルキオーレと、彼の触れる魔法円ではない。

　まったく別の呪力を察知して、少年は大きく叫さけんだのだ。




「みんな、伏ふせて！」




　クリスタル・タワーの展望台を圧する、その叫び。

　太陽のごとき呪力が、天空より降り落ちたのは次の刹那であった。




　　　　２




　空に、太陽がふたつ現れたかとも思えた。




　常人には視えぬ──視えぬのに、それでも頭上を振り仰あおいでしまうほどの、膨大な呪力。

　魔法使いたちには、こう視えた。

　火球。

　直径数十メートルはありそうな、業ごう火かの塊かたまり。

　洋の東西を問わず、多くの神話で太陽は主神にたとえられるが、まさしく神話の核にふさわしい──数時間前辰たつ巳みが使って見せた神鳴りさえも子供の悪戯いたずらにしか見えぬような──現代における、神話の再現。

　ただひたすら、すべてを屈くつ服ぷくさせずにおかぬ魔術の熱量。

　巨きよ大だいさに比例して、あるいは反して、ゆっくりと墜つい落らくするそれがクリスタル・タワーの頂点へと触れた。

　音もなく、それは溶とけた。

　ガラスも金属も関係なく、何もかもが溶けて、熔とけて、融とけ落ちる。

　鉄の柱がぐにゃりと曲がり、コンクリートは残らず液体と化した。そのまま、太陽は体積の三割までをクリスタル・タワーの内部へと埋うめて。

　爆発した。

　高温と爆ばく風ふうとそれ以外の魔術のエネルギーが、クリスタル・タワーに炸さく裂れつする。

　空気中の一分子とて例外ではないというように、圧あつ倒とう的に徹てつ底てい的に、その魔術はすべてを鏖おう殺さつした。

　並みの魔法使いなら、百人分にも匹ひつ敵てきする呪力。

　そう。

　けして比ひ喩ゆではなく、その魔術には百人からの魔法使いが関かかわっていたのだ。

　かつて、ユーダイクスが使った〈トートの槍やり〉にも匹敵する──いいや、上回るだろう術式。この大魔術決闘グラン・フエーデの間、たった二度だけ許された〈協会〉の儀ぎ式しき魔術。




　その一度が、ここで使われたのであった。




　　　　＊




　……空が、近かった。




　抜ぬけるように蒼あおい空の向こうに、揚々と飛行船が浮うかんでいるのが見える。その空を囲う額がく縁ぶちのように、細々と煙けむりが上がり、傾かたむきつつある太陽へと手を伸のばしている。

　そう。

　クリスタル・タワーの上部は、見るも無む惨ざんに破は壊かいされていたのだ。

　とりわけ展望台より上を塞ふさぐ構造物は完全に砕くだかれ、かろうじて残った展望台自体も、いまだあちこちに炎ほのおを揺ゆらめかせている。

　真しん紅くの、炎だ。

　そして。

　血のように赤いその色と、粉ふん塵じんのただ中に、新たな壮そう漢かんがひとり立ち上がっていた。

　研とぎ澄すまされた蒼い瞳ひとみ。獅し子しの鬣たてがみにも似た金きん髪ぱつ。その身中から発せられる、誰もが膝ひざを屈したくなるような威い厳げん。あまりに強きよう烈れつな存在感のゆえに、炎さえも彼を傷つけられないかのようだった。

　──〈協会〉副代表。

　ダリウス・レヴィ。

　今の雷らい撃げきの魔術の直後、転移魔術によって移動したのだろうと思われた。あるいは先の雷撃とセットの術式なのかもしれない。雷かみなりに乗って移動するというのも、神話や伝説ではよく聞く話であった。

　すなわち、〈協会〉の組織力をもってすれば、神代の魔術も再現可能ということか。

「見つけたぞ」

　と、壮漢は唇くちびるをほころばせた。

　その視線の向こう側で、よろよろと少年が起きあがったのだ。

「……ダリ……ウス……レヴィ……」

　いつきであった。

　その周囲で、からんからんと音をたてて、いくつかの小石が転がった。

　オルトヴィーンの放った、ルーンの小石であった。

　無差別にクリスタル・タワーを砕いた広こう範はん囲い魔術を喰くらい、最低限の被ひ害がいで耐たえられたのは、そのルーンと、右目に宿る妖精眼グラム・サイトのゆえであろう。

　いや、ふたりだけではない。

　少年の右後ろではクロエが自らの剣けんを影かげに突つき立てており、左後ろでは紫し藤とう辰巳が〈禊みそぎ〉の剣印をつくりあげたまま、不動の体勢を保っていた。

　魔術に食い破られる刹せつ那な、少年は最も被害の少ない地点を見破り、三人に指示を飛ばしたのだ。しかし、三重の防御魔術をもって、最も呪じゆ力りよくの薄うすい一点に集中してさえ、到とう底てい無傷とはいかなかった。

　いつきとオルトヴィーンは片手で傷口を押さえ、クロエと辰巳は息も絶え絶えに顔をうつむけている。

〈協会〉の儀式魔術は、それだけの破壊力をもって、世界を蹂じゆう躙りんしたのであった。

「……ずっと、つけいる隙すきを狙ってましたか」

　いつきが押さえた右みぎ肩かたから、どろりと血がこぼれた。

　激しい出血ではなかったが、少年の小こ柄がらな身体からだにはこたえる量だった。

「当然だろう。〈螺旋なる蛇オピオン〉に霊脈レイラインを奪うばわれれば、お前が取り返すだろうことは明白だ。後は、ここで戦いが起きるまで待っていればいい。──ああ、おおよそは思い通りに進んでくれた」

　ダリウスは、ただ平然と言い募つのる。

　壮漢にとって、ここまでの行こう為いは至し極ごく当然にチェスの駒こまを進めただけだと、そういうようでもあった。

「うまく、脱だつ落らく者も出てくれたしな」

　ゆるりと、ダリウスの視線が反対側を向く。

　そこから、乾かわいた笑い声がこぼれた。

「カ……ハハ……」

　ごぽ、とおかしな水の音が混じった声だった。

　気管に血が流れ込んだゆえだと、すぐに理解させられた。

「……ジェイ……ク……」

　茫ぼう然ぜんと、掠かすれた声が聞こえる。

　メルキオーレ。

　いつも血色の悪いこの青年が、この瞬しゆん間かんばかりは自らではなく他人のために、顔面を蒼そう白はくとさせていた。

　彼の前で、ジェイクが仁に王おう立ちとなっていたのだ。

　大きな両手を広げたまま、彼の洒落しやれた白いスーツはその色を変えていた。

　ブルーのサングラスは割れ、首にかけた三重の黄金のネックレスがちぎれている。外面だけではなく、身体の内側もやられている証しよう拠こに、白人の唇からは幾いく筋かの血がこぼれている。

「ジェイ……ク……お前……！」

「ハ、ハハ」

　飛び出しそうなメルキオーレを片手で制止して、ジェイクもダリウスへ向き直る。

「俺の魔ま術じゆつナラ……影かげ崎ざき以外ハ大だい丈じよう夫ぶと思っテいたンダケレド……なるホド、〈協会〉にハ儀式魔術モ許されテいたモノねえ。忘れてタわけじゃナイけど……これハいかにもマズっちゃったなア」

　いつも陽気な白人の声が、ひどく疲つかれを滲にじませていた。

　この場合、どちらを賞賛すべきだろう。

　百人からの魔法使いによって、古代ギリシャのアポロンを模した火球をつくりあげた〈協会〉の儀式魔術か。それとも、それほどの集団魔術の直撃を受けて、なおも即そく死しを阻はばんだジェイクの混こん沌とん魔術か。

　おそらく、ジェイクが印形シジルを刻んだという隠かくしピラミッドは、このとき異国の土地で崩くずれ去ったに違ちがいない。

　ダリウスは、軽く鼻を鳴らした。

「正直助かったぞ。ある意味で、フィン・クルーダやサタジットよりも、お前の方が厄やつ介かいだと思っていたからな」

「ハ……ハ……そリャ過大評価ダ。……ダッタら、俺の魔術系統モご存じデ？」

「直接ではないにせよ、二度も見せてもらった。半年の時間は正体を探さぐるには十分だったよ。まさか、〈螺旋なる蛇オピオン〉が混沌魔術の使い手などを従えているとはな」

　いかにも気分悪そうに、ダリウスが答える。

　彼にしてみれば、血統優良なサラブレッドのレースに、突とつ然ぜんチーターが混じったような感覚だったろう。あるいは、最高級の紅茶を嗜たしなんでいる最中に、いきなりコーラの味が混じったといえば近いかもしれない。

「なる……ホド」

　苦しそうに、ジェイクが言う。

「ダが……大魔術決闘グラン・フエーデの勝利条件ハ、あんたジャないンだロウ？」

「ほう」

　いっそ愉たのしそうな笑えみがダリウスの唇をよぎり、その次の瞬間、

「ヤれ！　メルキオーレ！」

　ジェイクの咆ほう吼こうとともに、メルキオーレの手が霞かすんだ。

　泣き笑いのような顔で、黄色い長衣からガラスの試験管を放った先は──いつきだったのだ。

「っ──！」




「我は呪のろいとなす……さそりの毒よ……我が敵を蝕むしばめ……！」




　それはおそらく、メルキオーレにとっても必殺の術であったろう。

　伊庭いつきでなければ、影崎またはダリウス・レヴィを殺すための、最強の術式。今は霊脈レイラインの豊ほう穣じような呪力も受けて、その術は満まん腔こうの自信をもって放たれた。

「いつき！」

「いつき様！」

　辰巳とクロエが吼ほえるが、間に合わない。

　先の〈協会〉の魔術を受けて、疲ひ弊へいしていたのは彼らも同様だった。意識ははっきりしていても、呪力を練る体力など欠片かけらも残っていなかった。

　床ゆかで試験管が砕けるや否いなや、どす黒い呪力が、伊庭いつきの身体にまとわりつく。

　メルキオーレの顔に、会心の笑みが浮かぶ。

　放った臓器は、すなわち卵巣。

　かつてメルキオーレが敵対した中でも、とりわけ強敵だった魔女から引きずり出した臓器である。いかに伊庭いつきが妖精眼グラム・サイトを持っていようと、呪いそのものは避さけられず、必ず呪殺せしめるはずだった。

「──、馬鹿（Dummkopf）っ！」

　とりわけ高く、オルトヴィーンの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

　しかし。

　そのいつきの姿が、突然砕け散ったのだ。

　鏡のように。

「何……!?」

　ばかりか続く一秒で、今度はメルキオーレ自身の膝が崩れた。

「メルキ──！」

　振ふり返ったジェイクが、血相を変える。

　メルキオーレのかぼそい喉のどに、自らの指が埋うまった。

　ただでさえ薄い皮ひ膚ふを鋭するどい爪つめが搔かきむしり、七しち転てん八ばつ倒とうとばかりに悶もん絶ぜつする。ありとあらゆる臓ぞう腑ふが腐くさり果て、神経を毒のヤスリでこすられたかのよう。その顔色はもはや紫むらさきに変じて、たちまち疱ほう瘡そうや炎えん症しようが身体中をくまなく覆おおった。

　まるで、自らの魔術を、自らで味わったごとく。

「メ──ルキ──!?」

　名前を呼びかけた途と中ちゆうで、ジェイクが猛もう然ぜんと振り返る。

　さきほど、伊庭いつきが砕くだけ散ったすぐそばだ。

　いまだぱちぱちと火の粉を散らせている、コンクリートの破片の陰かげであった。

　そこに、もうひとりの伊庭いつきが佇たたずんでいたのだ。

「今……の、僕は……？」

　何が起きているのか、まるで分からないといった表情だった。

　しかも、ひとりではなかった。

「か、か、鏡人形、って、い、いう、ん、だ。の、の、呪いを反射、す、するため、めの、か、触媒カタリスト。と、とてもよく、で、できてたでしょ？」

　いつきの背後には、新たに小太りの男が現れていたのだ。

「は、初めまして、じゃ、じゃじゃ、ない、よね？　会議で、で、顔だけは、は、合わせたもの、ね？」

　確かに、あの飛行船の会議場で見た顔であった。

　名は、ギョーム・ケルビーニ。

　この大魔術決闘グラン・フエーデに選せん抜ばつされた、魔法使いを罰ばつする魔法使い。

「……ああ、どうやら誤解でもしてたか。私が使った儀ぎ式しき魔術はひとつじゃない」

　その人物をちらと見てから、ダリウスが言う。

　ぐるりと、ジェイクが振り返った。

「ひとつじゃ……ないだと……？」

「ああ」

　ゆらりと、壮漢ダリウスの唇くちびるに笑みが浮うかぶ。

　鮫さめを思わせる、その残ざん酷こくで獰どう猛もうな笑み。

「〈協会〉に許可された儀式魔術を、まとめてふたつ、ここで使った」

　はっきりと、ダリウスは告げた。

「────っ！」

「ここを破った太陽の魔術が〈アポロンの戦車〉。そして、その破は壊かいにまぎれて、この場には私を含ふくめた三人の魔法使いを転移させた。儀式魔術の利点は、膨ぼう大だいな呪力を使えることだけではない。多人数で呪力を制せい御ぎよすることによる並列術式や、そうした並列によってほかの魔術を潜ひそませる隠いん蔽ぺい術式もそのひとつだ。地味ではあるが、どうやら伊庭いつきの妖精眼グラム・サイトをも騙だましおおせたらしい」

　満足そうに、ダリウスは喉を鳴らす。

　そして、もうひとり。

　新たな魔術を発動すべく、いくつも宝石を並べた指輪のひとつに手をかけたジェイクへ、華はなやかな声がかかった。

「やめたほうがいいわ。あなたの混沌魔術、ちょっと見せすぎだもの。からくりが分かってる以上、そんな呪的技術の低い魔術、全部私が禁じてあげる」

　霊れい符ふを指に挟はさみ、見目麗うるわしいチャイナドレスの女が現れたのだ。

　愛いとおしそうにギョームの肩かたを抱だいたその女の笑みも、ジェイクは覚えていた。

　劉芳蘭リウ・フアンラン。

　ギョームとは夫婦の仲だという魔女だった。もっとも、夫婦というプロフィールがあくまで魔術的な縁えんなのか、社会的な合意まで含めたものかまでは分からない。

　しかし、呪じゆ波は汚お染せんも起こさず、完かん璧ぺきに同調シンクロしてみせた魔術の、水みず際ぎわだった連れん携けいぶりだけははっきりと伝わった。

「お前……ラ……」

　そのふたりを見て、今のメルキオーレの苦しみ方を見れば、いかなる魔術が使われたか、ジェイクには悟さとることができた。

　ぎり、と奥歯を嚙かむ。

「鏡魔術ニ……禁呪だト……？」

　最悪の組み合わせであった。

　メルキオーレの死霊術ネクロマンシーは強大な分、効果を限定される。触媒カタリストとして死人の身体からだを必要とすることもそうだし、それらの触媒の種類によっても術の種類は甚はなはだしく限定される。

　だからこそ。

　魔術を反射させる鏡魔術は、最大の効果をもたらす。普ふ段だんのジェイクやメルキオーレなら、そうした反はん撃げきへの配はい慮りよも忘れなかったろうが、先の〈アポロンの戦車〉によって重傷を負わされた身に、それを求めるのはあまりに酷だろう。

　無論、これらの攻こう撃げきは、入念に打ち合わされたものに違いない。

　あるいは、この大魔術決闘グラン・フエーデが決まるよりも以前から、〈協会〉は彼への対策を練っていたのかもしれない。かつてロンドンの竜ペンドラゴンを従え、〈協会〉の会議を打ち壊こわしたメルキオーレへの憎にくしみが、それだけ強いものだったとも言えるだろう。

　今、一年以上の月日をもって、復ふく讐しゆうは果たされた。

「……ぅ……あ……」

　息絶えそうに舌を突つき出したまま、メルキオーレの身体が痙けい攣れんする。それでも何かを訴うつたえようと、紫の唇は必死に動いた。

「ジェ……イ……ク……！」

「メルキ──」

　ますます強く、白人が血ち塗まみれの歯を嚙み潰つぶす。

　彼もまた瀕ひん死しの身でありながら、それでも同どう胞ほうの命を思って、拳こぶしを握にぎり込む。外げ道どうなる〈螺旋なる蛇オピオン〉であっても、あるいは外道であればこそ、数少ない同胞は大切だったろう。

「どうする？」

　ダリウスが、一歩前へ出た。

「お前たち、なかなかこの場で面おも白しろいことをしていたと見える。その成果をすべて差し出せば、場合によっては命ぐらい残しておいてやろう。腕うでのいい魔ま法ほう使つかいはいつだって不足しているからな」

「…………」

　ジェイクが、沈ちん黙もくする。

　追い込むように、ダリウスはせせら笑う。

「メルキオーレとか言ったか？　その死霊術師、もうすぐ死ぬぞ。お前も長くは保もつまい。迷ってる時間があるのか？」

「ダリウスさん……！」

　見かねたいつきが、何かを言いかけたときだった。

「動くナアッ！」

　ジェイクの一いつ喝かつが、全員を静止させた。

　間かん髪はつ入れず、白人の指が新たな霊符を取り出す。

　霊符であった。




「WIRBDARFP」




　それは、数ヶ月前ロンドンで使われた転移魔術。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の道士、サタジットを呼び寄せるための『門』を開くための霊符。混こん沌とん魔術が雑多な魔術の寄せ集めであり、呪波汚染を起こしにくいことを利用した技法であった。

　しかし、




「禁──！」




　それより早く芳蘭フアンランの口訣が展望台に響きわたり、ジェイクの霊符へ集つどう呪力も切り捨てたのだ。

　びしりという音とともに、ジェイクの指輪の宝石へひびが入った。

　同時、その唇から、新たな血がこぼれた。

「くア……っ！」

「無む駄だよ。言ったでしょう？　混沌魔術の霊的加護と呪的技術じゃ、私の禁呪を止める方法がない」

　劉芳蘭リウ・フアンランが、ふわりと微笑ほほえむ。

　禁呪。

　その魔術特性は──〈万象の制圧（Control of Essence）〉。

　万物の本質を掌しよう握あくし、おもいのままとする魔術。とりわけ、魔法使いを罰する魔法使いたる劉芳蘭リウ・フアンランのそれは、魔術封ふうじに特化していた。呪的な洗練度の低い混沌魔術など、彼女にとって絶好の標的でしかなかったろう。

「さて、自分の立場が分かったか」

　改めて、ダリウスが床ゆかを踏ふむ。

　わざとゆっくりと間合いを詰つめる、その残酷さ。

　ジェイクの膝ひざが、がくりと落ちた。

　こちらも、とうに限界を超こえていた。また、転移魔術を禁じられた反動もある。さしもの〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部といえど、転移魔術は早々起動できるようなものではない。例外はフィンとサタジットぐらいのものだろう。

　それでも、立ち上がろうとジェイクが奥歯を嚙みしめて。

　汚よごれたジャケットの裾すそを、背後から干からびた手が摑つかんだ。

「ジェイ……ク……」

　メルキオーレの手だった。

　自らの呪のろいを反射された結果、皮ひ膚ふは紫むらさき色いろに変じ、いくつも疱瘡をつくりながら、それでも必死の思いでジェイクをつなぎとめる。

「大だい……丈じよう夫ぶ……。僕が……やる……から……」

「私の前で？」

　その言葉を挑ちよう発はつと感じたか、芳蘭の眉まゆが険しくつり上がり、メルキオーレはフードの下で弱々しく微び笑しようした。

「そう……だ……とも……。君の禁呪が……どれほどの……ものでも……これは……禁じられない……」

　かぼそく、しかし誇ほこり高く。

　青年は、告げる。

「だって……」

　瀕死の死霊術師は、自分の身体に手をあてていた。

　そこに渦うず巻まいた、いつにもまして強大な呪力が、瞬またたく間に青年自身の身体を侵おかしていく。

「僕の……身体を捧ささげるんだから……」

「────っ！」

　その恐おそるべき意味を悟って、いつきが息を止めた。

　前に出る。

　ギョームとダリウスの拘こう束そくを無視して、それでも前へ。

「やめろ！」

　いつきが、叫さけぶ。

「タブラ……ラサ……様を……頼たのむ……よ……ジェイク……」

「メルキ！」

　ジェイクもまた、叫んだ。

　メルキオーレは、止まらなかった。




「我は祝福となす……射い手ての足よ……」




　いつきの右目が、視た。

　死霊術師の体内で、彼の捧げた脚きやく部ぶの骨が微み塵じんと砕くだけたのを。

　誰だれも止められなかった。

　ダリウスもギョームも芳蘭も、傷ついたいつきや〈アストラル〉の面々も、同胞であるジェイクの言葉ですら、彼の命を賭とした魔術を止めるには至らなかった。

　文字通り血を吐はきながら、メルキオーレは叫んだのだ。




「我らを運べ……！」




　竜穴パワースポツトから、霊脈レイラインを使った転移。

　クリスタル・タワーの砕けた展望台から、ふたりの魔法使いの姿が搔かき消えたのであった。




　　　　＊




（儀ぎ……式しき……魔術……!?）

　アディリシアも、その異常を感じていた。

〈ゲーティア〉の屋や敷しきに描えがかれた魔法円は、布留部市の霊脈レイライン──その竜穴パワースポツトに接続している。それゆえ、〈螺旋なる蛇オピオン〉のメルキオーレによって霊脈レイラインが掌握されたことも、その地点を〈協会〉の儀式魔術が襲おそったことも、少女は正確に把は握あくできていた。

　把握しながらも、何もできずにいた。

　アディリシアは、〈嵐あらし〉の中にいたからだ。

　いいや、現実の嵐にも勝まさる、途と轍てつもない呪じゆ力りよくのただ中に。

（…………っ）

　呼吸さえ、できない。

　術式が、どこまで進んだかさえ分からない。

〈協会〉の儀式魔術は、布留部市中の霊脈レイラインを搔き乱し、アディリシアの魔術にさえも影えい響きようを与あたえていたのだ。

　今の自分が現実の肉体なのか、霊エーテル体なのかさえ、もはや定さだかではない。持ち合わせた五感は複雑に混ざり合い、魔術儀式に慣れ親しんだはずの少女の意識さえ、容よう赦しやなく刈かり取っていく。

　まるで、薄うす皮かわを一枚ずつ剝はぎ取られるかのよう。

　アディリシア・レン・メイザースを、アディリシア・レン・メイザースたらしめている存在を、呪力はこれ見よがしにひとつずつ奪うばっていく。それはたとえば視覚であり、聴ちよう覚かくであり、衣い装しようを纏まとう触しよつ覚かくであり、時間を思う感覚であり──




　──思い出、であった。




（駄……目……っ！）

　それだけは明け渡わたせないと、少女が胸むな元もとを庇かばう。

　しかし。

　駄目だという思考すら、千々にちぎれていく。

　いまにも、魂たましいが分解しそうだった。観測不能な最小レベルにまで粉ふん砕さいされ、二度と再構築できないレベルで、アディリシアが砕けていく。

　それも、当然か。

　魔ま神じん。

　それも至上の四柱たるアスモダイと融ゆう合ごうしようとした、必然の結果。

　魔神の圧力は、少女の想像を遙はるかに超えていた。この圧力に、ガラが耐たえたというのが信じられなかった。それが至上の四柱の呪力による違ちがいか、あるいは──考えたくはないが、自分とガラの呪的技術の違いによるものか、少女にも判然としなかった。

　ただ、ちぎれていく。

　ただ、崩くずれていく。

　挽ひきつぶされていく。

　アディリシアという存在は、もともと生物であったらしき何かへと、堕だしていく。

　…………

　…………

　…………

「…………、」

　ひとつだけ、残った。

　見下ろされているという、その実感。

　自分などより遙かに美しい女の瞳ひとみと、その右と左に生えた雄お牛うしと雄羊の顔。

　アスモダイの三つ首。どの顔も口ひとつ利きかず、何の感情もあらわさず、ただただすべての瞳をもって、少女を見つめている。

　こちらが、滅ほろびるのを待っているのだろうか。

　自分と融合しようとした愚おろか者が、塵ちりひとつ残さず消えていく姿を見て、嘲あざけっているのだろうか。

（私、は……）

　もう、その私という概がい念ねんさえ曖あい昧まいだった。
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　流れ水に浸ひたした砂糖菓が子しのように、アディリシアの意識は穴だらけになり、霊エーテル体さえ呪力に攪かく拌はんされて、希き薄はく化していく。アディリシアというカタチは失われ、たゆたう呪力だけの存在と化していく。

　その、途中で。

　アスモダイの内から、何かが聞こえた。

　もはや聞こえるという概念すら失ったアディリシアの内側へ、それは染しみいるように溶とけ込んだ。

（こ……れ……）

　少女が、小さく、現実の唇くちびるを動かす。

　遠い、記き憶おく。

　遠い、声。




　──『・・可愛かわい・イ・アディ・・・ワシ・デ・ハ』




　鼓こ膜まくを塞ふさぎたくなるほどおぞましく──なのに、どうしようもないほど、懐なつかしい声。

「……あ、あ……！」

　喉のどが、胸が、震ふるえるのを感じた。

　熱いものがこみあげて、がくがくと小刻みに、少女の芯しんが震え出す。

　忘れる、ものか。

　忘れられる、ものか。

　たとえ五感が砕けようが、アディリシアがアディリシアでなくなろうが、その声だけは少女の底から失われるはずがない。

　だって、それは。




　──『ナレ・・・ナカッ・タ』




　そうだ。

　それは、アディリシアが殺した相手の声だ。

　かつて、初めてアディリシアが伊庭いつきと出会った事件。ソロモンの魔神七十二柱のうち六十五とまで混じり合い、その失敗で、魔法そのもの──無む惨ざんな汚お泥でいの塊かたまりと化した父の声。

　少女自身がとどめをさした、愛する父の、最後の声。

　なのに。

　今、少女に伝わるのは。

（え……？）

　感じるのは、激げき烈れつな痛み。

　そして、その痛みを凌しのぐほどの哀かなしみに……最愛の娘を殺さずにすんだという、抑おさえがたい感謝と安あん堵ど。

　違う。

　それは、愛する父を殺した自分の──アディリシアの記憶ではない。

　それは──殺された者オズワルドの記憶。

（どうして……お父……様の……）

　切れ切れな意識で、少女が茫ぼう然ぜんと思う。

　その最中さなかにも、情報は少女の身体からだへと注ぎ込まれる。

　感覚や感情だけではない。もっと単純で精せい緻ちな数字や図式の情報までも、少女の脳のう裏りには叩たたき込まれていく。

「……な……に……？」

　その意味が、アディリシアを打ちのめす。

　そして、そんな衝しよう撃げきとは独立して。

　情報そのものが、新しい術式を構築する。少女自身の意識を離はなれて、独立したままに、魔術を紡つむぐ。少女の霊エーテル体と魔法円を利用して、ほとんど自動的に未知の術式をつくりだす。

　新しい、ソロモン王の魔術。

　アディリシアさえ知らない──そんなものがあるはずもない──ソロモン王の魔術。

　次々と開かれる、新しい魔術。

　まるでオーケストラのように、呪力がその流れに導かれ、至上の四柱たるアスモダイもその術式に組み込まれる。いいや、アスモダイはその術式の中に最初から組み込まれていた。

「……ま……さか……」

　知らず、声はこぼれた。

　少女の推測。奇き蹟せきじみた仮説。

　都合のいい願望だと、自分でさえ思う。理論と実じつ践せんを追い求める魔法使いとしてはあまりに稚ち拙せつすぎる、子供のおとぎ話みたいな、突とつ拍ぴよう子しもない考え。




　──『ナレ・・・ナカッ・タ』




　あのとき。

〈アストラル〉と〈ゲーティア〉が出会った、最初の物語で。

　オズワルドがなれなかったのは、ソロモン王の先ではないとしたら？

　ガラに阻はばまれて失敗した術式は、単に魔神と融合するだけではなく、もっと違う地平を目指したものだったとしたら？

　オズワルド・レン・メイザースが。

　アディリシアの父が、求めたものは──。

　支配していたアスモダイ至上の四柱へ、最後の最後に父の託たくした想おもいは──。

「あ……ああ……ああああああ……」

　衝撃が、少女を揺ゆさぶった。

　自分が見てきたもの。自分が重ねてきた時間。そのすべてと推測とが重ね合わさり、少女の中でひとつの結けつ晶しようとなろうとしていた。

　そして。




　もうひとつ。




　アスモダイだけではなく、もうひとつの記録も、少女は見ていた。

　霊脈レイラインに刻まれた、記録。




　──『はあ……はあっ……はぁっ……！』




　とある屋や敷しきの内側。

　無様に逃にげ惑まどう男の子。

　顔は泣きじゃくった跡あとだらけで、何度もこけたためだろうか服も埃ほこりだらけになっていた。到とう底てい格好良いとはいえないその横顔を、アディリシアは胸の詰つまるような想いで見つめた。

（……ああ）

　言葉が、出ない。

　走り抜ぬけようとする男の子の横顔には、確かに少女の知る面おも影かげがあったからだ。

　少女にとって忘れがたい──一番大切なところにしまってある少年の、面影。

　こんなにも臆おく病びようなのに。

　こんなにも怯おびえているのに。

　どうやっても、自分の心を裏切れない、幼い頃ころからそんなだった生き方。




　そして、霊脈レイラインによってつながっていることは、さらなる事実をも彼女へと伝える。

（穂……波……）

　こことは違う場所。

　そこで、彼らもこの記録を見ているということ。

　いいや、この記録によって、自分たちはつながっているということ。




（あなたは……あなたたちは……こんなときにまで……）

　その想いが、少女に自分のカタチを思い出させた。

（こんなときにまで……私に……勇気をくれるんですね……）

　涙なみだが、滲にじんだ。

　その涙を中心に、アディリシアは自分を再構築していく。

　この少年の隣となりに立っていたいと──そうありたい自分の姿を思って、やっと少女はアディリシアというカタチを取り戻もどすことができた。

　そうしなければ、少年の名前を叫さけべない。

　そうしなければ、大好きな少年に気づいてもらえない。

　だから。

（ねえ。私を許してください）

　思う。

　祈いのるように、思う。

（大事なことを、とてもとても大事なことを、あなたに言わず決めてしまった私を、許してください）

　想いを──言葉へと変える。




「イツキ……っ！」




　全身全ぜん霊れいで。

　少女は、少年の名前を呼んだ。




　　　　＊




〈ゲーティア〉の、屋敷。

　薔薇ばらと炎ほのおと魔ま術じゆつが咲さき乱れる庭園で、新たな異変が生じた。

　魔法円から噴ふき上がったのは、ほとんど物質的なまでの壮そう絶ぜつな呪じゆ力りよくであった。

「アディリシア様！」

　ダフネが切れ長の目を見開き、

「姫ひめ……様……」

　魔物ガラは、嗄しわがれた声で茫然と呻うめき、

「…………」

　そして自動人形オートマタ〈礎イエソド〉は、無言で振ふり返る。

　三者三様の魔法使いたち、そしてダフネを守っていたフールフールとグラーシャ・ボラスにさえも、その魔法円の内側で何が起きているのかは見通せなかった。

「はずが……ない」

　囁ささやきが、風に紛まぎれる。

　魔物ガラの声。

「成功……なんて……するはずがない……」

　そうだ。

　そんなもの、認められるはずがない。

　もとより、彼が成功したのだって、僥ぎよう倖こうに過ぎないのだ。

　オズワルドが残した術式を盗ぬすみ出して、〈ゲーティア〉の秘宝をいくつも濫らん用ようし、かろうじて成功に至ったのが、今の彼だった。

　それだってまともに安定させるのには〈螺旋なる蛇オピオン〉の助けを必要とし、この二年間はほとんどがそのための訓練に使われたといってよい。もしもそうでなければ、彼はもっと早くアディリシアに挑ちよう戦せんしていただろう。

　魔神との融ゆう合ごうとは、それほどの難事なのだ。

　それが、こんなぶっつけ本番なやり方で、うまくいくはずがない。

　当たり前の判断に、ガラはすがりつく。常識や当然といった言葉が、魔法使いにとっていかほどの意味があるかも考えず、ただ恐おそれを振り払はらおうと牙きばを嚙かみしめた。

　そして、耐たえられず──飛び出した。




「──っ、私は私の肉を引き裂き、私の骨をすべて数えられる。かくして汝は死することなし（I pierced my hands and my feet; I may tell all my bones;Deliver my soul from the sword; Amen）！」




　咄とつ嗟さに、ダフネが守護魔術を展開する。

　木星の６の護ご符ふ。

　あらゆる災わざわいから主を守るという、王ジユピターの魔術。

　呪力と呪力が拮きつ抗こうし、さしもの魔物の身体が痛みを感じたが、それさえも今の彼はかまわず無理矢や理りにタックルで弾はじき飛ばした。

「ガラ──！」

　傷ついたダフネの声を無視して、

「ごおおあああああああああああああああああああっ！」

　吼ほえる。

　叫びとともに、炎が走る。

　もはや、ガラの身体からだは魔神。

　すなわち、詠えい唱しようも触媒カタリストもなく、感情の発はつ露ろのまま現象を励れい起きさせられる器うつわ。単なる熱量では計測できない呪的な威い力りよくを秘ひめ、ガラと融合した魔神──大公爵ハウレスとも呼ばれる巨きよ大だいな『力』が、魔法円目がけて殺到した。

　おそらく、ガラにとっても渾こん身しんの一いち撃げきであったろう。

　なのに。

　その炎が、魔法円の手前で分解した。

　取り込まれる。魔法円の内側へと向かって、真しん紅くの炎がしゅるしゅるとか細い線になり、吸収されていく。

「な──っ！」

　吸い込まれた『力』以上の勢いで、魔法円の内側に呪力が膨ふくれ上がった。

　まるで、極ごく上じようの供く物もつをいただいたとばかりに。

　魔法円の直上で、それはゆっくりと身をもたげた。

　ばかりか、吸い込まれていく炎とともに、ガラ自身の身体までが魔法円の方へ引き寄せられていったのだ。

「な、なんだ！　離はなれねえ！　離れねえぞ！」

　叫びに、悲痛な色が混じった。

　ガラの放った炎は、もはや本人も制せい御ぎよ不能らしかった。

　ダフネも〈礎イエソド〉も茫ぼう然ぜんと見つめる中で、ガラの身体が魔法円に近づくにつれ──腕が溶け、足が溶けはじめた。

　魔法円からあふれ出した呪力が、あまりの濃のう度どであったために、霊エーテル体の魔神さえも融化せしめたのだろう。

〈礎イエソド〉が扱あつかう万物融化剤アルカヘストと現象そのものは同じ。

　だが、理解はできても、到底納なつ得とくのできぬ現象だった。ただ副作用として溢あふれ出た呪力だけで、仮にもソロモンの魔神が分解するなど、どうしてやすやすと受け入れられようか。

「離せ！　離せよ！　姫様！　俺だ！　ガラだ！　ガラなんだよ！」

　あれほどの呪力が、のきなみ吸い上げられる。

　身体に纏まとった炎が、みるみるうちに瘦やせこけていく。

　いいや、そんなものは最初からなかったとばかりに、搔かき消されていく。

　数メートルにのぼっていた巨きよ軀くもすでに本来の──ただの魔法使いであった頃の身体へと戻り、耳元まで引き裂さけた口が恐きよう怖ふばかりを訴うつたえた。

「嫌いやだ！　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！　こんなのは嫌だ！　こんな死に方だけは嫌だ！　助けてくれダフネ！　助けてくれよダフネ！　お願いだから助けてくれ！」

「ガラ……」

　ダフネが、小さく呟つぶやく。

　ただの人間に戻ったガラの身体は、しかし一度魔神と融合した以上、本当の意味で人間に戻ることなど不可能だというかのように──魔法円に近い部分からぐずぐずと溶け始め、ただただ哀あわれにこちらへと手を伸のばした。

「ダフネ！　クライヴ！　俺は──」

　俺は──

　その先を、どう続けるつもりだったのか。

　それは、永遠に分からぬこととなった。クライヴというもうひとりの名、彼自身が陥おとしいれた親友の名も虚こ空くうに溶けて、ガラの姿は魔法円のすぐそばで溶け去った。

「……ガラ！」

　ダフネの手が、その名を呼んで、中空に留まった。

　伸ばしかけていた手だった。

　仮にガラの手を摑つかめていたとして、その先をどうするかなどまるで分からなかったが、それでも女の意識の外で身体だけが動いていた。そんな事実が空々しく、どうしようもなく切なく胸をついた。

　そして、

「……残念だ」

　ぽつりと、声がこぼれた。

〈礎イエソド〉のこぼした声だった。

　ダフネの振り向いたその先で、自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師しはすでに庭園の端はしまで遠ざかっていた。

「人格はともかく、あれは希け有うな成功例だった。人間が生きたまま別の霊エーテル体と融合して、その性質を得るなどというのは、ソロモン王の魔術ですらまず見られないケースだったろうに」

「逃にげるつもりですか」

「いささか想定外の因子が多すぎる。それに、戻るようにとの通達も入った。想定外は私だけでもないらしい」

　あくまで淡たん々たんと、〈礎イエソド〉が言う。

　ざっ、とその手が振られた。

　地面に振りまかれたそれは、錬金術でつくられた反発材のようなものであったろう。

　次の瞬しゆん間かん、ほとんどつむじ風にさらわれるかのように、〈礎イエソド〉は屋や敷しきの塀へいまで飛び上がったのだ。

「すぐ、また会うぞ」

　ダフネとアディリシア、どちらに言ったのだろうか。

　気配もろとも、錬金術師の姿が消え失うせる。

　ダフネも、追おうとはしなかった。

　それよりも、よほど重要なことは、今この庭園で起きていた。

　ガラも、ガラと融合したハウレスも喰くらった魔法円は、さらに強大な呪力を放っている。嵐あらしさえかくやと思われるほどの、絶大な呪力の凝ぎよう集しゆう。

　その中心の、人ひと影かげ。

　はたして。

　中央に立つそれは──魔法使いアデイリシアか、魔神アスモダイか。

「──アディリシア様！」

　ダフネは、魔ま法ほう円の人影へと絶ぜつ叫きようした。




　　　　３




　──そこは、布留部市の商業区と工業区の間に挟はさまれた、小さなビルだった。




　布留部市にいくつか設けられた、〈螺旋なる蛇オピオン〉の拠きよ点てんのひとつである。この大魔術決闘グラン・フエーデにそなえ、〈螺旋なる蛇オピオン〉はジェイクの資産とコネクションを活用して、こうした隠家セーフ・ハウスを用意させていた。

〈協会〉にも〈アストラル〉にも気づかせなかったのは、ジェイクが得意とする裏工作のゆえだろう。

　そして、今。

「メルキオーレ……ジェイク……」

　司祭服を纏う少女の前で、ふたりの魔法使いは剝むき出しのコンクリートへ横たわっていた。

　ジェイクと、メルキオーレだ。
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　ジェイクは失血で意識を失い、メルキオーレは絶命していた。

　もとより蒼あお白じろかった死霊術師ネクロマンサーの顔色は、完全に生気を失い、無む惨ざんな土気色と化している。修めた魔術のたしなみか、ひびわれた唇くちびるに紫むらさきの口紅を塗ぬっているのが、死しに化げ粧しようのようでもあった。

　そんな状態で──あるいはそれほどの代だい償しようを払って、メルキオーレはここまで転移してきたのである。

　そのふたりの前で、

「ごめん……ごめんね……」

　タブラ・ラサは、泣きじゃくっていた。

　霊エーテル体ゆえ、白い司祭服は汚よごれひとつないが、その顔からは幾いく筋もの涙なみだが滴したたっていた。

　無論、霊エーテル体である以上、現実の涙ではない。

　しかし、それで涙の価値が失われるわけもない。

　少女が犠ぎ牲せいを悲しんでいるその感情が、意味をなくすはずもない。

　やがて、

「……ラサ様」

　と、声があった。

　サタジット。

　シルクハットを胸にあて、褐かつ色しよくの肌はだの道士は同どう輩はいの死に哀あい悼とうの意を示していた。

　実際、いつも無表情な横顔からも、無念の色は隠かくしきれなかった。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の中にあっても、サタジットは数少ない、瞬間転移を可能とする魔法使いだった。だからこそ、ジェイクとメルキオーレの脱だつ出しゆつは本来彼が引き受けるはずであったのに。

　それを見み越こした〈協会〉の禁きん呪じゆが、彼らの計画を封ふうじたのだ。

「新しい魔法使いたちは、サタジットくんか〈礎イエソド〉くんに見てもらうはずだったんだけど……向こうの方が早かったね」

　タブラ・ラサは、泣き笑いみたいな顔で言う。

　ダリウスの取った戦術は、彼らの予想の上を行った。

　許された儀ぎ式しき魔術をたてつづけに使い切り、不意打ちとしてギョーム・ケルビーニと劉芳蘭を使ったことである。結果として、転移を待っていたサタジットさえ阻はばまれ、メルキオーレとジェイクの犠牲を払はらうこととなった。

　沈ちん鬱うつな表情で唇を震ふるわせるタブラ・ラサへ、サタジットは続けて言う。

「さきほど〈礎イエソド〉と連れん絡らくが取れました。魔法円は奪うばえなかったものの、ひとまず〈ゲーティア〉の足止めには成功したそうです。その過程で、アディリシア嬢じように変化があったようですが、こちらは経過観察が必要とのことです」

「……うん」

「僭せん越えつながら」

　独特の口調で、サタジットは自らの主へ言葉をかける。

「メルキオーレは、目的通り、ここの霊脈レイラインを押さえてくれたことを申し上げます」

「…………」

　しばらく、少女は動かなかった。

　しかし。

　長い、長い沈ちん黙もくの後、

「うん……メルキはやってくれた」

　と、タブラ・ラサはうなずいたのだ。

　ぎゅっと唇を嚙かむ。薄うす桃もも色いろの唇が血の気を失い、代わりに少女の瞳ひとみに強い決意の光が宿った。

　確かに、〈協会〉は自分たちを阻んだ。

　だけど。

　自分たちの目的は、何ひとつ阻まれてない。命を落としてまでも、メルキオーレはこうしてつなげてくれている。

　だったら、どうして泣いていられるだろう。

　こんなところでうずくまって、彼の命を無む駄だにできるだろう。

「あたしは牽けん制せいとして霊脈レイラインをひとつ押さえてって頼たのんだだけなのに、それどころじゃない仕事をやってくれた。メルキはすごい。よく頑がん張ばった。だから……今度はあたしの番だよね」

　タブラ・ラサは、小さく呟く。

　純白の少女の顔に、もはや悔かい恨こんも後こう悔かいも残っていなかった。ただ、それらすべてを礎いしずえとした覚かく悟ごだけが宿っていた。

　絶命しながらも微び笑しようする、メルキオーレの死体の、手を取った。

「ありがとう、メルキオーレ」

　呟く。

　つないだ手に、呪力を込こめる。




「君とあたしで、始めるよ。たった今、この場所で」




　じゃらん、と少女の手に持った宝ほう錫しやくが鳴った。
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　その音を聞いたかのように、男が顔をあげた。

　ひとつ、あくびをする。

　つい今までソファに横たわっていたのだ。〈協会〉の飛行船は悠ゆう々ゆうと布留部市上空の回遊を続けており、窓からは変へん哲てつもない景色ばかりが広がっている。肌の感覚で、先ほど儀式魔術が行われたことは察していたが、それも男は気にせず微睡まどろんでいたのだった。

「ふああ……」

　と、あくびを片手で押さえる。

　それから、面めん倒どうくさそうに呟いた。

「……もうかよ。ちょっと早くない？　ひさしぶりにお仕事したから、せめて半日ぐらいは昼ひる寝ねしたかったんだけどなあ」

「ふむ、話に付き合わせて悪かったか？」

　こちらは、ソファのすぐそばの椅い子すに座ったままで、もうひとりの人影が口を開いたのだ。

　黒い宝錫を持った、漆しつ黒こくの肌の少年だった。

　ただし、その肌は半はん透とう明めいにぼやけている。

　霊エーテル体といわれる、呪力で結ばれた身体からだであった。

　対して、男は大げさに手を振ふった。

「いやいやいや、こっちはなんせ寝転がってたわけで！」

「かまわん。楽にしてくれていいと言ったのはこちらだ」

「あはは、そりゃ助かります。なんせ、いい年で若人わこうどと立ち回りやっちゃったもんで、結構腰こしがきつくて」

　軽く腰を叩たたいて、男は微苦笑する。

　普ふ通つう、楽にしていいというのは、横になったまま話していいということではなかろうが、そうした常識のあてはまらないふたりらしかった。

　黒い少年は、ひとつうなずく。

「外部の賢けん者じやに出会えたことに感謝しよう。魔術のみならず衆しゆ生じようの生活も興味深かった。吾われにとっては数十年ぶりのことだ」

「そりゃ光栄です。俺なんかでよければいくらでも」

　ひどく嬉うれしそうに、男がはにかんだ。

　その笑え顔がおが、妙みように魅み力りよく的ではあった。言動や仕草をとっても怪あやしさばかりが際きわだってる男なのに、不思議と憎にくめないのはそうした笑顔が理由かもしれない。

　それを見やってから、少年は立ち上がって部屋の扉とびらへと向かう。

「あ、俺のこと、放っていていいんですか？」

「別に、吾は君の見張りではない。もとより拘こう束そくと言ったのはダリウスだけで、吾は客人として迎むかえたつもりだ」

「そりゃありがたい限りですが。俺の言った目的って、結構〈協会〉の利益と相反しません？」

「…………」

　男の言葉に──おそらくは黒羽と同じ念動力であろうか──扉を開いた少年は、そっと振り返った。

「……確か、君は魔法使いだってまっとうに幸せになれると、そう証明するのを目的にしていたな」

　魔法使いが、まっとうに幸せになれるのか。

　それは、数時間前、伊庭司つかさ自身がいつきに問いかけたことだ。

　いつきはなれると答え、司はそんな少年の弱みを指し摘てきした。他人の事情を斟しん酌しやくしすぎるいつきでは、まっとうな幸せを押しつけることなどできはしないだろうと。

　だから。

　伊庭司の望みは、伊庭いつきができないことだ、と。

　黒い少年は、続けて言う。

「そのために紅あかい種をつかって、〈アストラル〉のための──〈協会〉とも〈螺旋なる蛇オピオン〉とも違ちがう価値観を持つ、もうひとつの第三団サード・オーダーをつくるか。なるほど、筋は悪くない。むしろ、そんなことのために第三団サード・オーダーをつくろうとするなど、世界で君以外は考えもすまい」

　第三団サード・オーダー。

　同じ読みで、第三陣じんとも書く。

　それは魔ま術じゆつ結社における、秘せられた位階だ。０＝０ニオフアイトの新参者から４＝７フイロソフイスまでを扱あつかう下位構成員の外陣アウター、ダフネと同じ５＝６アデプタス・マイナーから肉体を持つ人間の限界である７＝４アデプタス・イグゼンタプスまでを扱う上位構成員の内陣インナーに連なる、三つ目の大位階。

　もっとも、そのほとんどは箔はく付づけのためにつくられた仮想の階位である。ゆえに、秘密の首領シークレツト・チーフなどとも呼ばれ、揶や揄ゆの対象となることもままあるぐらいだった。

　しかし、〈協会〉には本物の第三団サード・オーダーが存在したのだ。

　だからこそ、世界の幾いく多たの組織の中で、唯ゆい一いつ絶対の地位を保ってこられた。

　同時に、同じ存在を擁ようする〈螺旋なる蛇オピオン〉なればこそ、〈協会〉をここまで脅おびやかすことができたのである。

　黒い少年は、扉の前で口を開く。

　すなわち、〈協会〉代表たる第三団サード・オーダー──ニグレドは言う。

「君らの言葉でいうなら、第三団サード・オーダーとは、魔法使いになった魔法のことだ。膨ぼう大だいな呪力そのものに人格という方向性を与あたえ、一個の魔法使いとして固定したものだ」

　至し極ごくあっさりと。

　ニグレドが、自らの正体を打ち明ける。

　当然すでに知っているのだろう伊庭司も、その言葉を無言で受け入れた。

　魔法使いになった魔法。

〈協会〉で禁きん忌きとされる、『魔法になった魔法使い』の、その逆であるのだと。

「いくら優すぐれた魔法使いであっても、人間は血統にとらわれる」

　ニグレドは、淡たん々たんと告げる。

「魔法使いが魔法になりきれないのはそのためだ。複数の魔術系統を習得できる人間などまずいないし、わずかな例外でさえ、関連性の高い魔術系統をいくつか学ぶだけで精せい一いつ杯ぱいだからな。だが吾らは違う。吾らは純じゆん粋すいな呪じゆ力りよくの塊かたまりゆえに、まったく論理の異なる魔術だろうが、どれほど特とく殊しゆな血統を必要とする魔術だろうが、問題なく修得できる。〈協会〉にしてみれば、吾らの存在はすでに失われた──今も失われつつある多くの魔術の、生ける保存庫タイムカプセルのようなものなのだろう」

　それは、猫ねこ屋や敷しきの扱うような模倣エミユレートとは根本的に異なる。

　本当の意味で、第三団サード・オーダーはあらゆる魔術を習得し、行使することができるのだ。実際そのようにして、ニグレドは〈協会〉の深しん奥おうで、ひっそりと魔法使いたちを見守っていたのだろう。

　魔法使いたちが未来に残したいと願う──自分が死んだ後も残ってほしいと望む、ありとあらゆる魔術をその身に蓄たくわえながら。

　まるで、魔法使いたちの祈いのり、そのもののように。

「だからこそ、君のやり方は間違えてない」

　と、ニグレドは司へ言う。

「……もうひとりの、第三団サード・オーダー。秘密の首領シークレツト・チーフをつくる惑わく星せい魔術。君の言う通り、それなら新しい価値観を魔法使いたちへ訴うつたえるに足るだろう。保守を任じている〈協会〉やダリウスから見れば、確かに脅きよう威いかもしれぬ。もとより、〈協会〉が他結社に人外の首領を禁じているのもそのためだしな」

　ニグレドもまた、伊庭司の言葉を認めた。

　可能である、と。

　ある意味では、〈螺旋なる蛇オピオン〉のぶちあげた〈創世〉よりも厄やつ介かいな言葉を、そのままに認めたのだ。

　司が、ことりと首を傾かしげる。

「だったら、どうして俺を放っておくんです？」

「吾は〈協会〉の代表を任じられてはいるが、その行き先は人間の魔法使いに委ゆだねているものでな。……それに」

　それに、と付け加えて、少年はこう言ったのである。




「……伊庭司。君の今の目的は、本当にそれだけかな？」




　言葉に遅おくれて、扉がぱたんと閉じた。

　ニグレドは、部屋から消えていた。

　少しして、

「……はあ」

　司が、どさっとソファにもたれかかった。

　シャツの胸むな元もとを指でひっかけて、深呼吸する。

「いやはや。ちっと呪力にあてられたかなあ。さすがに第三団サード・オーダー、魔法使いでさえない身には、話してるのも辛つらい。それに、長年人間見てきてるってだけはあるよなあ。自分は人間じゃないってのに、よく観察してるわ。まあそういう風につくられたってことなんだろうけれど」

　くりくりとこめかみをいじくりながら、あまり本気でもなさそうな愚ぐ痴ちをぽろぽろとこぼす。

　それから、ポケットの紅い水すい晶しようを取り出した。

　指先でつまんだまま、司は眼鏡めがねの奥の目を細める。

　よくよく見れば、その水晶は半ば植物の種と一体化し、小刻みに震ふるえているのだった。

　紅い種、と魔法使いたちが呼ぶ品であった。

　その震え方をしばらく観察し、

「ああ、やっぱり。間違いない。……面倒くさいこと」

　ため息をつく。

　そして、

「こりゃあ、嵐あらしが来るよなあ」

　実に面めん倒どうくさそうに片目をつむって、伊庭司は飛行船の窓から、布留部市を見下ろしたのであった。
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　伊庭司の部屋から退出した後、ニグレドは飛行船の後こう尾びに向かった。

　おおまかに飛行船の中央は会議室、後部にはいくつかの個室が連なっており、黒い少年が入ったのは最後部から二番目の部屋だった。

　部屋には、ひっそりと人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　人影という以外に、形容のしにくい相手であった。容よう貌ぼうにも身体にもまるで個性というものがなく、かろうじて判別が利きくのはくたびれたスーツぐらいのものだったからだ。

　そんな人間は、ひとりしかいない。

「伊庭司と話してきたぞ」

　と、ニグレドは言った。

「なかなか面おも白しろい相手だった。君がもともと所属していた組織の首領だけはあるな」

「そうですか」

　影崎の言葉は、変わらず平へい坦たんだった。

　たとえ相手が〈協会〉代表であろうとその態度は同じ。数時間前、伊庭司と会ったときの激情は、もはや片へん鱗りんも残ってない。あの一幕が夢だったかのようだ。

　黒い少年は、かすかに片方の眉まゆをあげた。

「ふむ。少し、質問してかまわないかね」

「答えられることでしたら」

「以前から思っていたのだが、君の呪力からは吾われと同じ臭においがするな」

「…………」

　ニグレドの言葉に、影崎は沈ちん黙もくする。

　しかし、気にしなかったように、ニグレドは続けた。

「吾でもあれでもない、ありえない第三団サード・オーダーの……あえていえば、残のこり香がのようなものだ。実際、回数制限や『力』の質を除いて、単純な量だけを比ひ較かくするなら、君は吾やあれをも凌りよう駕がする」

「…………」

　影崎は答えない。

　その無表情へ突つき刺さすように、さらにニグレドが訊きく。

「十二年前、この土地で何があった？　先代〈アストラル〉はいかなる理由で解散し、君はどうしてそんな風になった？」

「…………」

　答えは、ない。

　やはり、影崎は答えない。

　沈黙のまま、十数秒の時間が過ぎた。

「〈協会〉代表として問うても駄だ目めか」

「厳密に言えば、私は〈協会〉ではなくダリウス様と契けい約やくしてますので」

「ああ、そうだったな。魔法使いを罰ばつする魔法使いとしても、君はかなり特別なケースだった。もっとも、魔法使いを罰する魔法使いなど、全員が特例みたいなものだが」

　思い出したように、少年はうなずいた。

　それきり興味を失ったかのように、影崎から視線を移す。

　飛行船の窓から、街を見下ろした。

「人は面白い」

　と、呟つぶやいた。

「少し目を離はなしただけで、いくらでも変化する。たった百年を閲けみしただけで、世界はまるで別物だ。しかも、変化の方向すらひとつに定まらん。これほど科学に傾けい倒とうするのと同時に、今のこの街には魔ま術じゆつも氾はん濫らんしている。この吾さえ知らぬ魔術も混じっているぞ。まるで万まん華げ鏡きようのようだ。……ああ、あれが人間の子供みたいにはしゃぐのだって、分からなくはない」

　歌うように、囁ささやくように、少年は口にする。

　影崎の無感情とはまた違ちがう──異形の感情がそこにはこもっていた。

　人ならざるものの、人ならざる意思を秘ひめた声こわ音ね。

　人ならざるがゆえに、その意思の温度は誰だれもはかれず、しかし誰も止められぬほどに決然としていた。

「…………」

　言葉もなく、影崎は見守るばかり。

　そして。

　やがて、街を見下ろしていたニグレドは、再び口を開く。

「ああ……やはり、動いてるな。蠢うごめいているな」

　唇くちびるさえも黒く、動く。

　蠢く。

「分かる。分かるとも。お前と吾は相似だ。一枚のコインの表と裏よりも近しく、けして触ふれ合うことのない存在だよ」

　その言葉は、遙はるか彼方かなたの誰かと会話を交かわしているかのよう。

　ニグレド。

〈協会〉の、真なる代表。

　タブラ・ラサと同じ霊エーテル体のままで、少年はゆっくりと唇を動かす。




「だったら……吾が止める番だ」




　じゃらん、と少年の手に持った宝ほう錫しやくが鳴った。
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　そして、もうひとつ。




　布留部市の郊こう外がいで、とある屋や敷しきが崩くずれていた。

　いや。

　もはや、屋敷とはいえまい。

　瓦が礫れきと家具の破片ばかりが積み重なった、それは屋敷の残ざん骸がいだった。古びて砕くだけた建材がいくつも斜ななめに傾いでおり、夏の太陽が眩まぶしいせいで、その影がやたらと際きわだって見える。

　そこに、ゆっくり人影が立ち上がった。

「あたし……は……」

　人影が、頭を押さえる。

　おとぎ話の魔女がつけるような円錐の帽子力の円錐を乗せた、ショートカットの少女であった。

　穂波・高瀬・アンブラー。

　貸し出し魔法使いレンタルマギカとして、〈協会〉に派は遣けんされた少女。

　さきほどのフィンたちとの戦い──そして、霊脈レイラインに刻まれた記録を彼らが幻げん視しした直後、異変が起きたのだ。

　呪じゆ力りよくが、暴走したのである。

〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈アストラル〉を潰つぶすべく、〈協会〉が行使した儀ぎ式しき魔術が霊脈レイラインを伝わり、遠く〈幽ゆう霊れい屋敷〉にまで影えい響きようをもたらしたと誰が知ろう。

　おそらくは、儀式魔術の対象として〈螺旋なる蛇オピオン〉を選んだためだ。高度な魔術であるほど、魔術そのものが対象を選別する。霊脈レイラインを辿たどり、かの魔術はちょうど霊脈レイライン上にいたフィンたちをも殲せん滅めつせんと働きかけたのだろう。

　咄とつ嗟さにそれらの呪力に抗こうするべく、フィンとツェツィーリエが防ぼう御ぎよ魔術を固め、それらの相そう互ご作用によって、むしろ〈幽霊屋敷〉へと破は壊かいは広がった。

　結果は、これだ。

「猫屋敷……さんは……」

　穂波が、周囲に視線をやる。

　半径数十メートルは瓦礫ばかりで、ほかに人影は見あたらない。

　もっとも、自分が無事である以上、猫屋敷はもちろん、フィンやツェツィーリエに大事があるとは思えなかった。

　それに。

「……召しよう集しゆう、された……？」

　ぼんやりと、記き憶おくを辿る。

〈協会〉からの儀式魔術に、フィンとツェツィーリエが防御を取った直後のことだ。多重の呪力で混乱した場が崩ほう壊かいする直前、おそらくは何らかの連れん絡らくを受け取ったフィンとツェツィーリエが、そそくさと退たい却きやくするところを穂波は目もく撃げきしていた。

「猫屋敷さんはそれを追った……か」

　きゅ、と唇を引き締しめる。

　向こうもこちらが無事なことぐらいは分かっているだろう。なのに、あえて合流しなかったのはきっと……

「……うん」

　小さく、穂波はうなずく。

　自分が見たモノを、反はん芻すうする。

　この〈幽霊屋敷〉で起こった出来事を、魔法使いとして整理する。当時幼かった自分には分からなかったものを、今の自分の頭脳で把は握あくし直す。

　いくつもの術式と伝説が、少女の脳のう裏りを駆かけめぐる。

　答えを出すのに、時間はかからなかった。

「やっぱり、そうやったんや」

　ぽつりと、呟いた。

　拳こぶしを握にぎる。

「あたしが……ハジマリやったんや……」

　唇を、嚙かむ。

　肩かたを、震ふるわせる。

　しかし、穂波は嗚お咽えつしなかった。

　違う。

　こんなことで、自分が泣くのは卑ひ怯きようだ。絶対に許されないことだ。

　そう思うのだ。

　そう思ったのだ。

　だからこそ、拳を握りしめても──手の内側に突き刺さった爪つめが無む惨ざんに血を滲にじませても──絶対に折れたりできないと、誓ちかうのだ。

「それに……」

　それに、見たモノはもうひとつあった。

　霊脈レイラインの深しん奥おうを覗のぞき込んでいたとき、穂波はまったくべつのモノも見た。

　おそらくは霊脈レイラインを通じて、向こうもこちらを見ていたことだろう。

　アディリシア・レン・メイザース。

　少女にとって、ふたりといない親友強敵。

　彼女もまた、この都市のどこかで戦っている。自分の信じるもののために、自分の命を──いいや魂たましいさえも賭かけて、死力を尽つくして戦っている。

　だからこそ、もう悔くいることはしなかった。

　ただ、戦うつもりだった。




「待ってて、アディ、いっちゃん……！」
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「……逃にがしたか」

　ふたりの魔ま法ほう使つかいが消えた地点を、ダリウス・レヴィは不満そうに踏ふみにじった。

　びしゃり、と革かわ靴ぐつが紅あかく染まる。

　大量の出血で、水たまりのようになっていたのだ。ジェイクとメルキオーレのこぼした血であった。

「だが、あれだけの傷だ。少なくとも片方は助かるまい。そういう意味では目的は達したか」

　呟つぶやき、振ふり返る。

　そこに、スーツの少年が立ち上がっていた。

「ダリウス……！」

　いつきである。

　もはや傷口も押さえず、少年は真っ向から壮そう漢かんを睨にらみつけていた。いまだ炎ほのおのおさまらないクリスタル・タワーの展望台で、少年は固く拳を握りしめる。

　ダリウスは、ただゆっくりと唇くちびるを歪ゆがめた。

「何か、不服か？　私のやったことは、お前の命を守っただけだろう」

「噓うそをつくな」

　ぴしゃりと、いつきがはねつける。

「単に、〈螺旋なる蛇オピオン〉を排はい除じよするのに、僕の存在が都合良かっただけだ」

「まあ、その通りだ」

　くつくつと、ダリウスは肩を揺ゆらした。

「だが、もともとこの大魔術決闘グラン・フエーデとやらにのっかったのも、同じ理由に過ぎん。お前だって分かっているだろう」

　ダリウスの言葉は、もっともだ。

〈協会〉が〈アストラル〉の提案にのっかったのは、迂う闊かつに〈螺旋なる蛇オピオン〉との総力戦に入った場合、そのまま泥どろ沼ぬまのゲリラ戦へと移行しかねないからだ。

　規模や資本では〈螺旋なる蛇オピオン〉の遙はるか上を行く〈協会〉だが、散発的なゲリラ戦に入れば、勢力を大きく削そがれることは必然であった。〈協会〉自体互ご助じよ組織であって一枚岩にはほど遠く、魔法使いの論理からすれば〈螺旋なる蛇オピオン〉にも一分の理がある以上、長期戦は思いがけない事態を招きかねない。

「大魔術決闘グラン・フエーデ自体が、魔法使いの茶番」

　ダリウスは、ゆっくり少年へ歩み寄る。

　間合いは、およそ一メートル。

　壮漢と少年の身長差もあいまって、その距きよ離りはほとんどあってなしがごとくに見えた。

「そして、お前をここで殺せば、その大魔術決闘グラン・フエーデも、こちらの勝利だ」

「できますか」

　少年の隣となりへ、三人の影かげが寄った。

　巨きよ大だいな影は辰たつ巳み、白いケープを纏まとったのはクロエ、汚よごれた真しん紅くのコート姿はオルトヴィーン。

「やれないとでも？」

　ダリウスの近くへはふたり。

　怯おびえを隠かくそうともしないギョームと、そんな夫に寄り添そう劉芳蘭リウ・フアンラン。

　人数ではいつきが上回るが、魔法使いの戦いはそんな要素だけでは決まらぬ。まして、〈協会〉の大魔術を防いだばかりの疲弊した三人が、実力のどれほどを発揮できるものか。

　まして、ダリウスの背後にはもうひとり控ひかえている。

　切り札が。

　影かげ崎ざきという、最強の魔法使いが。

「…………」

　その脅きよう威いを感じて、オルトヴィーンたちが口ごもる。

　おそらく、ただ一度きりの切り札だ。〈協会〉とてたやすく使いはしない。しかし、それに抗こうする手段だけは〈アストラル〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉にもなかった。

　何より、先に二度連続で使った儀ぎ式しき魔術が、プレッシャーをかけていた。

　この壮漢は──必要さえあれば──躊躇ためらいも惜おしみもせず、組織の全力をぶつけてくる男だと。

「いいえ」

　きっぱりと、反対する声があがった。

　いつきである。

　少年はまっすぐにダリウスを睨み付けて、

「あなたは、ここで影崎さんを使ったりしない」

　と、指し摘てきする。

「あなたが言った通り、〈協会〉にとっての大魔術決闘グラン・フエーデは、効率的に〈螺旋なる蛇オピオン〉を追いつめるための茶番だ。だからこそ、〈螺旋なる蛇オピオン〉たちが逃げ失うせたこの場で、影崎さんという最強の札は切りようがない」

「…………」

　少し黙だまってから、ダリウスは口を開いた。

「……父親と同じような口を利きくな」

「父さんと、会った？」

　いつきの声こわ音ねが揺らぐ。

「会ったとも。伊い庭ば司つかさなら、今は我々の手元で確保している」

　にんまりと、ダリウスの唇の端はしが歪んだ。ようやっと少年の弱みにつけこんだと、そう言っているような嘲ちよう笑しようだった。

「お前も来るか？　従うなら、命の保証ぐらいはしてやれるぞ」

「っ……」

　今度は、いつきが沈ちん黙もくした。

　ずっと言葉の綱つな渡わたりをしていた少年にしてからが、父の名前を前に戸と惑まどってしまったのだ。

　じわ、じわ、と下がっていく。

　ダリウスの覇は気きに、圧されたかのように。

「どうした、後がないぞ？」

　弄もてあそぶように、壮漢が言う。

　言葉通り、少年の背後には空が広がっていたのだ。

　さきほどの儀式魔術によって展望台の壁かべが破は壊かいされ、地上百メートルの空がそこには眩まぶしく輝かがやいている。

「……いつき」

「いつき様」

　辰巳とクロエが、それぞれに不安の混じった声で呼びかける。

　しかし、こちらも迂闊な動きは取れなかった。

「……糞」

　同じく、オルトヴィーンも悪態をつく。

　芳蘭はもとより、その隣でおどおどしているギョームにさえ、つけこめるような隙すきは窺うかがえなかったのだ。

　彼らもまた、魔法使いを罰ばつする魔法使いだった。

　オルトヴィーン・グラウツも届かぬ修しゆ羅ら場ばを経験してきた、歴戦の魔法使いたち。たった今〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーを退けたその『力』が、容易に処せる相手のはずもない。

「…………っ」

　壊こわれた展望台の瀬せ戸と際ぎわで、いつきの足がガラスを踏んだ。破片はそのまま展望台を落下し、百メートル下の地表へと流れていった。

　右目を、押さえる。

「このまま、死んでみるか」

　ダリウスが、言う。

　抑よく揚ように一いつ切さいの変化はない。少年の命など、駆かけ引きの材料として以外の意味はないと、はっきり告げる口調。

「…………」

　対して、少年は──

「……宣言、します」

　と、顔をあげた。

「ほう」

「もう一度、あなたに会います。そのとき、父さんともきちんと向かい合います」

　その言葉が、終わるや否いなや。

　少年は、大きく後ろへ跳はねたのだ。




　クリスタル・タワーから、身を投げ出したのである。
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「な──っ！」

「いつき！」

「いつき様！」

　叫さけんだのは、辰巳とクロエ。

　しかし、彼らの動どう揺ようも刹せつ那なに過ぎなかった。

　ほんの一いつ瞬しゆん驚きよう愕がくに顔を歪ませただけで──ふたりもまた、少年の後を追ったのだ。ダリウスの隙をついて、守もり人と少女騎き士しの身体からだが、クリスタル・タワーの元展望台からダイブする。

　空中で、その落下速度が突とつ然ぜんゆるやかになった。

　彼らのすぐ真下に、霊エーテル体の少女が浮うかび上がっていたのである。

「いつきくん！」

「黒くろ羽はさん！」

　少年が、笑え顔がおで名を呼んだ。

〈アストラル〉幽ゆう霊れい課正社員・黒羽まなみであった。

　伊庭司との遭そう遇ぐう戦せんが終わり、衰すい弱じやくしたラピスを安全な場所へ送り届けた後、少女はいつきを追って、クリスタル・タワーのすぐそばまでやってきていたのだ。そして内部の異変を悟さとった彼女は即そく座ざに乱入するのではなく、息を潜ひそめて、なりゆきを見守っていた。

　妖精眼グラム・サイトで彼女の気配を視みたいつきもまた、彼女を信じて、自分の身を投げ出したのだ。

　このギリギリのタイミングで連れん携けいを取れたことも含ふくめて、いくつもの修羅場を越こえてきた〈アストラル〉ゆえのチームワークといえたろう。

　そして、その驚愕が覚めやらぬ内に、別の影が虚こ空くうへ踊おどった。

　ごく小さな、真紅のコートを纏った影。




「汝なんじは始まり！　汝は導く船！　汝は輝ける松明たいまつ！　爆はぜろ、ケイナズ！」




　別方向から身を投げたオルトヴィーンが、ルーンの小石を放つ。

　[image: ケイナズ]

　すなわち、炎ほのおのルーン。

　魔術による炎と爆ばく発はつは、直接敵を討うつのではなく、展望台からの視界を覆おおい尽つくす。十数秒ほどでその煙けむりが散った後には、いつきたちの姿はどこにも残っていなかった。

「あ、ああああ、に、にに、逃にげられちゃった……！」

「落ち着いてあなた。これだけ霊脈レイラインが荒あれた以上、すぐには瞬間移動なんてままならないわ。遠くには行ってないはず」

　展望台から見下ろして、あわあわとギョームが右往左往し、芳蘭が柔やわらかくたしなめる。

　案外、似合いのふたりなのかもしれない。

　そんなギョームと芳蘭に対し、ダリウスは軽く唇くちびるを歪ゆがめた。

「……かまわん。今は泳がせておけ。あいつも言ってた通り、もう少しぐらいはこの茶番が続いた方が好都合だ」

「は、はは、はい」

「了りよう解かいしましたわ」

　ふたりの魔ま法ほう使つかいがそれぞれに、主の言葉を承る。

「……ひとまず、初日の攻こう防ぼうはこんなところか？」

　ぽつりと、ダリウスが口にする。

　その双そう眸ぼうには鉄も射い貫ぬきそうな険しさが宿ったままだ。いつも威い厳げんと風格を絶やさぬ〈協会〉の副代表ではあるが、もはや蒼あおいスーツから発散されているのは殺気以外の何物でもない。

　誰だれを憎にくみ、誰を殺すのか。

　ここから先、その瞳ひとみは誰を狙ねらい澄すますのか。

　魔法使いの王よ。

「〈螺旋なる蛇オピオン〉も、どう切り返す？　お前たちの小細工はまだまだ続きがあるのだろう？」

　街の風景をじっと見つめ、ダリウスはそう呟つぶやいたのだった。
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　薄うす汚よごれた路地裏を、いつきは走っていた。

　クリスタル・タワーから一キロほど離はなれた、繁はん華か街がいの薄汚れた路地裏だ。

　今、そこを移動しているのは、いつきと黒羽のふたりだった。

　ふたり、だけだ。

　オルトヴィーンが炎のルーンを放った直後、ダリウスの追っ手を撒まくために、一いつ旦たんバラバラになったものだった。結果からいえば、ダリウスはいつきを泳がせる判断を取ったため無用の配はい慮りよではあったが、いつきからしてみれば当然の判断だったろう。

　走りながら、いつきは右目をずっと押さえている。

　一秒でも早く呪じゆ力りよくを捉とらえ、逃げ回るためである。

　いつきと黒羽だけでは〈螺旋なる蛇オピオン〉や〈協会〉の猛者もさと戦えない。かといって辰巳やクロエ、オルトヴィーンでは戦せん闘とう力は高いものの、気づかれる目算も高かったため、一いつ緒しよに逃げるのは適さなかった。

　実際オルトヴィーンなど、いつきと別れることに相当悩なやんだらしく、ほんの数秒とはいえ〈螺旋なる蛇オピオン〉と向かい合ったとき以上の、苦虫を嚙かみつぶしたような表情を浮かべていた。

（悪いこと……したな）

　その顔を思い出して、いつきは心中で謝罪する。

　そうしながら、ここまでの道のりも思い返していた。

　時々、市民の反応を窺うかがったりもしたが、とりたてて動揺らしい気配は見あたらなかったのである。

　ほかはともかく、あのクリスタル・タワーの破壊が気づかれなかったはずはないのだが、おそらくあらかじめ一種の結界を張っていたのだろう。魔術が絡からんだ異変が認にん識しきできない──もしくは認識できても気にならない──といったタイプの結界である。

　こうした結界は常に微び調ちよう整せいを必要とするため、長い時間は持続不可能だが、三日間程度であれば問題はない。〈協会〉だけではなく、騎士総長ジェラールの率いる〈銀の騎士団〉も同種の結界を街中に張っているはずだ。

（……ほん、とに）

　疲つかれで足をひきずるようにしながら、それでも心底、感謝する。

　でなければ、こんな詐さ欺ぎじみた大魔術決闘グラン・フエーデをいつきが決行するなど、到とう底てい不可能だったろうから。

「──いつきくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ふわふわと浮いた黒羽が、心配そうにこちらを覗のぞき込んできた。

「う、うん」

「でも、顔色良くないよ。ちょっと休んだ方が──」

「駄だ目めだよ。……〈協会〉のダリウスは僕を逃がすかもしれないけれど……〈螺旋なる蛇オピオン〉は僕を逃がす理由がない。紅あかい種が父さんに取られてるなんて知らないからね」

　微び苦く笑しようして、いつきはほんの少しだけ、路地の壁にもたれかかる。

　実際、父親が出てきたのは少年にとって最大の想定外だった。まして、その父親が〈協会〉に確保されているなど、どうして考えようか。

（父さんは……どうして……）

　分からない。

　伊庭司の行動原理は謎なぞのままだ。

　ただ、父の残した言葉から、その目的自体はいくつか考えつく。




　──『だったら……俺の望みは、君のできないことになるのかな？』




　自分がやろうとしてできなかったこと。

　魔法使いを幸せにすると言いながら、そのためだけには思い切れなかったことは確かに存在する。




　──『君は、人を追いつめることが──人に無む理り強じいすることができない』

　──『だから、せっかく決定打を持っているのに使えない』




　どれも真実だ。

　伊庭いつきが踏ふみ込めないこと。踏み込めなかったこと。

　あるいは、〈螺旋なる蛇オピオン〉が紅い種をもってやろうとしていること。そのいずれも、ある種の大規模魔術へとつながっていると、そういう予想はついている。

　つまり。

　惑わく星せい魔術という、ある種の禁きん忌きを。

（父さんなら……やる……？）

　分からない。

　密ひそかに少年も考えていた、力ずくの解決方法。

　たとえば、第三団サード・オーダー──タブラ・ラサやニグレドに匹ひつ敵てきする、新たな超ちよう越えつ存在をつくりあげて、その権威を以もつて魔法使い全体に訴うつたえること。

　確かに、効果はある。

　そうした存在の発言力を背景として、魔法使いの幸せを提唱するならば、誰もが真面目まじめに考えてくれるだろう。

　ならば。

　それが、正しいのか？

　伊庭いつきは、紅い種をもって第三団サード・オーダーをつくるべきだったのか？

（……分からない）

　困こん惑わくと疲ひ労ろうとが、少年の脳をぐらつかせている。

　何を支えとして、何を一番に考えて、この足を動かせばいいのか。必死につないできた緊張の糸はもはやちぎれる寸前で、少年を打ち倒たおそうとしていた。

　右目に、軽い痛みが走った。

「いつきくん！」

　黒羽が、声をあげたのだ。

　条件反射的にいつきも顔をあげて、そのまま少女が指さした方向を見つめた。

「あ……れ……」

　路地裏のさらに奥。

　ぼんやりとした影かげが、そこに佇たたずんでいたのだ。

　見覚えのある影だった。

　いつきにとってはけして忘れがたい、霊エーテル体の黒羽にとってはいつも存在を感じていた、布留部市の霊脈の化身。

　幼い頃の穂波とどこか面影を同じくする、あどけない少女の人影。

　黒羽が、呻うめく。

「〈竜りゆう〉の……アストラル……？」

　魔術結社としての〈アストラル〉から名付けられた、もうひとつの──アストラル。




〝……い……た……〟




　そんな〈声〉がした。

　実際の、音ではない。直接脳のう裏りへと伝わる念話だった。

　いつきにも黒羽にも等しく、その念波が伝わって、少女の──姿をしたモノの──想おもいを明らかにする。




〝吾われ……は……あたし……は……〟




　布留部市の、〈竜〉が語りかけている。

　いまだ自我を確立せざるがゆえに曖あい昧まいな、しかし内側に強大な呪力を孕はらんだ念。普ふ通つうの人間ならば、受け止めるだけで気絶しそうなほどの『力』が、いつきと黒羽の正面から叩たたきつけられている。

　だが、それとは別の感想を少年は抱いだいた。

（消え、そう……？）

　瞬まばたきする。

　明らかに、それの呪力は異常を来していた。

　こうしていつきの前に姿を現すこと自体、かつてフィンが布留部市に初めて現れたときと、ツェツィーリエに襲おそわれたときの二度のみだ。まして、自分を捜さがしてやってきたことなど、皆かい無むだった。

「どうして、アストラルが──!?」

　話しかけたいつきに、それは儚はかなく顔を歪ゆがめた。

　泣いているような。

　訴えかけるような。

　まるで、助けを、求めるような。




〝……私は……………………もう…………………………〟




　ばしっ、と破は裂れつするような音が響ひびいた。

　いや、それも現実の音だったかどうか。

　思わず、いつきと黒羽が耳を押さえるほどの衝しよう撃げきを与あたえた刹せつ那な、それの姿は消え去っていたのだ。

「アストラル！」

　いつきが叫さけび、中空の黒羽は慌あわてて視線を交こう互ごさせる。

「いつきくん！　今のは──」

「…………」

　答えは、しばし遅おくれた。

　その深刻な表情に、黒羽がごくりと喉のどを鳴らした──生前だったらそうなったろう仕草の直後、いつきは絞しぼり出すように口を開いたのだ。

「魔ま術じゆつ……だよ」

「え？」

　黒羽が瞬きする。

　いつきは、片手で半顔を押さえていた。

　右目の痛み以上に、猛もう烈れつな吐はき気けをこらえているような横顔をしていた。

「〈螺旋なる蛇オピオン〉が……紅い種を使わずに……惑星魔術を始めてる……」

「わ、惑星魔術って、いつきくんが言ってた霊脈レイライン使った魔術!?　でも、それって紅い種なくてもできるの？」

「できるはずなかったんだ。……今まで」

　今まで、と苦く少年は言う。

「だけど、ここの〈竜〉の──アストラルのことが気づかれたから──」

　いつきは、思い出していた。

　つい二時間ほど前、メルキオーレが告げた言葉。




　──『だから……僕は……ここの〈竜〉が欲しい……。僕だけじゃない……〈螺旋なる蛇オピオン〉の誰だれもがここの〈竜〉を欲しがる……』

　──『生命の実を生む……生命の樹となった〈竜〉がね……』




　その意味。

　その真実。

　いつきが、ひょっとしたらと思っていた──ある意味で目をそむけていた可能性。〈竜〉たるアストラルの出現と消失によって確定されてしまった現実。

「じゃあ、アストラルは……」

「……捜す」

　いつきが、言った。

「いつきくん？」

「すぐに捜す。僕が見つける。〈螺旋なる蛇オピオン〉があの子を使い潰つぶすよりも先に！」

　拳こぶしを握にぎり、決意を瞳ひとみに漲みなぎらせる。

　黒羽が止めるよりも早く、少年がもたれかかった壁から身をもぎ離はなしたときだった。

「おいおい、そりゃ無茶だろ。深呼吸でもした方がいいんじゃねえか？」

　ひどくあっけらかんとした、おどけた声がかかったのだ。

　いつきたちがいる路地裏の、入り口。

　猛烈な勢いで振ふり返ったいつきが見たのは、剃刀かみそりを思わせる印象の、瘦やせた青年だった。

　年は、二十の半ばほど。開いたシャツの胸むな元もとには銀のロケットをさげており、細長く白い指先で、竹たけ筒づつのような何かの呪物フエテイシユをいじっていた。

「ああ。こっちはご存じの通り、生来の呪じゆ力りよくが少ないもんでな。隠おん形ぎようだけなら猫ねこ屋や敷しきのヤツにも劣おとらないさ。得意の妖精眼グラム・サイトでも見つからなかったろう？」

　自じ嘲ちよう気味に笑ってみせる。

　しかし、呪力が少ないという事実に、この青年がどれだけ苦しんでいたか知る者ならば、到とう底てい愛あい想そ笑いを返す気分にはなれなかったろう。

「石動いするぎ、圭けい……」

「ご無ぶ沙さ汰ただったかな、若社長」

　猫屋敷の弟弟で子しにして、〈協会〉の直属構成員たる陰おん陽みよう師じが、そこにいた。

　青白い顔色に、うっすらとした笑えみを浮うかべたまま、青年はひらひらと手を振って見せたのだ。

「ああ、一応言っておく。今回は〈協会〉の件じゃない。つか、大魔術決闘グラン・フエーデの間に、〈協会〉の構成員としてあんたらに接せつ触しよくするのは御ご法はつ度とだしな」

「じゃあ……何だっていうんですか」

　緊きん張ちようを解かず、いつきが問いかける。

　解かずというより、自分でも緊張を解けないようでもあった。

　青年は、一いつ拍ぱくおいて、肩かたをすくめた。

「お前がさ、俺みたいな顔つきをしてんなよ」

「っ──！」

　息を、止める。

　単にたしなめられたのならば、反発したかもしれない。

　だが、青年自身の人生や後こう悔かいとないまぜになった言葉は、頭に血がのぼったいつきを止めるだけの何かを秘ひめていた。

　まるで魔法のように、いつきの身体からだからすっと力みが抜ぬけた。

「……すいません」

「いいから謝るなっての」

　圭は奇き妙みような顔つきになった。

　余計なことをした、とそんなことを言いたげな顔。

　それから、

「伝言がある」

　短く、いつきと黒羽に告げたのであった。




　　　　＊




　──同じ頃ころ。




　ふたつの人影が、布ふ留る部べ市しの郊こう外がいを走っていた。

　男と、女である。

　どちらも人間とは思えない速度で、街を駆かけ抜けている。

　それでいて市民たちに注目されないのは、彼らの纏まとっている呪力のためだろう。とりわけ枯かれ草くさ色の髪かみをした若者から放たれる呪力はひどく特とく殊しゆで、〈協会〉などでよく使われる人ひと払ばらいの結界とは一線を画していた。

　もしも魔法使いが視みたならば、とある国の妖よう精せいの伝説を思い出したかもしれない。

　妖精の姿は人に見えず。

　妖精の身体は人に触ふれえず。

　しかし、彼らは常に人のそばにいるという伝説を。

　あるいは、そうした妖精の悪戯いたずらによって行われる──取り替え児チエンジリングという伝説を。

「おい」

　荒あらっぽく女が呼びかける。

　無論、ツェツィーリエだった。

　高速で走りながら息ひとつ切らせず、女は目の前の男へ、殺意寸前の眼まな差ざしを向けた。

「何です？」

　若者が、振り返る。

　こちらは、ごく普通に歩いているように見えた。

　なのに、バケモノじみた疾しつ走そうの女と並んだままだ。魔術というよりもずっと自然で、そういう生態の生物であるようにも思えた。

　フィン・クルーダ。

　じろりと睨ねめつけ、ツェツィーリエは口を開く。

「さっきの、感じたかよ」

「メルキオーレのことですか」

「……ああ。やっぱり、この陰いん気きくさい感じはあいつか」

「〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーとなったときから、僕らは淡あわい淡い糸パスでつながってます。どうやら、同じ座セフイラーの死亡ぐらいは悟さとれるようですね」

　フィンが、軽くかぶりを振った。

　ふたりとも、あまり感傷はないように見えた。

　それでいて、ほんの少し疲つかれたような色が声こわ音ねには混じっていた。

　錯さつ覚かくか気のせいで片付けられてしまいそうな、ひどく些さ細さいな変化。同じ目的を持ち、魔術という深しん奥おうに挑いどみ、〈螺旋なる蛇オピオン〉という結社で過ごした時間は、ともに怪かい物ぶつという名にふさわしいこのふたりにさえ、予想外の影えい響きようを与えているのかもしれなかった。

　たとえ、その影響が常人には理解しがたいものだとしても。

「……ふん」

　不快そうに、ツェツィーリエは鼻を鳴らす。

「で、もうひとつ。霊脈レイラインについては？」

「そちらも何となくは。〈協会〉の儀ぎ式しき魔術で攪かく拌はんされていた霊脈レイラインが、さきほどから急に秩ちつ序じよ正しく動き始めましたから。感覚からすると、多分これはうちのお姫ひめ様でしょうね。……この段階で、これを始めるのは予想しなかったですが、どうやらメルキオーレはただでは死ななかったらしい」

　歩きながら、フィンが地面を見つめる。

　ほんのかすか、その瞳が紅あかく染まっていた。

　本来なら、妖精の輪フエアリー・リングによる瞬しゆん間かん移動もこなす若者である。それがこうして徒歩で移動しているのは、布留部市全体の霊脈レイラインが千々に乱れていたためだった。

　穂ほ波なみや猫屋敷と戦った、〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉からの出来事だ。

　結局あの戦いは霊脈レイラインの暴走によって中断し、〈螺旋なる蛇オピオン〉からの帰き還かん指令を受けたフィンとツェツィーリエも一いつ旦たん戦線を離れることとなった。魔術での緊急連れん絡らくだったゆえ、細かい事情がつかめないのは仕方ないことだったが、すでに事態は風雲急を告げているらしい。

「……もうひとつ、訊きくぞ」

「もう三つ目ですよ」

「うるせえ。お前、さっきの戦いで、穂波のヤツを庇かばわなかったか？」

「……まさか」

　フィンが、軽く片目をつむった。

　しかし、それで誤ご魔ま化かされるツェツィーリエでもない。

「後こう輩はいだからか？」

　畳たたみかけるように、訊く。

「それとも、あいつの幼なじみだからか？　あの穂波・高たか瀬せ・アンブラーを殺せば、あいつが悲しむとでも思ったか？」

　あいつというのが誰を指すかなど、言うまでもあるまい。

　しばらく沈ちん黙もくした後、フィンは、

「どうでしょうね」

　と、微び笑しようした。

　何もかも曖あい昧まいに溶とかしてしまうような、いつもの笑顔だった。

　だから、ツェツィーリエもそれ以上は問いつめなかった。

　代わりに、フィンが別のことを話題にした。

「でも、おかげで彼女の特性が分かったでしょう？」

「……ああ」

　こればかりは神妙な顔つきで、ツェツィーリエがうなずいた。

　それだけの意味がある言葉だったからだ。

「ハジマリか。確かにいろんなハジマリだろうさ。この平へい凡ぼんっぽい街で起きた、全然平凡じゃない物語のな。──つか、お前はいつから知ってたんだ？」

「それ、前にも訊かれましたよね」

「あのクロエとかいう女騎き士しと初めてやりあったときだ」

　当時のツェツィーリエは、いつきの瞳について尋たずねたのだ。

　彼の瞳に宿ったモノこそが、〈螺旋なる蛇オピオン〉の求める紅い種──生命の実なのではないかと。

　そもそも先代の〈アストラル〉と戦って死んだ世代を除けば、最初に伊い庭ばいつきと接触した〈螺旋なる蛇オピオン〉の人間は、このフィン・クルーダであった。同じ妖精眼グラム・サイトを持つ彼だからこそ、他人より深くその意味と正体を悟ることも可能だったろう。

　ならば、もうひとつの疑問も浮ふ上じようする。

　二年前、この都市の霊脈レイラインを呼び起こしたとき、フィン・クルーダはこの街の異常に気づかなかったのかと。

「確信したのは、ついさっきですよ」

「前もそう言った」

　不信たっぷりな目つきで見やるツェツィーリエに、フィンは微苦笑を返す。

「結構付き合い長いと思うんですが、あまり信用ないですよね」

「そういう関係を構築したのもお前だろうが」

「そう言われると面目ない」

　変わらぬ歩みを続けながら、フィンはかすかに目を細めた。

「正直に言えば、この土地については僕もちゃんと分かってなかったんですよ。事情が分かったのは、本当についさっきのことです」

「へえ？」

　ツェツィーリエの眉まゆが、片方だけあがる。

「お前の妖精眼グラム・サイトでもか？」

「お恥はずかしながら。もともと二年前の事件にしても、ここの〈竜りゆう〉に糸パスを通したのは、僕じゃなくてホナミの方でしたからね」

「……そこでまた、あの娘むすめの名前が出るわけか」

　女吸きゆう血けつ鬼きが、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「確か、アディリシアと同じで、あなたの弟で子し──オルトヴィーンくんの先輩でしたっけ」

「けった糞くそ悪いことにな」

　鋭するどい歯を、女が剝むき出しにする。

「だが、おかげでいろいろつながった。なるほどな。そういう都合がこの街には最初からあったわけだ。考えてみれば当たり前で、思い返してみれば因いん縁ねん深い話だよ。うちの姫さんへの、土産みやげ話ばなしぐらいにはなるだろうさ」

「…………」

「んだよ、景気の悪い顔して」

「いえ、あなたでもタブラ・ラサのことだけは気にかけるのですね」

「……うるせえ」

　ツェツィーリエが吐はき捨てると、フィンは微苦笑した。

「いやいや、当然のことだと思いますよ。ニグレドが表側の魔法使いたちの祈いのりなら、タブラ・ラサはその闇やみで虐しいたげられてきた魔法使いたちの願いです。まして、僕ら〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーにしてみれば、常に魔術的につながってるようなもんです。ああ、そういう意味でなら、少し大げさに表現すれば……とも言えるでしょう」

　最後の単語は、風に紛まぎれた。

　ツェツィーリエも問いただそうとはしなかった。

　ただ、

「気持ち悪ぃ」

　と、大いに顔を歪ゆがめた。

　だが、いつもよりほんの少しだけ……その殺気は和やわらいでいたかもしれない。

「それは失礼を」

　変わらぬペースで歩きながら、フィンが瞼まぶたを閉じた。

　そのまま、ふたりは街の通りへと消えていく。







　そして。

　ふたりの姿が消えて少し経たってから、通りの端はしの方で、ごくごく小さな異変が起きた。

「……にあ」

「うにゃあ」

　太った黒くろ猫ねことスマートなぶち猫が、鳴き声をあげたのである。

　玄げん武ぶと青せい龍りゆうだった。

　ついで、

「……隠かくれっぱなしはいささか疲れますねえ」

　ひょっこりと、ひとりの人物が現れた。

　現れた、としか形容できぬ。

　ぺろりと空間を剝はがしたかのような、唐とう突とつな出現だった。

　スーツに仕込んだ、いくつもの隠おん形ぎよう符ふによるものであった。これらの隠れ身にくわえて、四匹ひきの式猫の中でも呪じゆ力りよく解かい析せき能力に長たけた玄武と、操作能力に長けた青龍の組み合わせによって、先のふたりを追つい尾びしていたのだ。

　魔法使いを罰ばつする魔法使いとなって以来、こうした汚よごれ仕事ばかり押しつけられてきた結果として、今の猫屋敷はこうした術に長けるようになっていた。

　あるいは──もっと昔に戻もどったのかもしれなかった。

　たったひとりで、幾いく多たの魔法使いたちと戦っていた時代。

　ただ強くなりたいというだけの動機で、他人を傷つけていたあの頃ころに。

〈アストラル〉に入社するより以前の、猫屋敷蓮れんに。

「──やれやれ」

　と、銀ぎん髪ぱつの青年はため息をつく。

「猫というよりもまるで鼠ねずみです。いやまあ世界で一番愛らしい猫をそんなものに例えてしまう自体、世界への冒ぼう瀆とくといって間ま違ちがいないですし、そんな想像をしてしまった私も滝たきか何かに打たれてきた方がよいぐらいですが！」

　こればかりは以前と変わらぬ猫賛美をふざけ半分に口にして、

「さてさて」

　と、フィンとツェツィーリエの消えた方角を見やる。




「うまいこと、〈螺旋なる蛇オピオン〉の隠れ家まで追わせてくれますかね？」




　そう言って、まるで無む邪じや気きな子供のように笑ったのであった。




　　　　２




　──時は、流れる。




　あるいは早く、あるいは遅おそく。

　あるいは濃こく、あるいは淡あわく。

　時間の流れはけして一定ではなく、観測者の主観によって伸のび縮みするともいわれるが、魔術においてそれは古くから親しまれた真理であった。主観を客観にすりかえ、概がい念ねんを実体にすりかえるのが、魔術の神髄に違いない。

　今の、この街ではどうだったろう。

　各所で繰くり広げられていた魔術戦は、夜になって一いつ旦たん落ち着いたように見える。砕くだけた施し設せつなどの後始末には、〈銀の騎士団〉の魔法使いや、〈協会〉の息がかかった官かん僚りようが回り、隔かく離りや修しゆう繕ぜんを行っていた。この日のため、アシスタントや偽装情報カバーストーリーは十分に用意されていたものだ。

　しかし。

　今はまた、別のモノが頭をもたげようとしていた。

　魔ま法ほう使つかいならずとも、ある種の霊れい感かんが強いものであれば、視みえたかもしれない。不可視のはずの呪力なのに、それほどに濃のう密みつで、圧あつ倒とう的な規模の変化であった。

　うっすらと、街が輝いていたのである。

　まるで、星空をひっくり返したかのような景色。

　天の川ミルキーウエイをとらえ、大地に広げたかのごとく、美しい光の波がそれぞれの濃のう淡たんを持ったままでたゆたっている。

　ああ。

　街に、光が溢あふれかえる。

　街が、光に埋うめ尽つくされていく。

　とても静かで、とても厳おごそかで、とても儚はかなそうな、光の波。

　嬉うれしくなるような。

　とても、恐おそろしくなってしまうような。

　とても、とても、切なくなってしまうような。

　あるいは、もっと上空から俯ふ瞰かんしたならば、別の印象を持ったかもしれない。

　精密に複雑に組み合わされて、ビルとビルの間を音もなくすり抜ぬけていく、夜空のごとき光の海。




　それはまるで──途と轍てつもなくゆっくりと動き始めた、極大の回路のようだった。




　　　　＊




　光の波を見ているものは、街の者だけではなかった。

　その、遙はるか上空。

　ゆったりと浮遊する飛行船から、複数の瞳ひとみが街を見下ろしていたのだ。

「……どう見る？」

　ダリウスの落ち着いた声が尋たずね、すぐ隣となりの人ひと影かげはははあとのんびり首を伸ばした。

　窓から様子を眺ながめ、顎あごをさすりながら口を開く。

「惑わく星せい魔術ですね。この街に集まってる霊脈レイライン三つに、片端から暴走寸前の呪力が叩たたき込まれてます」

　その返答に、ダリウスが顔をしかめた。

「紅あかい種なしに行えるのか」

「本来、不可能なはずですけどね。いくら第三団サード・オーダーをもってしても、膨ぼう大だいな呪力の後押し抜きには惑星規模の魔術なんて夢のまた夢でしょ。結局、紅い種ってのは霊脈レイライン数個分のブースターなわけですから。──ただ、あなたも忘れてるんじゃないですか」

「何をだ」

　ダリウスの問いに、人影──伊庭司は軽く肩かたをすくめて見せた。

「ここの〈竜りゆう〉は、過去二度も紅い種をつくりあげたんですよ」

　と、二本の指を立てたのだ。

「そのひとつは過去の〈ゲーティア〉首領──つまりオズワルド・レン・メイザースに使われた結果伊庭いつきに破は壊かいされ、もうひとつは伊庭いつきの目の内側で育った後、今俺の手にあります」

　ぱっぱと、司が何もない手を開いたり閉じたりしてみせる。

　奇術師みたいな動作のあげくに、その指の間に何度も紅い種が出現しては消失した。実際、彼に魔術など使えるはずもないのだから、これは純じゆん粋すいな手品だろう。

「……どういうことだ？」

「要するに、時間さえあれば、この霊脈レイラインは再び紅い種を生むんですよ。かつての〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーは、そういう仕し掛かけを布留部市の霊脈レイラインに施ほどこしていた。もっとも、〈螺旋なる蛇オピオン〉の内側でも秘密主義が蔓まん延えんしていたのか、そのこと自体が偶ぐう然ぜんのなせる業わざだったのか、今の〈螺旋なる蛇オピオン〉は知らなかったようですけどね」

「…………」

　ダリウスは黙だまったまま、伊庭司を見やった。

〈螺旋なる蛇オピオン〉と先代〈アストラル〉の、知られざる戦い。

　伊庭いつきも詳くわしくは知らなかったその物語を、伊庭司は当然に把は握あくしていた。

「それで、当時の〈アストラル〉は布留部市に拠きよ点てんを移したのか？」

「いやまあ放ってもおけないでしょう。正直、魅み力りよく的でもありましたしね」

　のほほんと語る伊庭司に、ダリウスは重々しく尋ねる。

「魔法使いでもないのにか？」

「魔法使いじゃないからですよ」

　司が答え、再びダリウスが訊きいた。

「そもそも、どうして魔法使いでもないお前が、この世界に首をつっこんだんだ？」

「ああ。そっちは実にくだらない、個人的な理由ですよ。それに、そんなこと訊いても腹が膨ふくれるわけじゃないでしょう。霊脈レイラインについての質問は、もう終わっていいんですか？」

「…………」

　今度の沈ちん黙もくは、少し長く続いた。

「……いいだろう。続きを聞こう」

「イエス、サー」

　お茶目に敬礼して、司が言葉を継つぐ。




「つまり、この霊脈レイラインから、無理矢や理り第三の紅い種を収しゆう穫かくすればいいんですよ」




「無理矢理？」

「ええまあ、無理矢理な話ですよ」

　うなずいて、司はこう続けた。

「時期も何も熟してないのに、紅い種を生むほどのエネルギーを搾しぼり取るわけですからね。まして、こちらのふたつめの紅い種は、伊庭いつきの内側で十年以上かけて成長してきた代しろ物ものです。その代理をさせるとなれば、間違いなくここの霊脈レイラインは枯こ渇かつするでしょう。およそ科学的には解かい析せき不能な理由で、植物はろくに根を張らず、無数の人が倒たおれていく土地になるでしょうね」

「それでも、そこまですれば可能だと？」

「あくまで理論上の話ですよ」

　と、司は念押しする。

「もっとも、いくら〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーでも、誰だれでもできるって術じゃない。仮に可能だとして、それこそ命がけの魔術になるはずです。ダリウスさん、心当たりありません？」

「────っ」

　ダリウスの身体からだが強こわ張ばった。

　あたかも、壮そう漢かんの心臓が突とつ如じよ止まったかのようだった。

　心当たりが、あったからだ。

　半日前の、クリスタル・タワーでの戦い。ダリウスが儀ぎ式しき魔術を伴ともなって現れたあのとき、絶命したメルキオーレは一いつ矢しを報むくいていたのだ。

　いや、一矢どころか、それは大魔術決闘グラン・フエーデをすらたったひとりで覆くつがえしてしまうほどの、会心の魔術であった。

「なるほど、一ひと筋すじ縄なわではいかんな」

　重く、口にした。

　この魔法使いの王にしてからが、〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いはままならぬようだった。

　ひとつ息をつき、壮漢はこめかみを揉もんだ。

　その隣で、ひょこんと身を乗り出して、窓まど枠わくギリギリから司が街を観察する。

「しかしまあ、滅めつ多たにないほどの大規模魔術とはいえ、驚おどろくほどゆっくりした進行ですね。何か妨ぼう害がいでも？」

「あの方が止めている」

「そりゃすごい」

　ダリウスの答えに、司が目を丸くした。

「起動はともかく、今惑星魔術を展開してるのは向こうの第三団サード・オーダー──タブラ・ラサに違いない。第三団サード・オーダー同士の魔術合戦なんてなかなか見られるものじゃないですよ。いや大規模すぎて、細かい魔術の照査ができないのがもったいないぐらいだ」

　絶景絶景と、はしゃぎだしそうなぐらいのテンションだった。

　そんな司を横目に見ながら、

「惑星魔術で、ヤツらが何をなそうとしてるかは分かるのか」

　と、ダリウスが問うた。

「できますが、半分以上勘かんになりますよ」

「かまわん」

　即そく答とうしたダリウスに、司は肩をすくめた。

　それから、ごく短く、自分の推理した内容を伝えた。

　もう一度、ダリウスはため息をついた。

「……なるほどな。確かに、それならあいつらの言う〈創世〉に足りるだろう」

「魔法使いとしては、ある意味念願の状態かもしれませんね」

　受けて、司が納なつ得とく顔で顎をさする。

　いかにも怪あやしげな仕草は、東南アジアかどこかの土産みやげ屋を彷ほう彿ふつとさせる。安いよ安いよと偽にせブランドの大売り出しでも始めそうだ。

　そんな相手に、ダリウスがじろりと視線をやった。

「ひとつ、お前に任せてみようか」

「ははあ」

　やや意外そうに司が片目をつむる。

「大魔術決闘グラン・フエーデに、他人が介かい入にゆうするのは反則じゃありません？」

「籍せきが残っている以上、自分はこの魔術決闘フエーデにおいて、〈アストラル〉の一員として扱あつかわれると言ったのは、お前だろう。だったら、お前が〈螺旋なる蛇オピオン〉と敵対したところで、〈アストラル〉側の自衛行動として判断されるはずだ」

「苦しい言い訳じゃないですか？」

「この大魔術決闘グラン・フエーデとやらのどこに、そうじゃない場所があった？」

　ダリウスの言葉に、司は少し考えるふりをして、困ったように鼻の頭を搔かいた。

　それもまたひとつの真実であると、認めざるを得なかったからだ。

　少ししてから、

「ただ働きは嫌いやだなあ」

　へらりと笑って、首の裏を叩いた。

「何が望みだ？」

「俺の目的は言ったと思いますが」

　司の言葉に、ダリウスが目を細める。

　やがて、ぽつりと言った。




「〈協会〉と同じ第三団サード・オーダーを持つ、第三評価機関としての〈アストラル〉、か」




　この壮漢としては妙みようにしみじみとした、物言いだった。

「それが……お前のいう、魔ま法ほう使つかいの幸せか？」

「そのつもりですが」

　飄ひよう々ひようと、司がうなずく。

　すると、ダリウスは飛行船のゴンドラから布留部市を一いち瞥べつし、ゆっくりと口を開いたのだ。

「私も、少し昔話をしよう」

「おや」

　珍めずらしそうな顔で司が首を傾かしげると、ダリウスは至し極ごく落ち着いた口調で、こう言ったのだ。

「昔、私もこの布留部市に来たことがあるんだよ」

「…………」

　今度は司が黙り込む番だった。

　自らの投げかけた言葉の威い力りよくを見るためか、十分な間をおいてから、ダリウスは続く台詞せりふを口にする。

「もう十年以上も前のことになるか。私の母にあたるヘイゼル・アンブラーを捜さがしてのことでね。残念ながら、すでにヘイゼル・アンブラーは〈アストラル〉から姿を消していて、君も日本にはいなかった」

「…………」

　司の沈黙は、ダリウスのそれとは少し性質が違ちがった。

　ダリウスの奥底を──視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かくのすべてをもって探るかのような、そんな沈黙だった。

「残念ではあった。私としては早々にアンブラーの血を確保したい理由もあったからな」

「はあ」

　あいかわらず茫ぼう洋ようとした物言い。

　しかし、その物言いの裏を摑つかみ取るように──裏までも抉えぐり込むように、ダリウスは言葉をつなげる。

「代わりに、面おも白しろいものを見つけた」

　司の方を窺うかがい、ダリウスが言う。

　男は、眉まゆひとつ動かさなかった。

　しかし、だからこそ異常だったとも言える。いつもふざけた態度を崩くずさなかった伊庭司が何ら反応を返さなかったというその事実自体が、話題の重大さを指し示していた。

　蒼あおいスーツの肩かたを揺ゆり動かし、ダリウスが微び苦く笑しようする。

「これは私も半分勘になるが……言ってみてもいいか？」

　司は沈黙したままだった。

　それでも、ダリウスは躊躇ためらわず、続きを舌に載のせた。




「お前はすでに一度、第三団サード・オーダーをつくろうとして失敗したんじゃないのか？」




「…………」

「黙もく秘ひするならそれはそれでかまわんが」

　ダリウスが、軽く鼻を鳴らす。

　それから、部屋の入り口へ声をかけた。

「影崎」

「はい」

　いつのまにか、その男が司の背後に佇たたずんでいたのだ。

「おや」

　司も、振ふり返る。

　対する影崎は、視線を合わそうともしなかった。

　かつては〈アストラル〉の社長と社員として、最も古くからの信しん頼らい関係にあったはずのふたりは、それ以上何の言葉もかわすことはなかった。

　代わりに、影崎が口を開いた。

「どのような御ご用ようで」

　その言葉に、ダリウスがじろりと眼球だけを向ける。

「さきほど猫屋敷から連れん絡らくが入った。〈螺旋なる蛇オピオン〉の潜せん伏ぷく先をおおよそ絞しぼれたそうだ」

「そうですか」

「どうやら、お前を使い潰つぶす日が来たらしい」

「お好きにどうぞ」

　非道とすら思える言葉にも、影崎は何ら反発することはなく、ただ無表情に首しゆ肯こうするだけであった。

　しかし、今回のダリウスは続けて、さらなる指令を告げたのだ。

「この男についていけ」

「────っ」

　一いつ瞬しゆん、司が息を止めた。

「俺、ですか？」

「この男に、ですか？」

　珍しく、影崎までもその言葉に眉を寄せた。

　そして、ダリウスはただ肉にく食しよく獣じゆうのごとき笑みとともにうなずいた。

「お前を最も有意義に使い潰す手段が、この男なら分かるはずだ。──だからお前は、伊庭司に使い潰されるがいい」

　それから、伊庭司へと向き直る。

「不服はあるまいな」

「言わせてくれるあなたですか？」

　さんざんにため息をついた司だが、ひらひらと手を振って、一応の同意を示した。

「言うだけならかまわんさ。だが、逆らうのは許さん」

　ダリウスの瞳ひとみに宿っているのは、敵意と傲ごう慢まんを複雑に孕はらんだ圧力だった。

　単純な敵意よりも抗こうしづらく、迂う闊かつにはねのければそれこそ藪やぶ蛇へびとなりかねぬ。

「ああ、それに、現地で待機してる猫屋敷もつけてやろう。この面子メンツなら、いまさら性能スペツクの説明をする必要もあるまい」

「はは、ずいぶんなサービスですね」

　司が顔を隠かくすようにして、髪かみを搔く。

　この男にとってすら、ダリウスの申し出は意外なものだった。同時に、やられたという思いも強かった。

　この場合、ダリウスは何の譲じよう歩ほもしていない。

　ただ、複数の立場を持つ人間を近くに配置することで、司の目的を炙あぶり出そうとしているだけだ。

「喜んでもらえたなら良かった」

　傲然とダリウスはうなずく。

　王の余よ裕ゆうか。はたまた、まだ別の切り札を抱かかえているのか。

　道化伊庭司の戯ざれ言ごとなど自らの心を動かすには至らぬという、それだけの自信がなせる業わざか。




「先代〈アストラル〉……その名と力をもって、〈螺旋なる蛇オピオン〉と今の〈アストラル〉を阻はばむがいい」




〈協会〉副代表、ダリウス・レヴィは、厳おごそかにそう告げたのであった。




　　　　＊




「じゃあ、それが……」

　呻うめきは、からからと回る事務所のシーリングファンの音に紛まぎれた。

　少年は切なげに息をこぼし、傾かたむいた椅い子すの背にもたれかかっている。

　いつきである。

　肩には、包帯を巻いていた。

　クロエが治ち癒ゆ魔術をかけてはいるが、所しよ詮せん回復の促そく進しんでしかなく、痛みを散らすのが精せい一いつ杯ぱいだった。もっとも、この一日で少年のくぐった死線の数を考えれば、この程度ですんでいる方が奇き蹟せきというべきだろう。

　場所は、〈アストラル〉事務所だった。

　いつきだけでなく、周囲には黒羽やみかん、ラピス、オルトヴィーンといった〈アストラル〉の面々に、葛かつら城ぎ家けの辰巳と弓ゆ鶴づると葛城香かおり、〈トリスメギストス〉のディアナ、蔵くら名な神じん社じやの御み凪なぎ鎬しのぎ、もちろん〈銀の騎き士し団〉のクロエと、今回手伝ってもらった魔法使いたちが集まっている。

　──そして、

「お前も、薄うす々うす分かっていただろう」

　壁かべにもたれかかった瘦やせた人ひと影かげが、今は全員の注目を集めていた。

　石動圭。

　彼と出会った後、いつきはクロエや辰巳と合流し、〈螺旋なる蛇オピオン〉や〈協会〉の追っ手を警けい戒かいしながらも、なんとかこの事務所まで帰き還かんしてきたのであった。

　伝言を請うけ負っただけと言う石動圭が、それでもここまでついてきたのは、彼らしいお節せつ介かいだったかもしれない。

　今、この大魔術決闘グラン・フエーデに〈アストラル〉勢力として加わった全員を前に、青年はその伝言を開かい陳ちんしているのであった。

　すなわち、

「それが、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈創世〉。今、この土地から世界へ巡めぐりつつある惑わく星せい魔ま術じゆつだよ。お前にしてみれば、一番親しみ深い現象かもしれねえな」

　がりがりと頭を搔かく。

　長い髪が鬱うつ陶とうしそうに目を細め、青年は続けて告げたのだ。

「一言にすれば、こうだ」

　数秒おいて、明言する。




「人類すべてに、妖精眼グラム・サイトを与あたえるということだよ」




「…………っ」

　場の全員が、一様に絶句した。

　しかし。

　やはり、一番衝しよう撃げきを受けたのは、中心の少年だった。

　石動圭が口にした現象の、およそ言語に尽つくしがたい非道さが、いつきには誰だれより深く伝わったからだ。

　椅子にもたれかかったまま、ますます顔色を青ざめさせた少年へ、石動圭はさらに言葉を継つぐ。

「妖精眼グラム・サイトというのは、正確じゃないかな。あくまで普ふ通つうの魔法使いより上ってレベル──霊れいや呪じゆ的てき現象が視みえる程度の代しろ物ものだ。ついでに言えば持続時間もそう長くはあるまい。全人類へ影えい響きようを与えるとなれば、いくら紅あかい種を〈螺旋なる蛇オピオン〉が使ったところで、一ヶ月かそこらで自然消しよう滅めつするというのがあいつの見立てだったよ。今回は無理に第三の紅い種を収しゆう穫かくしようってんだから、もっと短いかもな」

　唇くちびるを歪ゆがめ、圭は細い肩をすくめる。

「だけど、まったく魔術や魔法に耐たい性せいのない一いつ般ぱん人がそんなものを視たら……どうなるかは分かるだろう？」

「……ええ」

　こもった声で、いつきはうなずいた。

　かつて、伊庭いつきはその臆おく病びようさを、霊的な物体が視えることからの防衛本能だと言われたことがある。

　単に魔術や霊的現象が恐おそるべきものだから、というのではなく、人間の脳の受け入れられる範はん囲いを妖精眼グラム・サイトが大おお幅はばに超こえてしまうからだ。生まれながらに妖精眼グラム・サイトを持ついつきだからこそ、そうした事故が起きることを、本能的に回かい避ひしていたのではないか──と、何人かの魔法使いたちは指し摘てきしてきた。

　だが、こうした回避策もなく、突とつ然ぜんただの人間に妖精眼グラム・サイトが与えられれば？

「片かた端はしから発はつ狂きようする程度で、すめばいいやな」

　ぽつり、と圭が言う。

　それも、けして大げさではなかった。何の準備もなしに、いつきが視てきた世界を体感させられれば、人間の精神などたやすく崩ほう壊かいする。

　人類の、すべてが滅ほろびたりはすまい。

　個体としての性能はともかく、群体としての人類は極きわめて強きよう靱じんな生物だ。その一部が狂くるったところで、全体としての機能が破壊されるわけではない。たとえ、魔術や霊的な現象のただ中に放り出されたところで、ゆっくりと人類はその異常を受け入れ、たくましく順応していくことだろう。

　しかし。

　ひとつの文明は、滅びるかもしれない。

　科学という『力』によって生存領域を広げ、理性という方針によって成立させてきた現代社会にとって、魔術との出会いはあまりに破滅的だ。魔術と共存可能な新しい社会が構築されるまでの間、どれだけの命が散っていくか想像もできやしない。新たな戦争や紛ふん争そうが勃ぼつ発ぱつしても、何ら驚おどろくには値あたいしないだろう。

　それが、〈創世〉ということなのか。

　長く虐しいたげられてきた〈螺旋なる蛇オピオン〉の、結論ということなのか。

（……そうかもしれない）

　いつきは、思う。

　これまで見てきた〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーたちを、ひとりずつ思い返す。

　彼らの誰ひとりとして、今の文明を滅ぼすことに躊ちゆう躇ちよなどすまい。

　もちろん、彼らにも、彼らなりの労いたわりや慈じ愛あいの心は存在する。仲間とともに喜び、その死に悲ひ嘆たんすることは変わらない。

　しかしそれは、あくまで魔法使いたちの間でのみ、発揮される感情なのだ。彼らと一般人の溝みぞは深く、もはや別種族といってもいいほどだった。

　だからこそ。

　深く息をつき、少年は伝言役メツセンジヤーを見み据すえた。

「伝言は……それで終わりですか？」

「いや、もうひとつだけある」

　今度はいささか困こん惑わくしたように、圭がこめかみのあたりを揉もむ。

「なんですか？」

「いやまあ、ちっとばかり、あんまりにあんまりな言葉なものでな」

　こほんと咳せき払ばらいして、圭は片目をつむる。

　それから、こう告げたのだ。




「──〝なんとかなるよ。黙だまって見てろ息子むすこ〟」




　石動圭の発言に、全員が瞠どう目もくした。

「それが、伝言だ」

　もう一度咳払いして、青年は言い直す。

「伊庭司の、伝言だ。これを伝えるだけに、それなりの報ほう酬しゆうももらったんでね」

　その名前に、すぐふたりが反応した。

「いつきくん」

「お兄ちゃん社長」

　黒羽とみかんが、少年を振ふり返ったのである。

　このペアが最初に名を呼んだのは、この場においては最も〈アストラル〉の古株で、少年と縁えんの深いふたりだったからだろう。

　そして、それ以外の魔法使いたちはただ静かに、自分たちの信じる少年を見守った。

「……うん」

　と、いつきは首を縦に振った。

　見守る魔法使いたちすべてに、うなずきかけるようにした。

「父さんがなんとかなるっていうなら、そうかもしれない。わざわざ僕らと圭さんの関係まで調べて、伝言を託たくしたわけだしね」

「……それでいいのか？」

　辰巳が太い眉まゆをひそめる。

「うむ。いつき殿どのには悪いが、わらわもいまいち信用できんぞ」

　その隣となりで白い顔かんばせに皺しわを寄せたのは、みかんの姉、葛城香だった。

　困ったように、いつきは微び苦く笑しようした。

「……まあ、信用できるかっていうと、そういうわけじゃないけど」

　前置きして、それでもと続ける。

「それでも、父さんは単純に敵に回ったわけじゃないだろう、とは思ってた。でなかったら、隻せき蓮れんさんやユーダイクスさんが従うはずがないから」

「まあ、昔から悪戯いたずらや茶目っ気が過ぎて面めん倒どうくさい方ではありましたわねぇ」

　特とく徴ちよう的な語ご尾びで、人差し指を顎あごにあてたのは〈トリスメギストス〉首領ディアナである。

　漆しつ黒こくのヴェールで顔の上半分を隠かくした女性は、この中でただひとり、過去の伊庭司と直接話したことのある人物だった。呪物商として二代にわたって〈アストラル〉と親交を続けてきた彼女は、ある意味で最も〈アストラル〉を知る人物だったかもしれない。

「私は、まだ納なつ得とくできません」

　クロエが、憤ふん懣まんたらたらに唇を尖とがらせる。

「だいたい、あの伊庭司が本物かどうかだって分からないじゃないですか」

「分かるよ」

　いつきが、言った。

　こればかりはきっぱりと、何の迷いもなく。

「分かるんだ」

　はっきりと、もう一度言った。

　誰も、その言葉を否定できるはずもなかった。

　たとえ幼い頃ころから離はなれて育った相手であっても、直接の血はつながっていなくても、父と子には違ちがいない。だからこそ、離れていても相手のことが理解できるのだと、少年は主張するようだった。

　そして、

「だけど──やっぱり駄目だ」

　と、少年は口にしたのだ。

「たとえ父さんでも……前の〈アストラル〉の社員全員がそう言っても、僕はそれに従えない」

「いつき」

「……馬鹿（Dummkopf）」

　今度はラピスが言い、オルトヴィーンが舌打ちする。

　もっとも、舌打ちした真しん紅くのコートの少年も、けして不快そうではなかった。むしろ、その言葉を待っていたかのようでもあった。

「ほかの、誰かじゃない」

　とん、といつきはスーツの胸に拳こぶしをおく。

　心臓の上に、拳をつくる。

「僕の始めた大魔術決闘グラン・フエーデだ」

　その拳をさらに強く、どこまでも強く握にぎりしめて、伊庭いつきは言う。

「だから、最後まで、僕が仕切ってみせる」

　決意を、口にする。

　言葉にする。

　そのときだった。

「大した鼻息やね」

　別の方向から、返事があったのだ。

　事務所の入り口だった。

　全員が振り返り、ただならぬ緊きん張ちようを漲みなぎらせた。

　いや、緊張だけではなかった。ある者は闘とう志しを、ある者は苦く悩のうを、ほとんどの者はどうしようもない葛かつ藤とうに苛さいなまれつつ、自らの呪じゆ力りよくを体内に稼か働どうさせた。

「うん。それで間違えてへん。今のあたしは敵方やからね」

　玄げん関かんの相手も、それを認めた。

　穂波・高瀬・アンブラーはきゅっと帽ぼう子しを引き下ろし、さまざまな感情を抱かかえたまま、微苦笑したのである。

「穂波……っ！」

　いつきが、名を呼んだ。

　少年も、ひどく複雑な表情をしていた。

　貸し出し魔法使いレンタルマギカという在り方に最も忠実であればこそ、〈協会〉の魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使いとして、〈アストラル〉と敵対した少女であった。

　ある意味では、伊庭いつき以上に、彼女こそが貸し出し魔法使いレンタルマギカの理念にふさわしいかもしれない。

「でも、今は戦うつもりやない。良かったら、少しだけ話を訊きいてくれへん？」

「どういうこと？」

　いつきが立ち上がり、一歩前に出た。

「……いっちゃん」

　その右みぎ肩かたに巻かれた包帯を、穂波が痛ましげに見つめた。

「〈協会〉の、儀ぎ式しき魔術にやられたん？」

「……うん」

　いつきが、うなずく。

「……じゃあ、あたしが傷つけたみたいなもんやね。謝らないけど」

「謝らなくていいよ。穂波も猫屋敷さんも、やるべきことをやってるんだもの。それはきっと僕ができなくて、だけど〈アストラル〉がやらなきゃいけないことだから」

「ふうん」

　そんな少年の瞳ひとみを、少女が腰こしを屈かがめて覗のぞき込む。

「な、何？」

「生意気になった」

「え、そ、そうかな!?」

「そらそうやろ。あたしだけやなくて、〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉にまでたてついてるんやから、今じゃ魔術世界全体でいっちゃんほど生意気なのはほかにおらへん」

　軽く、少女が鼻を鳴らす。

　少年も、誤ご魔ま化かすみたいに頭を搔かくばかりだ。

　まるで、タイムマシンだった。昔の──つい一年前まで日常的だった光景を、今一度再現しているかのよう。ほかのどんな魔法使いが試みても、おそらく少年からこんな反応を引き出すことはかなわないだろう。

　こんな、昔の少年には会えないだろう。

　少年を取り巻く数多あまたの人々の中で、やはりこの少女ばかりは特別のようでもあった。

　たとえ隣にはいなくても、ずっとこの少女は少年の心に寄り添そっていたように。

「穂波……？」

　いつきの声が、かすかに揺ゆれた。

　少女の手が、少年の頰ほおに触ふれたのだ。

「謝るのは、あたしの方や」

「え？」

「やっと分かった。あたしが何をしたのか。どうして、こんなことになってしまったんか。ううん、一番最初から……」

　ほんの少し、言葉はよどんだ。

　自分の執しゆう着ちやくをもぎ離すように、穂波が一度瞼まぶたを閉じ、

「先に、こっちに会って」

　と、背後へ振り返ったのだ。

「社長っ、あれ──」

　オルトヴィーンもまた、その方向を示し唆さした。

　穂波の背後。

　そこに、もうひとりの人物が立っていたのだ。

「……いつき様」

「ダフネさん！」

　黒白の麗れい人じんだった。

〈ゲーティア〉副首領、ダフネ。

　やはり傷つき、スーツのあちこちを焦こがした女はそれでも気き丈じような表情を崩くずさずに、こちらを見み据すえていた。

「穂波、ダフネさん、何が──」

　駆かけ寄った少年が、女の様子に目を剝むいた。

　近寄ってみれば、女の火傷やけどは思ったよりもひどかったからだ。すでに簡単な治ち療りようは終え、穂波の手になるケルト魔術の軟なん膏こうを塗ぬった跡あともあったが、到とう底てい楽になっているとは思えない。

　しかし、驚おどろくべき事態はまだ終わっていなかった。

　ダフネが顔をあげ、少年へ申し出たのだ。

「申し訳ありません。結界の外に出て、あの方に会っていただけますか」

「え？　結界？」

　いつきが、瞬まばたきする。

　確かに、〈アストラル〉事務所の周囲には結界が張ってあるが、それはよほど強力な魔術でない限り反応しないからだ。だからこそ、ここには多くの魔法使いや黒羽のような霊エーテル体も出入りできるのである。

　いつきにしても、過去に事務所の結界が発動した事例はほとんど知らない。

　精々、〈アストラル〉の経営権を賭かけた魔術決闘フエーデの最中さなか、ユーダイクスの〈トートの槍やり〉を受けたときぐらいだったろうか。事務所の結界の存在を知るユーダイクスが、数年間かけて仕込んでいた魔術だったとは、後で聞かされた事実である。

　一いつ瞬しゆんきょとんとしたいつきが、数歩玄関から前に出て、

「────っ！」

　右目を、押さえた。

　強きよう烈れつな呪力が、少年の視覚をつんざいたのだ。

「……イツキ」

　そして、弱々しい声が、彼の鼓こ膜まくに触れた。

　少年の胸の奥の、とても柔やわらかなところに仕し舞まい込まれた声こわ音ねだった。

「……見苦しいところを……お見せしますわね」

「……え……」

　声が、掠かすれる。

　思考が、停止する。

　痛みで滲にじむ視界に、優美な金きん髪ぱつの縦ロールが揺れた。天上の黄金をくしけずったかのような輝かがやきも、誰だれもが覚えているままの姿であった。そよ風になびく漆しつ黒こくのドレスも、胸むな元もとにきらめくソロモンの五芒星セーマンも、何ひとつ変わってはいなかった。

　なのに。

　だというのに。

「ここまで、ずっとあたしと呪力を同調させて、暴走を抑おさえてたんや」

　穂波の言葉は、低く床ゆかを流れた。

「そやから、ここに来るまで時間がかかった。今はだいぶマシやけど、最初はとても歩けるような状態やなかったし、呪波汚お染せんを撒まき散らしかねなかったから」

　実際、容易な作業ではなかったろう。

　儀式でもないのに、他人と呪力を同調させたままでいるなど、一流の魔法使いであっても至難の業わざだ。たとえ穂波であっても、長くともにいた彼女アデイリシアでなければ不可能だったろう。

「そうね……迷めい惑わくかけたかしら……」

「知らへん」

　穂波が、ぷいと視線をそむける。

　対して、少女は淡あわく微び笑しようしただけだった。

　その微笑さえも、硝子ガラスのように透すけていた。

　黒羽のようなただの霊エーテル体と違ちがうのは、その透けた身体からだが時々二重にぶれて映り──おぞましくも美しい魔神の姿を露あらわにすることだ。

　それは、代だい償しよう。

　ソロモンの魔神と融ゆう合ごうし、その身体までも捧ささげた代償。

　その事実までも、はっきりと少年の右目は視みた。視てしまった。

「ごめんなさい……イツキ」

　自分の身体を抱いだき、ソロモンの姫ひめは謝罪する。

「何も……相談せずに……勝手なことをしましたわ……」

　そして、少年は。

　少年は。

「アディリシア、さん──！」

　まるで、自らの魂たましいが引き裂さかれるかのように、少女の名を叫さけんでいた。




　　　　３




　大魔術決闘グラン・フエーデは、早二日目となっていた。

　一日目の夜も午前零れい時じを過ぎ、夏のむっとする湿しつ気けが地上を満たしていた。腕うでを広げ、ぎゅっと空気を圧縮することができたなら、ぼとぼとと水が滴したたり落ちそうだ。

　じきに、朝となる。

　しかし、今はまだ日の欠片かけらすらささぬ。

　夜明け前を、最も暗い時間だと言ったのは誰だったろうか。

　やがて。

　こつり、と足音が響ひびいた。

　誰もが息をひそめた闇やみを、ノックするような音。ここんこんこん、とその足音は連続して何度もあたりにこだました。

「どうどう？　昔映画を真似まねて覚えたタップダンス。ちっと古くさいけど、まだまだイケると思うんだよね!?」

「うざったいからやめてください。ただでさえ暑いのに、死にたくなります」

　とりつくしまもなく、青年が切り捨てる。

　銀髪の青年だった。

　地平線に落ちつつある満月にも似た色の長い髪かみ。長身には漆黒のスーツを纏まとい、その足元に四匹ひきの猫ねこがまとわりついている。

　無論、猫屋敷蓮である。

「まさか、あなたが現場の指揮官に来るとは思いませんでした」

「ははは、俺も意外だった。ダリウス氏もなかなか変わった趣しゆ向こうを思いつくよねえ」

　ちょっとしょぼんとした感じでタップダンスをやめて、伊庭司が首の裏を叩たたく。

「…………」

　その後ろには、無言のまま影崎も付き従っていた。

　猫屋敷も、こちらとは何の言葉も交かわさなかった。無視しているというのではなく、どんな風に接して良いか分からないというようだった。

「ん？　ふたりともどうしたの。せっかくひさしぶりに三人揃そろったんだから、もうちょっと仲良いフリとかできない？」

「フリでいいんですか」

　これは珍めずらしく──影崎が反応した。

「うん、人間同士なんだから、実際に仲がいいかどうかなんてぱっと見には分からないでしょ。本人同士だって結構分からないもんだもの。だから、とりあえずフリだけでもしておくのが近道だと思うよ？　それはほら、あなたと仲良くしたいって意味なんだから」

　司の言葉に、再度の返事はなかった。

　むしろ、さきほどの反応こそ、何かの間違いだというようでもあった。

　代わりに、

「……にあ」

「にゃあ」

　と、黒猫と白猫が鳴いた。

「玄武たちもひさしぶりだよねー。元気してた？　ちゃんとキャットフードもらってた？」

「うちの猫たちに、ろくでもないことを教えないでください。というか既き製せい品ひんのキャットフードなんて雑なものは非常時以外あげられません。基本は全部手作りです」

「そういやそうだっけ。というか、相変わらず難しい顔をしてるなあ」

　顎あごを撫なでながら、司はううんと片目をつむった。

「せっかく、少しは丸くなったと教わってたのに」

「丸くなった、ですか」

　猫屋敷は、淡く苦笑した。

「そんな人間が、魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使いになれるわけがないでしょう」

「どうかな？　一応、昔よりはマシに見えるよ。それに、〈八はち葉よう〉の件は君なりの決着がついたんでしょう？」

「相変わらず、変なところで地じ獄ごく耳みみですね」

〈八葉〉。

　かつて猫屋敷が所属した、京都の魔術結社である。

　猫屋敷は、この結社の首領にして自らの父親──御み厨くりや庚こう申しんの、いくつかの忌いまわしい実験によってつくられた子供だった。結果として、一年前、御厨庚申が〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーだったことが発覚し、伊庭いつきや〈協会〉の介かい入にゆうの末、延命の魔術を断たれて、滅ほろびることとなった。

「これが美点なものでね」

　くつくつと、司が肩かたを揺ゆらす。

　こんな問答がいかにも楽しくてたまらない、というようだった。

「昔から知ってたんですか」

「御厨庚申に訊きかなかったかな？　一度だけ、会ったことがあるんだよ」

　司は、くるくると人差し指を回す。

　猫屋敷は、ほんの少しだけ眉まゆをひそめ、眼鏡めがねの縁ふちに指をおいた。

「……どうして、あれに？」

「だってほら、君を〈アストラル〉に連れてくるのに了りよう承しようをとる必要があったじゃん。いろいろ事情も面めん倒どうくさそうだったから、まとめて本人に尋たずねておくのがいいだろうと思ってさ。まあ、素す直なおに話したりもしないだろうけれど、会っておいた方が推測きくし。結局、互たがいに不ふ干かん渉しようを約束するだけで終わっちゃったんだけどねえ」

　それを聞いて、猫屋敷が小さく息をついた。

「時々、あなたは妙みようにこまめですね」

「そこは素直に褒ほめてくれていいんだよう？」

「あなたを褒めるようになったら、それこそおかしくなった証しよう拠こです」

「うわ、ひどい言いぐさ！　ねえねえ、うちの可愛かわいい新入社員がいつのまにかこんなにやさぐれちゃってるよ！」

「…………」

　無論、影崎の返事はなかった。

　ぶうたれて頰ほおを膨ふくらます司だが、もちろん可愛げなど欠片もない。

　ふんと唇くちびるを尖とがらせて、それからぽつりと言った。

「……ま、結局君の問題は、俺には解決できなかったわけだけれど、息子むすこがやったんなら良かったんじゃないかな」

「……そうですね」

　なんとなく、猫屋敷は夜空を仰あおいだ。

　雲が厚く、星は見えない。夏の蒸し暑い空気に、ねっとりとした濃こい呪じゆ力りよくが溶とけ込んでいる。それを振ふり払はらうようにこめかみへ手をやって、猫屋敷は口を開く。

「こちらにも、訊きたいことはありました」

「ん？　何何？」

　振り子みたいに左右へ首を振る司へ、猫屋敷はこう訊いたのだ。

「いつき社長に、社長の目的を達成するための近道が、自分の方法だと言ったんですって」
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「おや、君こそ耳ざといね」

　感心したように手を叩いた司を、意図的に猫屋敷は無視する。

「だったら、あなたのやっていることが、本当に喜ばれると思ってますか？」

「ほほう？」

　眉根を寄せた司へ、猫屋敷が言う。

「あなたのやっていることって、つまるところ──プロ野球選手を目指す子供に、ようしじゃあお父さんが球団まるごと買ってあげよう、これで絶対プロになれるぞって言ってるようなものじゃないですか」

「ああ、なるほど」

　納なつ得とくしたように首を上下に動かして、それから、

「でも、それって問題かな？」

　と、伊庭司は首を傾かしげたのだ。

「え？」

「だって、本当に叶かなえたい夢なら、手段にこだわるのっておかしくないかい？　それって結局こだわらなくてすむ程度の夢だったってことにならない？」

「大事な夢だからこそ、手段にこだわるってこともありますよ」

「ああ、まあそういうのもアリか。猫屋敷くんの口から聞くと、なんだか不思議な気もするけどさ」

　そう言って、こつり、と足を止めた。




「──で、ここでいいのかな？」




「ええ。まさか、またここに来るとは思ってなかったですけど」

　猫屋敷が見あげた先には、廃はい棄きされ、錆さび付いた観覧車がそびえていた。

　遊園地。

　布留部市郊こう外がいに広がる、すでに放棄されたレジャーランドが彼らの目的地であり、猫屋敷の探さぐり出した〈螺旋なる蛇オピオン〉の隠かくれ家がだったのだ。

　そして、猫屋敷の言葉通り、彼がここに来るのは初めてではなかった。

「……確か、俺が眠ねむってる間に、オズワルド・レン・メイザースのなれの果てとここでやりあったんだっけ」

「ええ」

　猫屋敷が、うなずく。

　そうだ。

　伊庭いつきが〈アストラル〉の二代目社長に就任した後、最初に遭そう遇ぐうした大事件──禁きん忌きを破り、魔法になった魔法使い、オズワルド・レン・メイザースとの戦い。

　その事件で、決戦の地となったのがこの遊園地だったのだ。

「魔法になった魔法使い。……正確には、そのさらになりそこないか」

　司が、ぼんやりと口にする。

　遊園地には、廃棄された遊具がいくつも並んでいた。

　ハンドルの折れたコーヒーカップや、塗と装そうの剝はげたメリーゴーラウンド。風に揺れるお化け屋や敷しきの看板や、放置されたままのゲーム筐きよう体たいが物もの寂さびしい。

　夜の魔力を借りて、彼らもほんのひととき、昔せき日じつを偲しのぶかのようだった。

　そんな様子を眺ながめて、彼はゆっくりと口を開いた。

「うん。魔法使いじゃない俺にも、まだ呪波汚お染せんがこびりついてるのが分かるよ。猫屋敷くんが優ゆう秀しゆうなのは知ってるけれど、よく生きて帰れたものだねえ」

「あのときのオズワルドは、ソロモンの魔神すべてを喰くらったわけじゃありませんでしたからね。まして、あの人の場合は、肝かん心じんな至上の四柱のすべてが欠けてました。──それでもまあ、十分死ぬ思いはしましたけどね」

　思い返して、今いま更さらに猫屋敷はため息をつく。

　アスモダイ。

　アスタロス。

　パイモン。

　バール。

　七十二の魔神にあって、なお頂点をなす至上の四柱。

　この四柱の精髄エツセンスが封ふうじられた呪物フエテイシユを、アディリシアが隠し持っていたのである。

　アディリシア自身もそうだが、〈ゲーティア〉首領たるオズワルドの魔術は、この至上の四柱からほかの魔神を従える方式に特化していた。ゆえに魔法となりおおせても、至上の四柱を失ったオズワルドは、結局その全力を発揮できずに終わった。

　しかし。

　それでも、かつての猫屋敷や穂波が、死を思うには十分だった。

　もし、至上の四柱が一柱でも喰らわれていれば、やられるのは間違いなく自分たちの側だったろう。

　いいや、実際に殺される直前まではいったのだ。

　横目に青年を見つつ、司が小さく囁ささやいた。

「助かったのは、妖精眼グラム・サイトがあったから？」

「…………」

「まあただの妖精眼グラム・サイトなら、うまくもいかないだろうけれど、いつきうちの息子の目には紅あかい種があったわけでしょ。だったらまあ、なんとかなるのも理解できるよ」

「十二年前、ですか」

「ん？」

「伊庭いつきの瞳ひとみに、紅い種が宿った日。事実上、前の〈アストラル〉が解散に至った日。ようやく、あの日に何があったか、分かりかけてきました」

「そうかい」

　伊庭司は、短く言った。

「世界は進むねえ」

　と、呟つぶやいた。

「社──」

　言いかけて、猫屋敷も口を閉ざす。

　今、この相手をどう呼んだらいいか一いつ瞬しゆん戸と惑まどったのだった。

　そして、その戸惑いを解決するよりも早く、事態は進んだ。

「どうやらお出で迎むかえのようだよ」

　と、司が口にしたのだ。

　その言葉が終わるか否いなか、遊園地の暗くら闇やみから三つのとりわけ暗い影かげが抜ぬけ出た。

　そう。

　三つだった。




　白いインバネスをはためかせた、髑髏どくろの面の錬れん金きん術じゆつ師し──〈礎イエソド〉。

　美しい毛皮を纏まとい、夜そのものを結けつ晶しようさせたような獰どう猛もうなる女──ツェツィーリエ。

　シルクハットに、滑なめらかな木の杖つえを握にぎった褐かつ色しよくの肌はだの紳しん士し──サタジット。




〈螺旋なる蛇オピオン〉の、三人。

「これはこれは」

　と、司が丁てい寧ねいに一礼する。

　この男がやるとふざけているようにしか見えないのだが、この場には不思議とつりあって見えた。

「……伊庭司様でございますか」

　サタジットは、手に持った杖で遊園地の地面をこじる。

「ああ、初めまして」

「初めまして。〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈慈悲ヘセド〉の座セフイラー、サタジットと申す者にございます」

　まわりくどい、独特の口調。

　それから、

「〈礎イエソド〉だ。お前が来ているのは知っていた、伊庭司」

　これは、自動人形オートマタの錬金術師が言った。

「だが、どのように動くかは我らにも知れなかった。──結局は〈協会〉にすりよって、身の保全をはかったか」

「そう捉とらえてもらっても、まあ間ま違ちがいはないなあ」

　司が、おどけて頰を搔かく。

　それから、わざとらしく周囲を見回して続けた。

「ダリウスの話だと、あのクリスタル・タワーにいた魔ま法ほう使つかいふたりは戦せん闘とう不能とのことだったけれど」

「メルキオーレのヤツなら死んだよ。ジェイクはまだ昏こん睡すい中」

　短く言って、ツェツィーリエが手のひらを返した。

　こちらは、いちいち名前も告げなかった。どうでもいいと思っているのだろう。ただ、司自体には興味があるのか、その瞳を爛らん々らんと輝かがやかせていた。

「なるほど」

　と、司は息をついた。

「よくよく、君たちとは縁えんがあるな」

「あん？　あたしが入る前のヤツラか？」

「そうなるかな」

　少し疲つかれたように、司は告げた。

「ドゥマ。ナジム。マルチェッラ。かつての〈螺旋なる蛇オピオン〉の三人を殺したのは俺だよ」

　その言葉は正確とは言えぬ。

　戦ったのは確かに〈アストラル〉だが、司はむしろ彼らとの融ゆう和わをはかっていた。その交こう渉しようを土ど壇たん場ばで破は壊かいし、横合いから紅い種を含ふくむすべてをかっさらっていったのがオズワルド・レン・メイザースであった。

　だが、そんな事情のすべてを加味した上で、司は自分が殺したと言った。

　彼らの死は、自らの責任だと告げた。

「そうか」

　と、〈礎イエソド〉が受けた。

　この中では、彼とサタジットのふたりが、旧世代の〈螺旋なる蛇オピオン〉も知る者たちだった。

「メルキオーレはマルチェッラの息子むすこだ。相対的に見て厳しい母だったと判断しているが、メルキオーレはよく懐なついていた。ジェイクは正式ではないがドゥマの弟で子しだった。世間話の中にそれとなくタントラ・ヨーガの思想を織り交ぜるのが、ドゥマの好みだった」

　死し霊りよう術師マルチェッラ。

　導師グルドゥマ。

　子は母から魔術を受け継つぎ、混こん沌とん魔術を修めたジェイクは自分の利益のため、ドゥマの技術を盗ぬすんだ。

　どちらも本ほん望もうだったろう。魔法使いのみならず、自分の命を捧ささげた技術が、後の世に引き継がれていくことを喜ばぬ者などおるまい。

　そして、その片方は摘つまれ、もう片方も途と絶だえる寸前だ。

　これを悲劇と呼ばず、何と言おう。

「ナジムを殺したのは僕ですよ」

　猫屋敷が、囁いた。

　言わずにおれなかったのかもしれない。〈螺旋なる蛇オピオン〉の三人が死んだ事件は、彼にとっても縁浅からぬものだった。

　司は、こめかみに指をあてて、軽くかぶりを振ふった。

「じゃあ、君たちを倒たおせば、残る〈螺旋なる蛇オピオン〉はフィン・クルーダとタブラ・ラサだけ？　いや、まだ座セフイラーには正体を隠かくしているのがふたりいたかな」

「そのふたりがどういうふたりかは、ご存じかと思いますが」

「まあ、なんとなく」

「あなたのなんとなくは、ずいぶん恐おそろしく耳に響ひびくものでございます」

　サタジットが、深々とうなずいた。

「だったら、後のことは気にせず、やらせてもらおうか」

　とん、と。

　一歩、伊庭司が後ろへ下がった。

　何の気負いもなく、何の怖おそれ気もなく。




　しかし。

　それこそが──死し闘とうの合図だった。
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　廃はい棄きされた遊園地の、中央広場だった。

　ごく平へい凡ぼんな、創意の欠片かけらも感じられない円形の広場である。もともとこの遊園地が、バブル時代に税金対策で建てられたものである以上、そうした杜ず撰さんさも当然のことだったろう。

　──だが、今は。

　ある瞳ひとみを持つ者ならば、虹にじ色いろの渦うずが見えたはずだ。

　万色の流れを引き連れて、くるくる巡めぐる呪じゆ力りよくの波。昔のアニメーションなら、こんな風景があったかもしれない。庭園にちゃぷんと跳はねる波、夜を飾かざる幾いく多たのエネルギー。ある種のリズムとルールに乗って、そのエネルギーはどこまでも広場に流れていく。

　まるで、オーケストラのようだ。

　どんな劇場にも真似まねられないだろう、ひどく幻げん想そう的な風景。

　たったひとりの魔術オーケストラ。

　そして。

　その中心に立つ、たったひとりの純白のシルエットこそ、タブラ・ラサであった。

「──あ、来てくれたんだ」

　白い瞳が、ゆるりと外縁を向いた。

　中央広場の入り口に、枯かれ草くさ色の髪かみの若者が立っていた。真っ白なスーツを着たその姿は、なんとなく少女と対ついのように見えた。

　フィン・クルーダであった。

「僕は、迎げい撃げきに行かなくていいんですか？」

「うん、君には別に預かってほしいものがあるからね」

「預かりもの？」

　タブラ・ラサに言われて、フィンの眉まゆ根ねが寄った。

　ことりと姿勢を低くして、タブラ・ラサは上うわ目め遣づかいに尋たずねる。

「何だと思う？」

「いえ、分かりませんが」

「これ」

　と、少女がすぐ隣となりを指し示す。

「っ──」

　若者の瞳が、かすかに揺ゆれた。

　彼にしてはひどく珍めずらしいことに、それは動どう揺ようの色であった。

　一いつ拍ぱくおいて、

「なんで……僕なんです」

「君しかいないからだよ」

　タブラ・ラサの吐と息いきは、ほんの少し苦しそうに途切れた。

　胸を押さえて、数秒ほどうつむく。

　その間も、周囲に奏かなでられる呪力は変わらない。少女にとって、呪力を扱あつかうのは技術ではなく生態なのだ。一度そうと決めた魔ま術じゆつはほとんど意識せずとも継けい続ぞくすることができる。

　第三団サード・オーダーという人外の、生態。

　くるくると巡る呪力の量は、もはや魔術というより天災の域に達している。もっともこの場合、褒ほめるべきはタブラ・ラサよりもメルキオーレだろうか。

（彼が……この霊脈レイラインと接続する鍵かぎを手に入れたから）

　フィンは、思う。

　魔法使いなら、誰だれでも霊脈レイラインと接せつ触しよくできるわけではない。むしろ、それぞれの霊脈レイラインには個性があり、よほど慣れ親しんだ土地のものでもない限りは、その精髄エツセンスに触ふれることはかなわないのだ。多くの魔術結社が自らの土地を吟ぎん味みするのも、このゆえといえる。

　メルキオーレにはそうした霊脈レイラインへ、強ごう引いんに接続する適性があった。だから、昨年ロンドンの〈学院〉を攻こう略りやくした際も、彼は霊脈レイラインを制圧する役目に駆かり出されたのである。

　今、彼の死と引き替かえに、〈螺旋なる蛇オピオン〉は布留部市の霊脈レイラインと接触しえた。一度霊脈レイラインと接続したタブラ・ラサの魔術は、苦もなく新たな紅あかい種を収しゆう穫かくし、最大規模の魔術を起動したのである。

　すなわち、惑わく星せい魔術。

　その名の通り、タブラ・ラサの魔術は、やがて布留部市から日本全体へと──世界へとあふれ出すだろう。

　そして、人類は新たな祝福を得るに違ちがいない。

　その祝福こそ──

「──妖精眼グラム・サイト」

　と、少女の唇くちびるは動いた。

　フィンは表情を変えず、自らの瞳に瞼まぶたの上から触れた。

「あらゆる魔術を見み極きわめられるというのは、あらゆる魔術を受け入れられるということだよ。もちろん第三団サード・オーダーみたいに、あらゆる魔術を実際に使えるわけじゃないけれど、あたしの代理としては君しか思いつかなかったんだ」

　司祭服を纏まとう少女の周囲には、かしずくように呪力が回り続ける。

　世界へと広がる極大の回路を操あやつる、少女は今まさしく中心の回路となっている。

「もちろん、あたしたちが、今世界に与あたえようとしている『力』もそこまではいかない。残念だけどね。もしもそうだったら、この世界はあたしたちにとって、もっともっと優やさしい世界に変わったろうに」

　これは、ひどく残念そうに、少女が目を伏ふせた。

　自分自身の言葉を否定したくてたまらないけれど、どうしてもそれができないというように、ふるふるとかぶりを振った。

　きゅっと唇を嚙かんで、少女はとても人間らしく、表情を歪ゆがめた。

　気分を切り替えるのに、たった一秒。

　す、と少女は顔をあげた。

「だから、君はふさわしいよ」

　にこにこと笑って、タブラ・ラサは言う。

「〈螺旋なる蛇オピオン〉の中でも中間の──中立なる〈調停テイフエレト〉の座セフイラーにあるのは、そういうことだもの」

「…………」

　フィンは、すぐには答えなかった。

　かまわず、タブラ・ラサは続きを紡つむぐ。

「もうすぐ、あいつらはあたしを潰つぶしに来る」

　とても静かに、声こわ音ねは夏の夜気へ染しみいった。

「これは、どうしようもない。あたしが向こうの立場でも同じことをするからね。で、勝てると言いたいけれど、こっちも確実じゃない。どっちも命がけなんだから、下手な予断はできないしね」

　命がけ、と。

　少女は無む邪じや気きに言う。

　いつだってそうだった、と告げるように。

　そうじゃなかったときなんて、一度もなかったというように。

「だけど」

　と、少女は付け加えた。

「だけど、それでもあたしたちは負けられない。でなければメルキオーレは報むくわれない。ナジムもドゥマもマルチェッラも、今死の淵ふちで戦っているジェイクだって報われない。魔女狩がりにあった魔法使いだって、それよりずっとずっと以前から〈螺旋なる蛇オピオン〉のために死んできた幾多の魔法使いだって、みんな報われない」

　ひどく真まっ直すぐに、真正面から、フィンの瞳を見み据すえる。

　はっきりと、口にする。

「だから、君に預かってほしいんだ。君にこそ、あたしたちの最後の保険になってほしい」

「…………」

　しばしの間、若者は黙だまっていた。

　沈ちん黙もくからは、一いつ切さいの感情が窺うかがえなかった。

　夏の生ぬるい風の中、枯れ草色の髪をした若者は、突とつ如じよ石像と化してしまったかのようでもあった。

「無理かな？」

　タブラ・ラサが、しょぼんと視線を下げる。

　すると、

「分かりました」

　と、フィンはうなずいたのだ。

「いいの!?」

「ええ。別に驚おどろくようなことでもないでしょう」

　微び苦く笑しようして、若者は瞼を閉じる。

　その奥底を、誰にも覗のぞかれたくないように。

　そして、




「あなたの願い、僕が叶かなえましょう。もとより僕はそういうものですから」




　人の願いを叶える願望器たる若者は、自らの主の言葉に応こたえ、深々と一礼したのであった。




　　　　＊




　今こ宵よいの夜空は、さまざまなモノを産み落としていた。




　たとえば、流れ星のように遊園地へ降り落ちた、ふたつの物体もそうだった。

　ひとつは、古ぼけた箒ほうきであった。

　今時、古道具店ぐらいでしか見かけないような、樫かしの木を使った室内箒。

　もうひとつは、ギンザメであった。

　実際のギンザメのぬらついた鱗うろことは異なり、どこか人工物めいたギンイロの、いかめしい外見をした魔物。

　七十二の魔神の一柱にして、その名をフォルネウスと呼ぶことを、誰が知っていただろう。

　一組の男女が、その魔神の背中から降り立ったのだ。

「アディリシアさん……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ええ」

　呼びかけた少年に、漆しつ黒こくのドレスの少女は顔をあげた。

「……だいぶ……楽になってますわ。寝ねていたら治るものでもないですし」

　淡あわく、少女は微笑する。

　しかし、言葉をそのまま吞のみ込めないのは、真っ青な表情を見れば明白だ。ドレスの下では膝ひざも震ふるえ、その震えに応じて、持ち上げた手は半はん透とう明めいに霞かすんでしまっている。

　霊エーテル体と実体の狭はざ間まを、彷徨さまよっているのだ。

　しかも、時にアディリシア自身の白い手に、時に魔神のおぞましい蒼あおい手に、何度となく手は変化した。

　魔法使いにとっても、極めて珍しい現象だった。

「今のアディは、魔法になりかかった状態やからね」

　と、これは穂ほ波なみが言う。

　箒から降りて、ショートカットの少女はきゅっと魔女の帽ぼう子しを引き上げていた。

　アディリシアの指に触れて、髪かみに触れて、次には懐ふところから出したヤドリギで二度三度と親友の首筋から胸むな元もとをなぞった。決然とした蒼い瞳ひとみはいつよりも強く、自らの親友の奥底を見据えるようだった。

　これ以上の集中なんて考えられないぐらい、入念にチェックした後、少女はふっと息をついて口を開いた。

「うん。前のガラが使ってた術式よりは洗練されてるから、ある程度進行は抑おさえられてる」

「でも、進行を抑えてるってだけじゃ──」

　いつきが抗こう弁べんしかけて、

「──ええ、抑えただけじゃ、意味はありませんわね」

　アディリシア自身が、小さくうなずいた。

　よほど息苦しいらしく肩かたを大きく上下させていたが、少女にはそんなことよりも自分の意思を伝えることの方が重大らしかった。

　死などより、今と別の存在に変わってしまうことの方が、ずっとずっと恐おそろしいというように。

「このままだと、私は遅おそからず魔ま法ほうになりはてますわ。魔神とうまく結合できればいいですが、それもうまく行かなかった場合、ずっと惨みじめな状態で命を終えることになるでしょう。そう、ここで──」

　遊園地ここで死んだ父親みたいに、と言いかけたのだろうか。

　アディリシアは、そこで口を閉ざした。

　しかし。

　いつきは、それこそ少女に二の句を継つがせぬ勢いで、

「嫌いやだ！」

　と、叫さけんでいたのだ。

　穂波もアディリシアも口を挟はさむ隙すきがないほどに、素す直なおな感情の発はつ露ろだった。

「僕は嫌だ！　絶対に嫌だ！　アディリシアが魔法になるなんて、絶対に嫌だ！」

　それはまるで、この一年で大きく変へん貌ぼうしたいつきの──結局、どうしようもなく変わらなかった部分が剝むき出しになったかのようであった。

　だから、

「……困った人……ですわね」

　半ばは言葉通りに、半ばはもっと様々な感情を封ふうじ込めながら、アディリシアは口にした。

　とても嬉うれしそうに。

　とても悲しそうに。

　穂波もまた、似た顔で微笑した。

　時々、このふたりは双ふた子ごの姉し妹まいのように、よく似た顔をするのであった。

　ぎゅっと唇くちびるをへの字にした少年を見つめ、アディリシアはこう切り出した。

「イツキ？　どうして……魔法になった魔法使いは、禁きん忌きにされると思います？」

「……え？　それは……呪波汚お染せんをばらまくからじゃ」

　アディリシアの質問に、いつきがおずおずと答える。

　出来の悪い生徒が、ようやっと一番簡単な問いに正答を返したかのように、アディリシアはそっと唇をほころばせた。

「ええ、じゃあどうして魔法になった魔法使いは、呪波汚染をばらまくんでしょう」

「え、えと……」

　少年が、答えに窮きゆうして瞬まばたきする。

　この二年で学習した知識を総動員しても、その理由を導き出せなかったのだ。せめて手がかりをつかめればと思考するも、ただ空回りするばかりだった。

　そんな少年の様子を見つめ、

「ちょっとインチキやね」

　と、穂波が微苦笑した。

「答えられないのも無理はあらへん。そんなん、ほとんどの魔法使いが知らへんもん。〈協会〉もそのへんの根本原理はむしろ触ふれないことを推すい奨しようしてきたからね」

　そう言って、少女は軽く鼻を鳴らす。

　腕うでを組んでから、仕方なさそうに付け加えた。

「魔法は、魔法使いが使うもんやろ」

「……え？」

「言葉通りや。魔法ってのは魔法使いが使うものやろ。だったら、魔法になってしまった魔法使いは、一体誰が使うんや？」

「え？　え、え、え？」

　ぱちぱちと、いつきが忙いそがしく瞬きする。

　ただの言葉遊びにしか思えなかった。

　しかし、この少女がこの局面で発する以上、単なる言葉遊びであるはずもない。だからこそ、必死に脳のう細さい胞ぼうを働かせて、いくつもの考えを検討した上で、おそるおそる思いつきを口にした。

「それって……つまり、誰も使わないから、呪波汚染が起きるってこと？」

「すごく大おお雑ざつ把ぱに言えばやけどね」

　穂波が、こくりとうなずいた。

「つまるところ、魔法ってのは、外部の誰かが制せい御ぎよしているから呪波汚染にならずにすむ。だけど、魔法使いが魔法になった場合は、魔法である本人にも意思があるから、両方とも変化するのを免まぬかれられへん。そして変化するのが自分自身である以上、制御し続けるのも不可能や」

（……だから逆に、魔法使いになった魔法は、別の方法で制御してるんやけどな）

　最後は、穂波は胸の内で呟つぶやいた。

　そして、少女の言葉を引き取るカタチで、アディリシアも口を開いた。

「──ほとんどはそこにも至れず、なりそこないで終わりますけどね。ガラの場合は、軽度とはいえ、かなりの量の呪波汚染を世界にばらまいていたでしょう」

　そっと、息をつく。

　アディリシアはフォルネウスにもたれかかったまま、身体からだの力を抜ぬいていた。

　半透明になった身体は、時に少女自身のものとなり、時に魔神の姿を映し、ひどく儚はかなく夏の夜に浮うき上がって見えた。

「結局のところ、人が使ってこそ魔法なのです。人にも魔法にもなれないモノがばらまくのは、無む惨ざんで醜みにくい呪波汚染だけですわ」

　魔法使いとして、少女は口にする。

　魔法を使うモノとして、少女は口にする。

「だから、私は──」

　と、言いかけたときだった。

「穂波」

　いつきが、視線を持ち上げる。

　いつのまにか、少女が箒を摑つかんで、そっぽを向いていたのだ。

「その先は、あたしがおらんとこで話して」

　と、少女は口にした。

「今のあたしは、あくまで十二年前の自分の過あやまちを伝えただけ。アディのことにしても、禁忌を抑えるのも〈協会〉の仕事の内やもん。あたしがここでアディの面めん倒どうを見たことは、別に〈協会〉との契けい約やくを裏切ったことにはならへん」

　穂波の言ってることは、どう聞いてもただの言い訳だ。

　それでも、その言い訳は、少女にとって譲ゆずれない一線なのだろう。

「でも、もしアディといっちゃんが有効な対策を取れるなら、それはこの大魔術決闘グラン・フエーデで重大な情報になるやろ。そしたら知らないふりはできへん」

　だから、自分のいないところで話せと言う。

　なぜだか、いつきはその後ろ姿に、この少女の一年間を思った。

〈アストラル〉を離はなれ、〈協会〉の魔法使いを罰ばつする魔法使いとして、穂波・高たか瀬せ・アンブラーの過ごした時間。以前から強い少女だったが、今はその強さにしなやかさが加わったような気がした。

「……アディは、負けへんよね」

　視線を合わせず、少女がぽそりと呟いた。

「当たり前ですわ」

　アディリシアがうなずく。

「……うん」

　それを確かく認にんしてから、穂波はそっと少年に近寄った。

「いっちゃん」

「え、何？」

「ちょっと、耳貸して」

「え……」

　短く、少女は少年の耳元で囁ささやいた。

　効果は、即そく座ざにあらわれた。

　ぼっ、と少年の顔が耳先まで真っ赤に染まったのだ。ばたばたと両手を上下に動かし、どうしていいか分からないというようにぱくぱくと口を開閉して、やっとのことでこう漏もらした。

「ほ、穂波──!?」

「う、ううん。別に、すぐ答えはいらへん。ただ、言えるうちに言っただけ」

　こちらも慌あわてた感じに帽子で目元を隠かくし、少女がかぶりを振ふる。

　その様子に、さきほどまでぐったりしていたアディリシアまでもが、フォルネウスから身を起こし、金きん髪ぱつを振り乱して追つい及きゆうしたのである。

「ほ、ホナミ!?　あなた、一体何を！」

「だから何でもないんやって──」

　ふるふるとかぶりを振る少女は、この一時だけ普ふ通つうの少女に戻もどったようだった。

「ちょ、ちょっとふたりとも!?」

　いつきもまた視線を右往左往させ、ふたりの少女のアクションに戸と惑まどうばかり。

　三人の誰もが、まるで出会ったばかりの頃ころのようだった。

　この遊園地で、初めて共きよう闘とうしたときのようだった。

　やがて、

「──な、何にしても」

　穂波が、こほんと咳せき払ばらいした。

「あたしは、自分の貸し出し魔法使いレンタルマギカとしての仕事をきっちり果たす。だけど、それが終わったとき、アディが勝手にいなくなってるなんて絶対に認めないし、そんなこと起きないって信じてる」

「だから、そんなの当たり前だと言ってるでしょう」

　もう一度、アディリシアも答えた。

　どちらも、微み塵じんも弱みを見せなかった。

　人生に一度きりしか会えないような相手に、自分たちはきちんと出会えたのだという誇ほこりと自信に満ちていた。

　だから、穂波は小さくうなずいたきりで、背を見せた。

「今度は、いっちゃんでも──ううん、伊い庭ばいつきは、あたしが倒たおすから」

「分かってる」

　いつきが肯こう定ていし、

「私が、そうはさせませんけどね」

　アディリシアが好戦的に微び笑しようする。

「うん。ふたりともそれでいい。──伊庭くん、惑わく星せい魔ま術じゆつの起点は、こっちの方でええんやね？」

　念のため、穂波が確認した。

　それが、少女と〈アストラル〉の取引条件だった。

　穂波がアディリシアを庇かばい、彼女が知り得た情報を提供するのと引き替かえに、いつきは妖精眼グラム・サイトを使って、〈螺旋なる蛇オピオン〉の惑星魔術の起点を捜そう索さくする。

　空から降りてきたのも、いつきの妖精眼グラム・サイトを活いかすためだった。

　このまま穂波は、猫ねこ屋や敷しきたちとは別ルートで、〈螺旋なる蛇オピオン〉の惑星魔術を急きゆう襲しゆうするつもりなのだ。妥だ協きようはしつつも、〈協会〉と契約した貸し出し魔法使いレンタルマギカとしての筋を通そうとするあたり、非常にこの少女らしかった。

「うん、間ま違ちがいない……と思う」

　最後だけ自信なげに付け足した少年へ、穂波は微苦笑した。

「そんなとこは、変わらへんね」

　そう言って、箒ほうきにまたがった。

　黒いストッキングできゅっと箒を挟はさみ込み、そのまま少女の姿は夏の夜空へと消えていった。ケルト魔術による迷めい彩さいをかけているのか、すぐにいつきの瞳ひとみでも追いきれなくなった。

　それから、

「どうしますの？　黒くろ羽はさんやオルトヴィーンと合流するまでこうしてます？」

　アディリシアが、訊きいた。

　穂波との取引で、ほかの魔法使いたちは遊園地の外部で待機させられている。〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉を邪じや魔ましてもいいが、少し時間をおいてもらうというわけだ。いつきたちが吞のめて、かつ〈協会〉に損をさせないためのぎりぎりのラインではあった。

　少し考えて、

「ううん。僕には、惑星魔術を止めるのとは別にやることがあるから。オルトくんは僕がいなくてもどう行動すべきか判断できるし、一任してる。〈螺旋なる蛇オピオン〉が大魔術決闘グラン・フエーデを無視して惑星魔術を仕し掛かけてきた以上、僕自身の危険性は薄うすれてるしね」

　言ってから、いつきは少女を見返した。

「……でも、アディリシアさんは」

「絶対に、帰りませんから」

　はっきりと、少女は口にした。

　アディリシアがここまでついてきたのは、穂波と呪じゆ力りよくを同調させていたためと──この少女自身、いつきと離れるのを絶対に拒こばんだからだ。

　フォルネウスにもたれかかり、少女は今も魔ま神じんと姿をダブらせながら、細い息を続けている。

「絶対に、ですわよイツキ。もしも私がついていけなくなったら、放っていってもかまいません。ですけど、私から諦あきらめることは絶対にありませんわ」

「……だ、けど」

　少年の、声が嗄しわがれた。

　自分の言葉で少女を思いとどまらせることなど、できないのは分かっている。

　だけど、そもそも少女をこんな状態に追いやったのは自分ではないだろうか。伊庭いつきの味方さえしなければ、アディリシア・レン・メイザースがこんな惨さん状じようを呈ていさずにすんだのではないか。

　そんな自責を抱かかえた少年を見やり、アディリシアはくすりと笑った。

「私は、嬉うれしいと、思ってますのよ？」

「嬉しい？」

「ええ、一年前の京都を覚えてますか」

「……それは、もちろん」

　忘れるはずもない。京都、猫屋敷の実家で起こった事件。

　いつきがさらわれ、禁きん忌きに指定され、穂波と猫屋敷が〈協会〉に派は遣けんされることとなった一連の出来事。

「あのとき、私は〈協会〉からあなたを禁忌として始末するように言われました。そして、その命令を受け入れました」

　少女は、こう言っていたのだ。

　イツキを、殺すのだと。

　始末するのだと。

　そして、その代わりに、




　──『ただ、そのときは……私は一生この心を閉とざします。あの方に捧ささげた心なのですから、あの方と死ぬのが当然です。ソロモンの血脈を残すため、ほかの誰だれかと結ばれようと子を生なそうと、私の心が開かれることはけしてないでしょう。──もちろん、何の償つぐないにもなりません。イツキだって納なつ得とくできないでしょう。ですけれど、私に許された真実ほんとうなんて、もとよりその程度でしかありませんもの』




　アディリシアは優やさしく微笑ほほえむ。

　追いつめられていた自分。それでも折れまいと、必死に意地を張った自分。

　そんな過去の自分を、よく頑がん張ばったねと褒ほめることさえできた。

「あのときに比べれば、こんなものは天国です。痛みのうちにも入りません。身体からだが苦しいのと、魂たましいがすりつぶされるのと、どちらを厭いとうべきかなど問うまでもないでしょう」

「……うん」

　その微笑の優しさが、ひどく少年の胸をしめつけた。

　だけど、否定もできなかった。逆の立場であれば、やはり、ずっとマシだと答えたろうからだ。どれだけ身体を引き裂さかれても、こんなの痛い内にもはいらないと、やせ我が慢まんでも言うだろう。

「……いろいろ、ご破算になりましたわ」

　ため息とともに、少女は言う。

「ねえ、イツキ。私が魔神に捧げていたものは、ご存じだったかしら？」

「えと……未来、だよね」

　いつきは、瞬まばたきして答えた。

　少年は、その意味をきちんと分かってはいない。

　ただ、他人を傷つけるのではなく、自分の時間を魔術に捧げたアディリシアを──そんな風に捧げられるものを持っている少女を、眩まぶしいと思っていた。

「ええ、魔術は私の誇り。私の芯しんです。生まれながらにそういうものを持っていたことは、私にとって喜ぶべきことでした。それでも未来を捧げたことは、いささか浅せん慮りよだったかもしれません」

「……え？」

　戸惑った少年を見て、少女は軽く噴ふき出した。

「おかしな顔」

「て、アディリシアさん！」

「だって、ホントにおかしな顔ですもの」

　口元に指をおいて、何度か肩かたを震ふるわせる。

　半ば霊エーテル体と化した身は、しかしごく普ふ通つうの少女みたいに、つかのまだけその姿を留とどめた。

「ね、イツキ」

　と、少女は言う。

「だからこそ、私は魔術より大事なものを持てなかったし、持つことを許されませんでしたわ。恋こいをすることだってかなわなかったのよ。おかしいでしょう」

　可か憐れんな花のように、少女は笑う。

　幼よう稚ちなおとぎ話みたいでしょう、とそんな風に話しかける。

「でも、今は私が魔神で、魔神が私。私が捧げるものは私が捧げられるもので、私が捧げられたものは私が捧げるべきもの。なんだって許されますけど──だからこそ、遠からず私は破は綻たんしますわ。こんな不安定な状態は、長く続きません」

　続かない。

　心臓を鷲わし摑づかみにされたように、いつきは硬こう直ちよくした。

　ひょっとすると、本当にひょっとすると、〈アストラル〉と出会ってからの二年以上の月日の中で、最も少年の内側を抉えぐった言葉。

「それ、って──」

「だから、ひとつだけ、あなたにお願いがありますの」

　アディリシアは、少年を正面から見み据すえた。

　青に、緑に、光の加減で移り変わる少女の瞳は、今魔神のそれも混じらせて、なおも美しく輝かがやいた。

　とらわれたように、いつきは動かなかった。

　いいや、動きたくなかった。

　どうしてだろう。

　今だけは、この少女と向かい合っていたかった。たとえほんの数秒であっても──一分一秒が黄金よりも貴重だとしても──その時間をわけてやりたかった。

　まるで精せい一いつ杯ぱいの宝物を差し出すように、少女は少年の耳元で囁ささやいた。

「じゃあ、アディリシアさんは──」

「決めるのは、イツキです。私はそれがどんな答えでも受け入れます」

　少女が笑う。

　絶対に離はなれないと言ったその顔で、これ以上ないほどに儚はかなく。

　それでも、

「さあ、行きましょう。イツキ」

　よろめく足に力を込こめて、少女は宣言したのであった。







　ふたりは、まっすぐ遊園地の中心部へ向かって歩いた。

　ついていけなくなったら放っておいてかまわない──そう言った通り、アディリシアは一度も遅おくれなかった。

　遊園地の中心部に近づくにつれて、呪力は霧きりのごとく濃こくなっていく。半ば霊エーテル体と化した少女へも影えい響きようを与あたえているであろうに、けしてそんな素そ振ぶりは見せなかったし、いつきも少女を必要以上に庇かばおうとはしなかった。

　互たがいに、それが相手のためにならぬとよく分かっていた。

　その途と中ちゆうで、

「待って」

　少年が、少女を押しとどめた。

　薄うす闇やみに目を凝こらすようにして、そっと手を顔にあてる。指の隙すき間まからかすかなアカイロが滲にじみ、すぐに少年は口を開いた。

「やっぱり、来ましたね」

　水の涸かれて久しいウォーターライドの物もの陰かげへと、少年が声をかけた。

　妖精眼グラム・サイト。

　その前にこれ以上の隠かくれ身は意味がないと判断したか、現れた人ひと影かげはふたつだった。

　どちらも、いつきたちにとってけして忘れられない者であり、モノであった。

「悪いが、ここは邪じや魔まさせられんでござる」

「主から、そういう指令を受けた」

　隻せき蓮れん。

　ユーダイクス。

　先代〈アストラル〉を支え、いつきたちをも導いた重じゆう鎮ちんふたりがそこにいた。

　すぐ、隻蓮の方が少女の姿に気がついて、大きく目を剝むいた。

「アディリシアどの。それは……っ」

「気にしないでくださいませ。自分で選んだ道の、結果ですもの」

「……そうで、ござるか」

　無念そうに、密教僧そうは唇くちびるを嚙かんだ。

　それでもひとつかぶりを振って、改めて少年へと問う。

「若は、なぜこちらに来たでござる？　〈螺旋なる蛇オピオン〉の惑わく星せい魔ま術じゆつを止めるなら、いささかずれていよう。若の瞳ひとみで分からぬとも思えぬ。素す直なおに退ひいてくだされば、拙せつ者しやたちも無用な手を出さずにすむでござるが……」

「僕が来るべきなのは、こちらだからです」

　少年は、右目に触ふれたままで言う。

「この先から、紅あかい種の呪じゆ力りよくがこぼれてます。つまり、父さんがここに来てるんですよね」

　す、と少年が前に出た。

　次の、刹せつ那な。

　がっ、と拳こぶしが嚙み合った。

　隻蓮の籠こ手てと、いつきの拳が嚙み合った音であった。

「若……っ！」

「初めて、隻蓮さんに一手入りました」

　にっこりといつきが笑う。

　咄とつ嗟さに反応した籠手では、少年の一いち撃げきを受け止めきれなかった。

　表面に擦こすれて威い力りよくの半減した拳が、それでも隻蓮の懐ふところへ潜もぐり込んだことに、少年は快笑したのであった。

　一歩離れて、力ずくでその拳を剝はがし、隻蓮が呻うめく。

「若……石動いするぎどのからは」

「ええ、石動さんから、父さんの伝言を預かりました。それと穂波の話をつきあわせて、どうしてこうなったのか、やっと分かってきました」

　拳と拳を嚙み合わせたまま、いつきは口にした。

「だからこそ、離れて結果を待つだけなんてできません。十二年前、父さんがやりそこねたことが──失敗したという意味が分かるからこそ、黙だまって隠れてることなんてできるはずがありません」

　はっきりと、少年は続きを口にする。




「父さんは、影かげ崎ざきさんを助けたいんですね」




「…………っ」

　隻蓮が、言葉に窮きゆうする。

　その近くで、ユーダイクスは苦く笑しようするように瞳を少女へ向けていた。

「お前は私の楔くさびか。ソロモンの姫ひめ」

「ええ、そのつもりでついてきましたもの」

　アディリシアがそっと胸むな元もとに手をやる。

　先にフォルネウスを呼んでいたように、たとえ身体からだを魔神に蝕むしばまれても、少女の魔術が失われたわけではない。むしろ危険なのは魔法を強行したがゆえの暴走だ。隻蓮にせよユーダイクスにせよ、共とも倒だおれが目的ではあるまい。

「無茶をするのはもともとだが、ずいぶん狡こう猾かつになってきたな。そういう意味では私の主に似てきたか」

　ユーダイクスの言葉には、自動人形オートマタらしからぬ揺ゆらぎが混じっていた。人によっては、それを感情と呼ぶのかもしれなかった。

　隻蓮といつきは、動かない。

　文字通りの意味ではなく、触れあった拳と拳、あるいは膝ひざや肩の角度は少しずつ位置を変えていた。互いに優位を奪うばおうとする高度な攻こう防ぼうの結果として、ふたりともの動きが制限されているのだ。

　隻蓮は本人の実力によるもので、いつきは妖精眼グラム・サイトによる先読みによるものだろう。

　紅い種が埋うまっていた頃ころほどの『力』は、もはや妖精眼グラム・サイトにもない。代わりに、視みえるものをよりよく把は握あくする方向に、いつきはその能力を伸のばしていた。格かく闘とう戦の先読みも、そうした努力の賜たま物ものだったろう。

　その成果は、今ここに。

　一時とはいえ、隻蓮師匠を押しとどめるだけの『力』として。

「そして」

　と、少年は言った。

　その顔に、隻蓮はかつての少年を見た。

　彼が師となるより前、二年前の事件で再会したときでもなく──もっともっと昔、十二年前、初めて出会ったときの少年を思いだした。

　それは、先代〈アストラル〉が解散するきっかけとなった──




「そして影崎さんが、十二年前、僕を命がけで──ううん、文字通りに魂たましいを失ってまで、僕を助けてくれた人なんだ」




　　　　２




　死闘。

　その口火を切ったのは──最初に停てい滞たいに耐たえられなくなったのは、やはり女吸血鬼ツエツイーリエであった。




「汝らは嵐あらし！　汝らは雹ひよう！　汝らは災わざわい！」




　詠えい唱しようとともに、女の鋭するどい爪つめは金貨を弾はじいた。

　出処も知れぬ、古い東とう欧おうの金貨たち。そこに刻まれたるは、二十四文字よりなるフサルクと呼ばれるルーン。

　その中でも、最も破は滅めつに近しいと呼ばれる文字。




「されば喰くらえ、ハガラズ！」




　漆しつ黒こくの嵐が、夏の夜に巻き起こった。

　今までのいつよりも大きく、激しい嵐が──しかも、七つ！

　回かい避ひも防ぼう御ぎよもならぬよう、司たちの周囲にばらまかれた破は壊かいの嵐たちが、急激にその包囲を狭せばめていく。

「は！　あの泥棒猫伊庭いつきに喰らわせるつもりのとっておきだったんだがな！　今回は特別の大安売りだ、とっておけ！」

「疾チツ！」

　対して、猫屋敷の指が五芒星セーマンを描えがく。

　上方の頂点から放たれた蒼そう天てんの色の符ふは、飛ひ翔しよう半ばで雷かみなりの刃やいばと化した。

　すなわち、五行の符の中でも最速をもってなる木行符。

　九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい符ふ呪じゆ。

　ツェツィーリエの黒こく嵐らんを相そう殺さいし、その隙間を縫ぬうようにして猫屋敷たちが走り込む。残った黒嵐たちもまたそれを追って、ぐるりと曲折した。

　さらに、




「雷らい威い震しん動どう便驚きよう人じん」




　サタジットが、短い口こう訣けつを囁ささやいたのだ。

　道術。

　なかでも、大陸では雷法などと呼ばれる術だった。

　猫屋敷が使った木行符とも源を同じくする魔術は、酷こく似じした呪力の雷を発し、猫屋敷の使う符呪を封ふうじ込めた。もとより道術の魔術特性は〈中庸なる道（Taoism of Moderation）〉──呪力をニュートラルにただすものだ。

　敵対する魔術を無効化することなど、お手の物だったろう。

　残ったルーンの黒嵐が、一気に司たちを追い詰つめ、遊園地の一角へ雪崩なだれ込む。

「て、これマズ──」

　慌あわてた司の声へかぶせるように、

「……そこだ」

　と、白いインバネスが言い放った。

〈礎イエソド〉の指が、小さな球体を弾いたのだ。

　それは、弾だん力りよくのある金属糸を丸めたものだったろうか。

　地面をひとまわりすると、その球体はひとりでにほどけ、何十メートルにも及およぶ長さの金属糸を乱らん舞ぶさせた。はたしてその切れ味たるや、既き存そんのあらゆる物体を凌りよう駕がしたのだ。

　まず。

　電柱が、斜めにずれた。

　コーヒーカップが、斜めにずれた。

　ついでメリーゴーラウンドの屋根が、お化け屋や敷しきの看板が、ジェットコースターのレールが、ことごとく斜めにずれて落下して、凄すさまじい粉ふん塵じんを巻き上げた。この廃はい棄きされた遊園地の最後のショーだとでも言わんばかりに、落下音は敷地の外までも轟とどろき渡わたった。

「──へえ、なかなか派手じゃん。根暗な錬れん金きん術じゆつも使えるもんだな」

　ツェツィーリエが、舌なめずりする。

　この女吸きゆう血けつ鬼きにしてみれば、破壊とは五指に入るエンターテイメントだろう。一位に輝かがやくのが、自らの手になる殺さつ戮りくであることは変わらぬとしても。

「…………」

　サタジットは無言だった。

　かの褐かつ色しよくの肌はだの紳しん士しは、いつもそうであるように、粉塵にまみれた遊園地の敷地を見つめるばかりであった。

　それから、

「……いいや」

　と、〈礎イエソド〉自身が否定した。

「……さすがに、そうあっさりとはいかん。ガラのヤツがいれば、もう少しうまくいったのだがな」

　重く、〈礎イエソド〉は呟つぶやいた。

　彼の周りには、ぼんやりと光る霊エーテル体がいくつも浮うかび上がっていた。

　錬金術によってつくられる人工精霊エレメンタリイが、戦場を上空から見張っていたのである。

　三人は、それぞれが補い合っていた。

　ツェツィーリエがそうしたチームワークに頓とん着ちやくするとも思えず、これは〈礎イエソド〉とサタジットがあらかじめそうした役割を自分に任じていたものだろう。

　やがて、〈礎イエソド〉の言葉通り、





「仁高護我　　丁醜保我　　仁和度我　　丁酉保全

　仁燦管魂　　丁巳養神　　太陰華蓋　　地戸天門

　吾行禹歩　　玄女真人　　明堂坐臥　　隱伏藏身」






　影崎のぼそぼそとした口訣が、メリーゴーラウンドの瓦が礫れきから流れた。

　その周囲だけが幾いく多たの魔術の暴ぼう威いに耐えて、ぽっかりと無傷の空間をつくっていた。

　六ろく丁ちよう護ご身しん呪じゆ、という。

　こちらも道術。

　天と地の陰いん気きを集中させ、陽気の魔術は阻はばみ、陰気の魔術は吸収してしまうという術だった。

　とはいえ、ツェツィーリエの魔術のみならず、ほぼ物理的な被ひ害がいである〈礎イエソド〉の錬金術までも防いで見せたのは、影崎の並外れた実力によるものか。

「やあ、助かったよ」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐうように、司つかさがこめかみを擦こする。

「怠なまけないでください」

　冷たく、影崎は言った。

　個性なき異い貌ぼうは感情を窺うかがわせないが、なぜだかいつもよりずっと──感情的に思える、不思議な声こわ音ねだった。

「はいはい。じゃあ、リクエストにおこたえして」

　飄ひよう々ひようとした横顔で、伊庭司は肩かたを揉もんだ。

　その隣となりで、

「っ……」

　猫屋敷が、息を止める。

　一いつ瞬しゆん、思い出したのかもしれない。

　この三人で、チームを組んだときのことを。

　十数年も前、確かに存在した、〈アストラル〉の黄金時代を。

「……にあ」

「うにゃあ」

　主を気き遣づかってか、玄げん武ぶと青せい龍りゆうが鳴く。

　その鳴き声を背に受けて、伊庭司はにんまりと笑い、こう口にした。

「社長命令……とは言えないけれど、かまわないかな？」




　　　　＊




　穂波は、遊園地の上空を飛んでいた。

　箒ほうきにまたがり、帽ぼう子しを押さえ、油断なく地上を見下ろしながら考えている。今考えても仕方がないとは思いながらも、思考を切り離はなせずにいる。

　十二年前の、記き憶おく。

　その中でも最も印象的なのは、ある男の素す顔がおだった。

　かつてユーダイクスが、初めて〈螺旋なる蛇オピオン〉と関かかわったときの記録を教えてくれたとき、影崎は柏原かしわらと名乗っていた。

　柏原代だい助すけ。

　平へい凡ぼんとも剽ひよう軽きんととれる名前だが、実際それは影崎とはまったくの別人だった。

　一いつ切さいの個性を感じさせない今とは程ほど遠く、むしろ感情豊かでさえあった。先代〈アストラル〉の中では、隻蓮と同じぐらいにお人好よしだったかもしれない。一度は殺し合いになりかけたかつての猫屋敷を救い、〈アストラル〉に勧かん誘ゆうするような、ちょっと並外れた感性の持ち主。

「…………」

　どこか、似ているかもしれない。

　穂波が知っている少年社長と。

　そんな男だったからこそ、十二年前の事件はああなったのだ。

　十二年前に彼がいて、いつきがいて、

（あたしが、いたから……！）

　唇くちびるを、嚙かむ。

　必要以上の、自責はしない。

　そんなことでは、誰だれも救われないと知っている。

　しかし、事実の検証も必要だった。たとえば、〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉に迷い込んだのがいつきだけだったなら、さほどの悲劇にならなかっただろうということ。

　妖精眼グラム・サイトでうっかり霊脈レイラインを覗のぞいてしまったとしても、せいぜい〈竜りゆう〉と接せつ触しよくしてしまうだけですんだはずだ。その内側に秘されていた紅あかい種を引きずり出すには至らない。

　それには、もうひとつの素質が絡からんでいた。

　もうひとつ。




　つまり、それは穂波の──




　　　　＊




「そして影崎さんが、十二年前、僕を命がけで──ううん、文字通りに魂たましいを失ってまで、僕を助けてくれた人なんだ」




　その言葉に、隻蓮が硬こう直ちよくした。

　つながれた拳こぶしと拳は、徐じよ々じよに隻蓮の側へ押し込まれていく。このレベルの闘とう争そうとなれば、精神の揺ゆらぎがそのまま物理的な結果へと結びつく。

　押し込まれた分だけ隻蓮の身体からだが揺らぎ、一歩密教僧そうは後ずさった。

「若……」

　隻蓮が呻うめいたとき、

「もう、隠かくしても無む駄だじゃないかしら。ほとんどバレちゃってるみたいだもの」

　優美な声が、夜の遊園地へ響ひびいた。

「え」

「何!?」

　振ふり仰あおいだ隻蓮の頭上を、ひゅっと素早い影が躍おどった。

　一いつ匹ぴきの猫ねこが、遊園地の地面へと降り立ったのだ。

　いかにも人工物めいた羽のついた、青みがかった灰色ロシアンブルーの猫であった。

「先生！」

　いつきが、目を見開く。

　ヘイゼル・アンブラー。

　いつのまにか〈アストラル〉から姿をくらましていた、猫の姿をした魔ま女じよだった。

「ごきげんよう、若社長」

　灰色猫の顔で、ヘイゼルはにっこりと笑って見せる。人間だった頃ころの笑え顔がおまで見えるような、不思議な表情であった。

「先生、今までどこに」

「ちょっと野や暮ぼ用よ。レディの一日なんて訊きかないのが礼れい儀ぎでしょう」

　悪戯いたずらっぽく言って、くるりと瞳ひとみをきらめかす。

　ひょい、と前まえ脚あしをつきだして、いつきと隻蓮の間へ割り込む。すると、弾はじかれるようにふたりが距きよ離りを取った。羽猫がふたりの呼吸とタイミングをはかった結果であった。

「そっちも、かまわないわね？」

　水を向けると、ユーダイクスとアディリシアがともに身体の力を抜ぬく。とりわけアディリシアはぐったりと建物の壁かべへもたれかかり、ヘイゼルもつかのま目を細めた。

　それから、改めていつきへ訊いた。

「十二年前のこと、どこまで分かったの？」

「…………」

　少し黙だまってから、少年は口を開く。

「アンブラーの忌いみ児ご……と、以前ダリウスさんに聞かされました」

　一年前。

　初めてダリウスと会った、ロンドンでの事件のことだ。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の仕し掛かけた魔術によってテムズ川が氾はん濫らんし、〈協会〉が大きな打だ撃げきを受けた事件の終息後、ダリウスは少年へこう告げたのだ。




　──『早く、あの忌み児と手を切ったほうがいい』

　──『アンブラーの名は災わざわいを呼ぶぞ』




　当時は、ただの脅おどしだと思っていた。

　しかし、後になって、そこに含ふくまれた真実をいつきは思い知った。

「そうね。もともと私の──私の先祖から引き継ついだ血が、最初のきっかけだもの」

　ヘイゼルも認め、うなずいた。

「あの〈幽霊屋敷〉は、単に〈竜〉と接触しやすい霊れい穴けつであったというだけよ。普ふ通つうの人間が行ったところで、少し怖こわい思いをする程度でしょう。でも、あなたとあの子とふたりが揃そろってしまったから、まったく違ちがう事態が生じてしまった」

〈幽霊屋敷〉。

　穂波が誘さそい、いつきが誘われてしまった場所。

　あの場所で起きた悲劇。〈アストラル〉が解散するに至った事件。

　その悲劇の、原因。

「穂波の……血ですか」

「ええ。その結果を、あなたはもう見てるはずよ」

「…………」

　いつきは、黙り込む。

　そう、見ていた。

　分かっていた。

　ここの〈竜〉が、幼い頃の穂波と似た姿をしていた理由。いいや、そもそもここの〈竜〉が人間としてのカタチを持っていたその原因。

　アストラルなどと名前がついたのは、あの〈竜〉自身が求めたからではなかったか。

「ここの〈竜〉は特別だと、〈螺旋なる蛇オピオン〉にも言われました」

「そうね。でも、それは彼らが紅い種を生むように仕掛けたからだけではないわ。それだけなら、あなたも私ももっと楽でいられたでしょう。あの〈竜〉が何と似ているか、あなたはとっくに知っていたでしょう？」

　知っている。

　あの〈竜アストラル〉と、とてもよく似た存在。

　黒と白。

〈協会〉と、〈螺旋なる蛇オピオン〉の双そう方ほうの頂点に立つモノ。

　そして、あの伊庭司がつくろうとしていると、そう言ったモノ。

　とっくに予想はついていた。今は、ただその確かく認にんをしているだけだ。だからこそ、いつきは拳を握にぎりしめ、口を開く。

「じゃあ、あそこで穂波がやったことは……」

「ええ、私たちの血が、あそこの〈竜〉と反応してしまっただけ」

　ヘイゼル・アンブラーはうなずいた。

「私たちの血が引き継いだ魔術は──〈竜〉をもって、第三団サード・オーダーにつくりかえてしまう──そういう呪のろいなのよ」




　　　　＊




「滅ほろべっ！」

　動いたのは、〈礎イエソド〉だった。

　仮面の自動人形オートマタは、インバネスを翻ひるがえして試験管を放つ。中身は万物融化剤アルカヘスト。司たちがいかなる魔術を使おうが、そのすべてを溶とかし尽つくすはずの一撃だった。

　しかし。

　その試験管が放たれるより早く。

　伊庭司は、告げた。

「猫屋敷、対カテゴリーＪ魔術・術式Ｆ０５」

　無意味とも思えるアルファベットと数字に、猫屋敷が従う。




「疾チツ！」




　選ばれた漆しつ黒こくの霊れい符ふは五芒星セーマンの頂点より放たれ、飛ひ翔しよう半ばで強きよう烈れつな怒ど濤とうと化したのだ。

　すなわち、黒こく龍りゆう北ほく斗と水すい帝てい符ふ呪じゆ。

　いかな万物融化剤アルカヘストとて水は溶かせぬ。

　試験管を砕くだいた水流は万物融化剤アルカヘストを吞のみ込んだまま仮面の錬れん金きん術じゆつ師しへと襲おそいかかり、必死に〈礎イエソド〉は回かい避ひした。それでも避さけきれず、水をかぶった右みぎ腕うではどろりと溶けた。

「……っく！」

〈礎イエソド〉の対応は、迅じん速そくだった。

　おそらくは先の金属糸と同様の刃は物ものを使ったのだろう。自ら肩かた口ぐちを一いつ閃せんすることにより、右腕を切り離はなしたのである。ごとりと落ちた右腕は地面を巻き込んで溶よう解かいし、不気味な水たまりと化した。

　ほぼ同時に、ツェツィーリエも動いている。

　新たな金貨を握りしめ、女吸きゆう血けつ鬼きが吼ほえた。




「汝なんじらは氷！　汝らは凍とう──」




　手のひらに隠した金貨のルーンは、[image: イーサ]（イーサ）

　女吸血鬼の得意とする、氷のルーン。

　しかし、これも新たな司の言葉の方が早かった。

「柏原、猫屋敷、対カテゴリーＲ魔術・連れん携けい術式Ｄ１４、Ｆ０４。照準は右手へ！」





「五雷使者　五丁都司　懸空大聖　霹靂轟轟

　朝天五嶽　鎮定乾坤　敢有不從　令斬汝魂！」






　攝せつ邪じや咒じゆ、という。

　雷らい鳴めいにも似た叫さけびで、敵や悪あく霊りようを麻ま痺ひさせる道術だ。

　肉体機能の多くを魔術に依い存そんしたツェツィーリエに、その術は遺い憾かんなく性能を発揮して見せた。まさしく雷かみなりに打たれたごとく、女の神経までも呪じゆ力りよくが貫かん通つうして、痙けい攣れんにのたうちまわる。

　ばかりか、

「疾チツ！」

　ツェツィーリエが使おうとしたルーン魔術さえも、不完全ながら大地に氷の茨いばらを伸のばしかけたところで、猫屋敷の火行符に薙なぎ払はらわれたのである。

　いわく、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。

　道術に麻痺したツェツィーリエの肌はだが炎ほのおに炙あぶられ、すんでのところで別の『力』によって守られた。

「サタ……ジット……」

「動かないでくださいませ」

　褐かつ色しよくの肌をした〈螺旋なる蛇オピオン〉の道士が周囲に結界をつくりあげ、炎を阻はばんでいたのだ。

　真しん紅くに照らされるサタジットの横顔を見て、ツェツィーリエは身をくの字に折った。

「か、は……！」

　唇くちびるの端はしから、血泡あわがこぼれる。

（読まれ、てた……っ!?）

　痺しびれた身体からだで、ツェツィーリエは思う。

　自分も、先の〈礎イエソド〉も、けして当たり前の戦い方などしていない。〈螺旋なる蛇オピオン〉という外げ道どうの集団にある以上、彼らの魔術はいずれも実戦で磨みがかれ抜ぬいた我流のものだ。本質としてはそれぞれの魔術に依存しているが、技法や理論はまったく別個のものと言っていい。

　なのに、伊庭司はそれに反応した。

　一度ずつ、それぞれの魔法を見ただけで。

（あたしの性質だけじゃなくて……埋うめ込んだ呪物フエテイシユや……魔ま術じゆつの構成まで……）

　右手の呪物フエテイシユ──栄光の手ハンドオブグローリイすら、いまので沈ちん黙もくした。

　まるで、自分がどのような術を、どのようなタイミングで使うか、最初から見み透すかされていたみたいだった。伊庭司と出会ったことなど、これが初めてだというのに──！

　対して。

　伊庭司は、ほっと息をついて見せた。

「はは、良かった。ふたりとも覚えててくれたんだ。すっかり忘れられて、何それって顔されたらどうしようかと思ってた」

「無理矢や理り仕込まれましたから」

　笑った司に、猫屋敷が憮ぶ然ぜんとした顔で言う。

　もちろん、先のキーワードのことだ。

　先代〈アストラル〉をつくった後、伊庭司は独自にカテゴリした魔術のキーワードと、その迎げい撃げきパターンを社員全員に覚えさせたのだ。後から入社した猫屋敷もこの例外ではなく、司の言葉をすぐさま反映させられるように、ずいぶんしごかれたものである。

　しかし、その効果は──今見ての通りだ。

　術者本人さえ把は握あくしきれぬ魔術の結果を完全に予測し、伊庭司はその先を行く。

　ゆえに、妖精博士フエアリー・ドクター。

　魔法使いならざる魔法使い。

「とりあえず、人の名前を間ま違ちがえずにいてもらえれば」

「ええ！　だって柏原くんは柏原くんだろう」

　素すっ頓とん狂きような声で、司が抗こう議ぎする。

　対する影崎は、ただつまらなげにため息をついた。

「だいたい、いろいろもったいつけてますが、あなたの先読みなんて八割方は勘かんでしょう。何が妖精博士フエアリー・ドクターですか」

「だからそういうネタバラシはやめろって。こういうのは過か積せき載さいなぐらいに、いろいろ設定を盛り込むから面おも白しろいんでしょ！」

　なんともずれた掛かけ合いを、ふたりが繰くり広げる。

　ほんの少し、影崎が眉まゆをひそめた。

「あなたは、変わりませんね」

「君は変わったけどね」

「……さっさと終わらせましょう」

　視線を切り、影崎が〈螺旋なる蛇オピオン〉へと振ふり向く。

　その延長上で、

「……いえいえ、そうもいきません」

　サタジットが立ち上がっていた。

　細く息を吐はき出し、褐色の肌の魔法使いはスーツについた煤すすを払って落とした。今の攻こう防ぼうにあっても、この男だけはほぼ無傷で凌しのいでのけていた。

　そのまま、すっと頭に帽ぼう子しを戻もどし、

「こちらにも、切り札はございます」

　と、囁ささやいたのだ。

「お前……っ」

〈礎イエソド〉が、ぐるりと振り返る。

　片腕になった自動人形オートマタは、急にエネルギーが枯こ渇かつしたかのような、ぎこちない声をあげていた。

　その横を歩きながら、サタジットは軽く会え釈しやくする。

「〈礎イエソド〉、あなたは律りち儀ぎな方でしたね。三柱の一角として滅めつ多たに外界に出られなかった私にも、変わらず接してくださいました」

　続けて、

「ツェツィーリエ。あなたの残ざん酷こくさと獰どう猛もうさは、まるで炎のように好ましかった。隣となりにいるだけで、ひさかたぶりに生きている気分になれました」

「変なこと言うな。んなことより、何をするってんだ」

　まだろくに動けない身体で、女吸血鬼は鋭するどい牙きばを剝むいた。

　すると、サタジットは──ひどく珍めずらしいことに──いつも仏頂面だった表情に笑えみを浮うかべて、言ったのだ。




「──羽化登仙」




　その言葉に、緊きん張ちようを漲みなぎらせたのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉のふたりだけではなかった。

　猫屋敷と司。

　いや、影崎すら、ほんのかすかに表情を動かしたのだ。

「てめえ……！」

　呻うめいたツェツィーリエに、サタジットは杖つえを回し、軽く笑った。

「タブラ・ラサ様をよろしくお願いします」

　杖を、突つく。

　これまでも何度となく行った仕草。

　しかし、これまでにはなかった異変が、布留部市の天と地を揺ゆるがした。




　　　　３




「第三団サード・オーダーをつくる『力』」

　羽猫ねこは語る。

　ヘイゼル・アンブラーは語る。

「それが、アンブラーの血よ。〈協会〉でもずっと秘せられていた──あたしが〈魔女の中の魔女〉なんて呼ばれた理由のひとつ。同じ血に連なるあの子ダリウス・レヴイが副代表なんて務められるわけ。ああ、あれがあたしの子なのは知ってたわよね？」

「……はい。オルトくんから、聞きました」

　いつきが、唾つばを飲み込む。

　その反応に、羽猫は小さくうなずいた。

「そう。じゃあ、いままで言えなかった理由も分かるわね？」

「下手に知ったら……穂波も僕も、〈協会〉の監かん視しから逃のがれられなくなるから……ですね？」

「ええ、だから隻蓮くんやユーダイクスくんにも、つい最近まで知らせてなかった。まあ、〈協会〉でも知ってる魔法使いはほとんどいないけれどね。第三団サード・オーダーなんてひとりいれば十分。本質的にはとっくに時代遅おくれの、不必要な血統と術式なのよ。血も薄うすれて久しいし、穂波にはもうそんな『力』は残ってないと思ってたわ。あの日までね」

「…………」

　少年は、黙だまり込む。

　想像していたとはいえ、その答えはあまりに重かった。

　当然だろう。第三団サード・オーダーには多くの魔法使いを統すべるだけの権けん威いがある。それをつくる血統など、秘中の秘にならぬはずがない。

　隻蓮もユーダイクスも、はたまたアディリシアも、今は黙してヘイゼルの言葉に耳を傾かたむけるばかりであった。

「じゃあ、昔の穂波が、〈竜りゆう〉のアストラルを第三団サード・オーダーにしてしまったんですか……？」

「ほんの片へん鱗りんだけど、ね」

　羽猫は、再び肯こう定ていする。

　もちろん、本来なら勝手に発動するようなものではない。ましてや子供だった穂波がどうこうできるような術でもない。

　だが、布ふ留る部べ市しの〈竜〉は、紅あかい種を生むべく調整された霊脈レイラインだったのだ。

　昔、布留部市に来らい襲しゆうした〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いは言った。

　紅い種とは、『魔法使いを魔法にする』ための呪物フエテイシユだと。実際、この呪物フエテイシユを使うことで、オズワルド・レン・メイザースは不完全ながらも自らを魔法へと変へん換かんせしめた。

　だとすれば。

　もうひとつの使い方も、想像できるだろう。

　つまり、紅い種は『魔法を魔法使いにする』ための──第三団サード・オーダーをつくるために必要な呪物フエテイシユでもあったのだ。

　ゆえに、穂波の血は霊脈レイラインに反応した。

　第三団サード・オーダーをつくるために必要な血と呪物フエテイシユの両方が揃そろい、そこに妖精眼グラム・サイトというあらゆる魔術を見み極きわめてしまう──引きずり出してしまう瞳ひとみの主が居合わせてしまったという不運のために。

「単に、不運とは片付けられないでしょうね」

　羽猫の目が細められる。

「東洋の魔法使いたちがよく言うように、あらゆる物事には流れがあるもの。強い呪じゆ力りよくと親和性を持ったあなたたちが、ここの〈竜〉に引き寄せられたのはある意味で必然だったんでしょう。一番間ま抜ぬけなのが誰だれかというならば、簡易の封ふう印いんを仕し掛かけただけでなんとかなると思っていたあたしたちのことだわ」

　自じ嘲ちよう気味に笑って、羽猫は付け加える。

「それで……〈竜アストラル〉は」

「暴走したわ」

　ふるり、と羽猫がかぶりを振った。

「血はあれど、穂波には肝かん心じんの術式を教えてない。そもそも教える気もなかったしね。紅い種だってまだ収しゆう穫かく時期には遠い不完全な代しろ物もの。あなたの妖精眼グラム・サイトがそのふたつを結びつけてしまったけれど──だからといって、そう簡単に第三団サード・オーダーをつくれるはずもない」

　だから、霊脈レイラインは暴走した。

　単なる暴走ではない。

　第三団サード・オーダーになりかけた──紅い種と妖精眼グラム・サイトと霊脈レイラインと、そのすべてが相乗して、布留部市を駆かけ巡めぐったのだ。

「ひどいものだったわ」

　羽猫の声こわ音ねは、当時の惨さん劇げきを再現するように低く、地を這はった。

「ほかの誰も気がつかなかったでしょうけど、当時の布留部市は魔ま術じゆつ的に崩ほう壊かい寸前だった。霊脈レイラインに引きずられて、どんな天災が起きてもおかしくなかった。あの〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉を中心にして、まるで地じ獄ごくが口を開いたかのようだったのよ」

　地獄。

　いかに伊庭司といえど、また当時の〈アストラル〉といえど、この暴走をとどめて渦か中ちゆうのいつきや穂波を救うのは不可能といってよいほどの。

　本来なら、あの場でいつきと穂波が命を失うことこそが流れの必然だったろう。

　自然な流れ。

　運命とも宿命ともいうべき、決定事じ項こう。

　なのに。

「なのにね、あなたたちをあの子が救ってしまった」

　今度のあの子は、誰だろう。

　もはや分かりきった答えを、羽猫は口にする。

「影崎は──ううん、柏原くんはね。あなたたちを救ってしまった。ついさっき、いつきくんが言った通りの代だい償しようを払はらってね。別件の依い頼らいで街から離はなれていたユーダイクスくんたちが駆けつけたのは、その直後。それでも異変は感じて、最速で戻ってきてくれたみたいだけどね」

　その方法こそが。

　その代償こそが。

「それ、は──」

　言いかけて、突とつ然ぜん少年は右目を押さえた。

「──あ、かっ！」

　肺にたまった息を、吐はき出す。

　耐たえかねた痛みが、火花のごとき激痛が、そのまま口を突いたかのようだった。

「イツキ！」

「若！」

　アディリシアと隻蓮が駆け寄り、少年は手をあげて彼らを制した。

「だ、だいじょう、ぶ……前、ほどじゃ、ない……」

　この右目に、紅い種が埋うめ込まれていたときほどではない。あのときのような『声』は聞こえない。

　しかし、この凄せい絶ぜつな呪じゆ力りよくには覚えがあった。

　天と地を同時に引き破るかのようなこの呪力に──何もかもを屈くつ服ぷくさせずにはおかぬこの呪力の在り方に、心当たりがあった。

「今の、は……」

　少年の言葉にうなずくように、羽猫は視線を夜空へと投げかけた。

「やっぱり……いたのね」

　ヘイゼル・アンブラーが、囁ささやいた。




　　　　＊




　布留部市上空。

　飛行船の、内部。

　ゴンドラ最後部に設けられた部屋で、ニグレドは、ほんの少し宙を浮いていた。




「再び富むことなく、力も永らえず、その家畜は地に広がらない（non ditabitur nec perseverabit substantia eius nec mittet in terra radicem suam）」




　呟つぶやきは短く。

　されど、奇き蹟せきは力強く。

　たとえ妖精眼グラム・サイトならずとも、魔法使いならば、その周囲に搔かき集められる呪力の強大さに放心し、自らの卑ひ小しようさを思い知っただろう。およそ並みの魔法使いに百倍するほどの呪力が、その場には集まっていた。

　根こそぎに搔き集めた呪力によって、ニグレドは布留部市の空中から、霊脈レイラインに働きかけていたのである。

　惑わく星せい魔術の、妨ぼう害がいだ。

　形式としては、祓魔式エクソシズムに近かった。

　霊脈レイラインを侵しん食しよくしつつある〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔術を抑よく制せいすべく、ニグレドは自ら飛行船へ魔法円を敷しいていたのだ。飛行船自体の航路も、その魔法円と相そう互ごに補完しあうよう、プログラミングされている。極東に支部が少ない関係上、もともとこの飛行船は、儀ぎ式しき魔術を強化できるようにつくられていた。




「彼は暗黒から逃れられない。熱風がその若枝を枯らし、神の口の息が吹き払う（non recedet de tenebris ramos eius arefaciet flamma et auferetur spiritu oris sui）」




　呪文は続く。

　呪力は蠢うごめく。

　しかし、

（……こちらが、不利か）

　冷静に、ニグレドは判断した。

　タブラ・ラサと違ちがい、霊脈レイラインへの直接接続を果たしてない以上、分は〈螺旋なる蛇オピオン〉の方にあった。

「…………」

　徐じよ々じよに、徐々に、惑星魔術は進行していく。

　極大の魔術回路が、動いていく。

　回転する。

　この惑星ほしを蹂じゆう躙りんすべく、ゆっくりと──着実に、その歩みを進めていく。

「……いかがですか」

　と、訊きく声があった。

　ニグレドは、振ふり返らない。相手が誰かなど尋たずねるまでもなかったし、黒い肌はだの少年にしてみれば、そもそも視覚に頼たよる必要さえなかったのだ。

　すぐ近くに、ダリウスが立っていた。

　厳げん粛しゆくな面おも持もちでこちらを見つめる壮そう漢かんへ、

「やはり、足りん」

　と、ニグレドは口にした。

「一進一退もいいところよな。こちらも、お前の部下がつくってくれた鏡人形のおかげで、なんとか介かい入にゆうできているがな」

「は、はは、はい」

　近くにいたギョームが、首をすくめる。

　この小男も、〈協会〉代表たる少年に協力していたのだ。

　魔法円の外周に、一枚の鏡が安置してある。不思議なことに、その表面にはこの場にいない人物が映っているのだった。

　伊庭いつきが。

　ギョームがつくった伊庭いつきの鏡人形は、もうひとつあったのだ。

　それによって、ニグレドは間接的とはいえ、この霊脈レイラインに干かん渉しようするだけの権利を得た。伊庭いつきとこの都市の霊脈レイラインが、呪的関係性を持つことについては今いま更さら説明するまでもないだろう。

　しかし、模も倣ほうは模倣に過ぎない。

　メルキオーレの遺のこした術式によって、直接介入しているタブラ・ラサには劣おとる。

　同じ第三団サード・オーダーとして『力』が互ご角かくである以上、条件の劣れつ悪あくさをはねのけるには至らない。

「……ふむ」

　と、ダリウスが顎あご髭ひげをさする。

　それから、不意に飛行船の窓から、地表を見下ろした。

　布留部市郊こう外がいの遊園地から、壮絶なる呪力の噴ふき上がるほんの数秒前、壮漢は確かにこう嘆たん息そくしたのだ。

「……ああ、やはり、向こうにもいたか」




　　　　＊




　世界が、破れた。




　　　　＊




　サタジットの身体からだから、『力』が迸ほとばしった。




　地上から天空へと、いくつもの赤黒い線が走ったのだ。

　数百、数千、数万──いいや、数千万という朱しゆ線せん。それはひとつ残らずどくどくと脈動し、凄すさまじい呪力を運んでいった。

　血管と、誰だれが気づいたろう。

　生命の源を血液と定義するならば、それを運ぶ血管が最初につくられるのは、必然の理ことわりか。

　血管の周囲から、ぶくぶくと泡あわ立だつように桃もも色いろの肉が膨ふくれ上がった。

　肉に挟はさまれるようにごつごつした骨が生じ、ほぼ時を同じくして、神経や軟なん骨こつもカタチをつくっていった。

　いずれも霊エーテル体であるがゆえ半はん透とう明めいのままで、しかし現実の生々しさを備えたまま、布留部市の空も大地も制圧する。不気味な肉の塊かたまりには、たちまち薄うすっぺらい皮ひ膚ふが貼はり付いた。薄っぺらいと見えるその厚さだけで、大の男が両手を広げた以上の厚さがあるのだった。

　それが、指の一本に過ぎぬ。

　想像もできぬほどに、巨きよ大だいな人の影かげ。

　雲を突つき抜ぬけ、星々以上の高みから睥へい睨げいする、巨人の姿。

　かつて、同じ現象は二度起きた。

　一度は、ロンドンで。

　一度は、京都で。

　そのたびに世界をひしぐ呪力の圧は、卑小な魔ま法ほう使つかいたちすべてを嘲あざ笑わらいながら、何もかもを蹂躙していったのだった。

　再び──いや、三み度たび。

　今度ばかりは、術者を替かえて。




〈螺旋なる蛇オピオン〉のサタジット──その真の『力』が解き放たれようとしていた。




　　　　＊




「あのときと、同じ……」

　夜空を見上げ、伊庭司は初めて呻うめいた。

　羽う化か登とう仙せん。

　それは、前赤せき壁へきの賦ふと呼ばれる詩に出てくる言葉だ。

　浩浩乎如馮虚御風（こうこうことしてきよによりかぜにぎよして）、而不知其所止（そのとどまるところをしらざるがごとく）、飄飄乎如遺世獨立（ひようひようことしてよをわすれてどくりつし）、羽化而登仙（うかしてとうせんするがごとし）。

　詩人・蘇そ東とう坡ばが、赤壁の風景を見て吟ぎんじた詩の一節。

　月がたゆたい、川の輝かがやきが天まで届くようなその景色を見ていると、俗ぞく世せを忘れて羽を生やし、仙人となってしまいそうだと。

　空にありし仙人。

　つまりは、天仙のこと。

　古くより大陸で信じられてきた、仙人のカタチ。

「…………」

　影崎は、気け怠だるげにサタジットを見つめた。

「ご存じでしょう」

　すると、ゆるゆると身体を薄れさせながら、サタジットが口にする。

「本来、天仙は一度しか『力』を行使できませぬ。それは、天仙となったものが、そのまま世界と同化してしまうからでございます。ゆえに、天仙が『力』を使えるのは天仙に目覚めてより、世界と同化するまでのほんのつかのまということになりましょう」

　それは、魔法使いが魔法になる現象と、本質は同じ。

　ただ、魔法使いが魔法になる場合、世界と相あい容いれず呪じゆ波は汚お染せんを撒まき散らす禁きん忌きと化すのだが、東洋の魔術系統──とりわけ道術の場合は、その思想体系から既き存そんの世界に溶とけ込んでしまう。

　その存在を、その個性を失ってしまう。

　だが。

　代わりに、天仙は世界そのものと同化する直前、『世界の力』を使うことを可能とする。いかに強力でも個の『力』ではなしえぬ、セカイそのものの『力』。

「……あなたもそうなるはずでございました」

　サタジットの声が、次し第だいに遠くなっていく。

　その分だけ、彼の身体より放たれた無数の毛細血管は存在感を増して、世界とつながっていく。

　元来、実体を持つ生物が霊エーテル体になるというのは、異常な現象なのだ。死せる者が幽ゆう霊れいとなったり、ソロモンの魔神などが一時的に呪力を凝ぎよう集しゆうして仮の実体を持つことはあれど、その逆に物質アツシヤー界の存在がそのまま霊エーテル体になることはまずありえない。

　その、ありえないことを、サタジットは自らの身で体現する。

　ゆるゆると薄れた分だけ、身体は物理法則を離はなれて、巨大な呪力の塊と化していく。

「……ダリウス・レヴィがいかなる法で、あなたを大地にとどめたかは知りませぬ。しかし、あなたは確かに天仙の『力』を持ったまま、人間の個体として〈協会〉に所属した。魔法使いを罰ばつする魔法使いの筆頭として、〈協会〉の支配を推おし進めたその『力』は疑うべくもありません」

　影崎という個人──いや個体の残した影えい響きようの大きさを、サタジットは口にする。

　それがなかったなら、あるいは〈螺旋なる蛇オピオン〉はすでに勝利していたかもしれぬ。少なくとも、この大魔術決闘グラン・フエーデにおいて、こうも苦戦を強しいられることはなかったろう。ダリウスの仕し掛かけた罠わなも策も、あくまで影崎という後うしろ盾だてがあってこそだ。

「しかし」

　と、サタジットは否定した。

　もはや、彼の姿はほとんど視し認にんできぬ。

　サタジットという『個』は消えて、世界という全体に重なっていく。

　サタジットは──いまや巨人となった魔法使いは、問う。

「そのあなたでも、同じ真正の天仙にかないますか？」

　全身全ぜん霊れいを込めて、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーは問う。




「このためだけに、こういうときのためだけに、百年以上地上へとどまった魔法使いの妄もう念ねんを留めることがかないますか……？」




「……ああ」

　影崎は、低く口にした。

「結局、こうなりますね」

　胸むな元もとから細葉巻シガリロを取り出すと、ひとりでに先せん端たんへ火が灯ともった。

　一服だけして、すっと手を横に伸のばした。

「柏原く……」

　呼びかけた司へ、

「どいていて、ください」

　短く、男は言った。




　　　　＊




「今の、は──」

　夜空を覆おおう呪力の凄まじさに、いつきが右目を押さえている。

　以前なら間ま違ちがいなく身動きがとれなかっただろう。

　いつきだけではない。

　さしもの隻蓮やユーダイクスも表情に緊きん張ちようを漲みなぎらせ、夜空を蹂じゆう躙りんする巨人の影を見つめていた。アディリシアは霊エーテル体になりかけた自分の身体を搔かき抱いだいた。

「柏原くんじゃないわね。呪力の肌はだ触ざわりが違うもの。〈螺旋なる蛇オピオン〉の──そうサタジットとか言ってた魔法使いが、こういう呪力をしてたかしら」

　羽猫ねこが夜空を見上げて、髭ひげを震ふるわす。

　個人ごとの呪力の性質を、羽猫は見分けられるらしかった。

「拙せつ僧そうたちも、向こうに合流するでござる」

「失礼する」

　隻蓮とユーダイクスが、続けて呪力の中心部へと身を翻ひるがえす。

「隻蓮さん！　ユーダイクスさん！」

　いつきの叫さけびに、ふたりは一いつ瞬しゆんだけ振ふり返った。

　隻蓮はにこりと笑った。

「ここまでの無礼、平にお許しを。どうぞ若はお達者で」

「無事を祈いのる」

　ユーダイクスは、変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらで告げた。

　ふたりとも、それだけで大きく跳ちよう躍やくし、遊園地の闇やみへと消えていった。

「待っ──！」

「いつきくん、アディリシアさん」

　羽猫の言葉が、走りかけた少年を釘くぎ付づけにした。

　少年を追いかけようとしていた少女もまた、羽猫の方へ振り返った。

「あなたたちは、まだここにいなさい。話にはまだ続きがあるもの」

「続き、って──もう」

「ええ、ほとんど分かっているでしょうね」

　抗あらがおうとした少年に、羽猫はうなずきを返す。

「さっきまであたしが言ってたことは、ほとんどあなたの推測通りでしょう。いつきくんの洞どう察さつ力はたいしたものよ。九十九％まで、多分あなたの考えはあたってる。でも、あなたの反応を見る限り、最後の一％だけは理解し切れてないわ」

「最後の、一％？」

「そうよ。最後の一ピース」

　羽猫が、うなずく。

「だから、あなたたちはもう少しだけここにいなさい」

　珍めずらしいことに、羽猫はとても優やさしい声で告げたのであった。




　　　　＊




　地上で、影崎が巨きよ人じんを見上げたときだった。

　空中からは、壮そう漢かんが影崎のいるあたりを見下ろしていた。

「やはり、使い潰つぶすことになるか」

　ダリウスであった。

　飛行船の窓から、いまだ壮漢は地表を見下ろしていた。

　神の視点であった。王の視点であった。天上より人の愚おろかな行いを睥へい睨げいするごとくに目を細め、ダリウスはゆっくりと口を開いた。

　獅し子しが、吼ほえた。

「〈協会〉の名において、ダリウス・レヴィが第七の契約を許す──！」




　　　　＊




　ずくん、と大きな鼓こ動どうが鳴ったように思えた。

　心臓の、鼓動のようだった。

　ひとつの山ほどもある巨大な心臓が鳴れば、こんな音になるだろうか。

「柏原……く……」

　その音に圧され、伊庭司が片耳を押さえた。

　もう片方の手を、伸ばす。

　影崎の方へ。

　そして、




「──お疲つかれさまです」




　素っ気ないその言葉が、彼の最後の挨あい拶さつだったろうか。

　次の瞬間、爆ばく発はつ的に呪力が膨ふくれ上がった。

　膨れ上がる。

　膨れ上がる。

　膨れ上がる。

　まるで入道雲のように、あるいは暴風雨のように、ありえないほどの速度と規模で空間をたちまち侵しん略りやくする。

「くお──！」

　これはツェツィーリエが呪じゆ力りよくを高め、顔を覆った。

「…………っ！」

〈礎イエソド〉もまた、周囲に結界用の水すい晶しようを放って、歯を食いしばった。

　かの吸きゆう血けつ鬼きや自動人形オートマタすら、防ぼう御ぎよ行動をとらずにいられないほどに呪力の席せつ巻けんは常識はずれであった。

　何の魔ま術じゆつでもなく、攻こう撃げき的な意図さえなく、それでも〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーを圧あつ倒とうする呪力。

　闇夜を喰くらったような別種の暗黒が、目の前に広がっていた。




　都市を丸ごと摑つかみ上げられそうなサタジット天仙の巨人に匹ひつ敵てきする、もうひとりの巨人がひどくゆっくりと身をもたげたのであった。
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　　　　４




　二柱の巨人を見上げたのは、遊園地の人間だけではなかった。

　市内のある地点では、ふたりの魔法使いが顔をあげて呻うめいたのだ。

「ありゃあ……」

「だいだら……」

　紫し藤どう辰たつ巳みと、橘たちばな弓ゆ鶴づるだった。

　どちらも葛かつら城ぎ家において、かつて守もり人を務めていた魔法使い。

　彼らの言葉は、二年前の奈な良らの事件に端たんを発している。かの事件でも、今の巨人と同じような存在が目もく撃げきされたのだ。

　だいだら。

　だいだらぼっち。

　地方によっては、だらぼうとも、でいらんぼうとも呼ばれる巨人の伝説。

　どちらも似た存在ではあった。意思を持つ呪的現象が、その『力』の安定しやすいカタチとして、ニンゲンのそれを選んだというだけのことだからだ。

　だからこそ、彼らはうなずきあった。

「辰巳」

「ああ」

　巨漢は、その分厚い胸を叩たたく。

「いつきのヤツが言ったように……準備を進めるぜ」




　　　　＊




　同じく、布留部市にて。

「──は、ホントにでたらめだよな」

　同じく上空の巨人を仰あおいで、瘦やせた青年はけった糞くそ悪そうに口にした。

　胸むな元もとのロケットをいじり、細い息をつく。

　石動圭けい。

　ロケットをいじる手には、一枚のクレジットカードが挟はさまれていた。伊庭司から受け取った報ほう酬しゆうだった。パスワードも聞いており、好きに引き出して良いと言われている。

　その金額はもちろん、一いつ緒しよに提供された呪物フエテイシユの数々も、魅み力りよく的だった。彼の劣おとった呪力を補うのに最適な、それこそ喉のどから手が出そうになる逸いつ品ぴんばかりだったからだ。




　──『息子むすこの関係を調べたんだけどね。君が一番伝言役には適切そうだからさ。柏原くんと長い付き合いみたいだから、いつ伝言するかのタイミングもはかりやすいだろうしね』




　タイミングとは、要するにあの男が紅あかい種を奪うばって、〈協会〉に白旗をあげた後ということだった。

　多分一日目の後半になるだろうと予言したその通りに、事態は進んでいた。




　──『別に〈協会〉に忠誠を誓ちかってるわけじゃないし、裏切るわけでもないからかまわないだろ？　余よ裕ゆうがあったら、ついでに息子のバックアップとかしてくれると助かるかなー？』




　茶目っ気たっぷりに、あの男は話していた。

　何もかも見通すような口くち振ぶりだった。この世の中で自分の思い通りにならないものなんてないと、そうほのめかすようでもあった。

　それを思い出して、

「……いや、違ちがうだろうよ」

　なんとなく、圭は自分の考えを否定した。

　本当になんとなくなのだが、まったく逆のように思えたのだ。何でも思い通りになるどころか、ほかのどんな魔法使いより、あの男は自分に近いように感じられた。

　居並ぶ一流の魔法使いたちになりきれぬ、二流の自分に。

　なりたいものには絶対なれない、そんな自分に。

「──さて」

　小さく、ため息をついた。

「そろそろ、こっちは尻しりに帆ほかけて逃にげ出すか？」

　自じ嘲ちようするように、青年は軽く唇くちびるを歪ゆがめた。




　　　　＊




　二柱の巨人に対して──とりわけ後から身をもたげた巨人に対して、まったく別の感情を持つ者もいた。

「影崎、さん……！」

　そう、呼んだのは、霊エーテル体の少女であった。

　長くて黒い髪かみを半はん透とう明めいに透すかした、〈アストラル〉の正社員。

　黒羽まなみ。

　少女は、ちょうどほかの魔法使いとは離はなれていた。極度の呪力で携けい帯たいがつながらない場合などの連れん絡らく役として、布留部市を忙いそがしく飛び交かっていたのだ。

　とても、とても大切なものを見上げるように、黒羽はのっぺらぼうの巨人を見つめた。

　それが誰だれであるか、少女にははっきりと分かった。

　たとえ姿が変わっても、そんなことは何の障害にもならなかった。

「……うん」

　決心を固め、黒羽はそっと地面を蹴けった。

　少女の霊エーテル体が、夜空を舞まった。




　　　　＊




「また……呪力が……っ！」

「駄だ目めよ」

　羽猫ねこが、伊庭いつきを引き留める。

「でも……今度こそ影崎さんが……！」

「いいから聞きなさい。あなたには聞く義務のあることよ」

　その言葉に、少年も縛しばりつけられる。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめて、羽猫へと向き直る。

「何です？　聞く義務のあることって」

「あなたも言ったでしょう。──伊庭司は、柏原を助けたいんだとね」

　羽猫は、くるりと長い尻尾しつぽを回す。

「でも、どうして司くんは柏原くんを助けようと思うのかしら？」

「それは、柏原さんがもともと〈アストラル〉の社員だからじゃ……」

「うん、それも正解」

　尻尾が、器用に円を描えがく。

「いつきくんならそれで十分と思うでしょうね。同じように社員の誰かがひどい目にあったら、間違いなくあなたは自分の身体からだを張るでしょう、あなたのそういうところはあたしも気に入ってる」

　羽猫はひっそりと囁ささやいた。

　それから、ゆっくりと夜空を仰いだ。

「あれが、柏原くんがあなたと穂波を助けた方法。それは分かるわね？」

「……は、はい」

　いつきは、改めて空を認にん識しきする。

　空がそのまま落ちてくるような、呪力の重みを感じる。

　天てん仙せん。

　世界とつながった、仙人のカタチ。その『力』をもって、かつての影崎は死ぬしかなかったいつきと穂波を救い出してくれた。

「あなたを助けた後、柏原くんは世界へと溶とけ込んだわ。当然の代だい償しようよね。何事にもつきまとう反動だし、十分彼も分かっていたはず。二度と人間に戻もどったりはできないってね」

　ゆっくりと、羽猫が目をつむる。

　遠い昔のことを思い返しているようだった。先代〈アストラル〉の黄金時代は、この魔ま女じよにとってもそうなのかもしれなかった。

「二度と……戻れない？　でも、今の影崎さんは……」

「あれは、うちの息子ダリウスの悪さね」

　羽猫は微び苦く笑しようした。

「さっきの第三団サード・オーダーと同じような方法。世界に溶け込んでいた柏原くんを、うちの息子が引きずり出して、契けい約やくで縛り上げたの。多分北ほく斗と七しち星せいか何かを使った術式でしょう。あの息子にとっても、天仙の『力』を保有できる機会なんて滅めつ多たにあるものじゃないし……だけど、その方法で戻ってきても、もとの人格は失われたままよ。ユーダイクスくんや隻蓮くんの言う柏原くんと、今の影崎くんはまったく違う感じでしょう？」

「……はい」

　いつきは、思い返す。

　一切の個性自分らしさが見あたらぬ、影崎の姿。

　容よう貌ぼうも表情も声こわ音ねも感情も雰ふん囲い気きも、ありとあらゆる『個』というものを、すべて失ったかのような在り方。

　あれは、一度世界に溶け込んだがゆえの必然だったのか。

　自分を救ったがゆえの、代償だったのか。

「でも、方法はあるのよ」

　羽猫が言った。

「方法？」

「世界に溶け込んだモノを、失われてしまった『個我』を、少なくともその一部は取り戻す方法があるの。あたしがそのことを教えてしまったから、伊庭司は〈アストラル〉を離れて姿を消した。──ダリウスに縛られた、影崎としての彼の姿を知ったことも、司くんの後押しになったかもしれないわね」

「だから、ですか」

　今度は、いつきから尋たずねた。

　少しだけ、いつもより静かな物言いだった。

「そのために必要だったから、僕には黙だまっていたんですか？　黙ったまま僕の社員を傷つけて、紅い種を奪って、〈協会〉に近づいたんですか？」

「その通りよ」

　羽猫は肯こう定ていする。

「司くんには今まで待つ必要があった。ダリウスが影崎との最後の契約まで使うのを待つ必要があった。ずっと行方ゆくえ不明だったのもそのせい。彼に教えた方法は魔法によるものではないけれど、ある意味で魔法以上に難しい方法でもあったから」

　もう一度、羽猫はため息を夜に溶かした。

　二柱の巨きよ人じんが睨にらみ合ったまま、遊園地の空気には濃のう密みつな呪じゆ力りよくが溶けている。ほんの一時、奇き蹟せきや神秘の満ちた遠い時代まで、時間が巻き戻ったかのようでもあった。




「そのために、彼は夢を諦あきらめたわ」




　羽猫が、言った。

「〈アストラル〉を創設して、彼が成しとげたかった夢──魔法使いだってまっとうに幸せになっていいのだと証明する、その夢を諦めた」

　彼は、そう話していた。

　敵対した〈螺旋なる蛇オピオン〉にさえ、堂々とその夢を語っていた。




「そのために、彼は幸せを諦めたわ」




　じっと、羽猫は少年を見つめた。

「自分の息子を見守って、ひっそりと穏おだやかに暮らす幸せ。そんな当たり前の生き方を諦めた」

　そんな生き方もあった。

　世界を彷徨さまよった時間も考えれば、優に十二年。そのすべてを無にしなくてすむ生き方もあった。

「どうして、そこまでしたと思う？」

　羽猫が問う。

　いつきは、言葉に詰つまって、スーツの胸を押さえた。

「それは、影崎さんの──」

「いいえ」

　これははっきりと、羽猫が首を横に振ふったのだ。

「確かに、司くんはあれで仲間思いだけどね。そのために何もかも投げ出してもよいってタイプじゃないわ。時々いなくなった相手のことを思い出しては胸を痛めるかもしれないけれど、だからって夢も幸せもすべて諦めるってタイプじゃない」

「じゃ、じゃあ……」

「それこそ、死んでも彼は言わないだろうから、あたしが教えてあげる」

　羽猫が、息を吸った。

「こう言ってたわ」

　そして、告げた。

　伊庭司の想おもいを、口にした。




「──大事な息子むすこを命がけで助けてもらったんだから、その相手を助けられるのなら、その可能性がほんのわずかでもあるのなら、自分の人生ぐらい賭かけるのが当然だろう」




　時間が止まったように感じた。

「…………っ」

　言葉は、出なかった。

　出るはずもなかった。

　少年が一歩後ずさり、バランスを崩くずしそうになったところで、アディリシアが支えた。

「イツキ」

　少女が名を呼ぶ。

　半ば霊エーテル体と化した少女は、それでも必死に少年を支え、互たがいにもたれかかるような格好になった。しばらくの間、そのままどちらも動かなかった。

　時間は、どれぐらいかかったろう。

　やっとのことで、泣きそうな顔で、少年はある単語を口にした。

「父……さん……！」




　　　　＊




　濃密な呪力の中で、伊庭司は呻うめいた。

「やっぱり……そうきたかぁ……」

　近くの電灯に、背中をもたれかけさせている。

　乾かわいた笑い声に、血の臭においが混じっているのが自分で分かった。強きよう烈れつすぎる呪力を目まの当たりにしたせいで、内臓のどこかがやられたのだろう。

　所しよ詮せん、伊庭司は魔法使いでさえないのだ。

　呪力への耐たい性せいだって、並みの魔法使いに大きく劣おとる。

　まして、九年間眠ねむり続けた身体は、いまだ完かん璧ぺきにはほど遠かった。

　こめかみのあたりを押さえて、愚ぐ痴ちる。

「なぁにが、お前は伊庭司に使い潰つぶされるがいいだ。結局、影崎を使うタイミングは、自分以外の人間に決めさせるつもりはなかったんだろが」

　とはいえ、分かってはいた。

　ダリウスが狙ねらっていたのはこのタイミングだ。

〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉に匹ひつ敵てきする第四極──先代〈アストラル〉とタブラ・ラサを一いち網もう打だ尽じんにするチャンス。

　ここ以外に、ダリウスが影崎を投入するはずがない。

　そういう意味では狙い通り。

　問題は、自分の身体が保もってくれるかどうか。

「司さん！」

　猫屋敷が、駆かけ寄ってきた。

「はは……社長の方が馴な染じみがあるんだけどな」

「ふざけないでください！」

　昔なじみの青年が怒ど鳴なりつけてくる。

〈螺旋なる蛇オピオン〉のふたり──ツェツィーリエと〈礎イエソド〉が見あたらないあたり、今の衝しよう撃げきに紛まぎれて、姿をくらましたらしい。

　代わりに、別の気配が現れたのだ。

「──司どの」

「無事か、我が主マスター」

　墨すみ染ぞめの衣ころもの密教僧そうと、白いインバネスの巨漢であった。

「隻蓮さん、ユーダイクスさん」

　振り返った猫屋敷が、ふたりの名前を呼ぶ。

　対して、司はひらひらと右手を振った。

「そっちのふたりも、あまり耳慣れない呼び方はやめてよ。なんだか他人みたいじゃないさ。あーまあ、社長じゃないのは確かだしなー。こう、今度息子に会ったら、会長か何かに就任させるよう言わないとなあ。あ、でもこう、急に年取ったみたいで嫌いやな感じだぞ」

「司さん、どういうことですか」

　猫屋敷が問いただす。

　このふたりがやってきたことで、どうも自分の把は握あくしているのとは別に、事態が進行していることを感じ取ったらしい。そうでなくても、伊庭司は昔から秘密や隠かくし事ばかりが多い男だった。

「はは、まあ、良かったら協力してよ。……こっちにも切り札はあるからさ」

　軽く笑って、司が五指を開く。

　その指の間に、水すい晶しようのような鈍にぶく光る呪物フエテイシユが挟はさまれていた。

　紅あかい種。

「……何をするんです？」

　猫屋敷が、低い声で問う。

　対して、司はあっけらかんと答えた。

「非想非非想だよ」

「────っ」

　青年が息を止め、背後を振り返る。

　先せん輩ぱいふたりの反応を確かめるつもりだったのだろう。このとき、ユーダイクスは変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらのままで、隻蓮は奇き妙みように顔をしかめていた。

「それは、本気ですか」

「本気だとも。そのために九年間も寝ね続けたんだからな。……どこぞのインドの王子様なんざ出家早々にやってのけたらしいぞ。俺だって、九年もありゃ悟さとりのひとつぐらい開いてみせるさ」

　陽気に言って、伊庭司が電灯から身をもぎ離はなす。

　巨人を見上げた。

　とりわけ後から持ち上がった──影崎の『力』の塊かたまりを見つめた。

「準備はいいか、馬ば鹿か社員。勝手に辞やめさせねえからな」

　宣戦布告。

　それから、

「……でかくなってやがったなあ、息子」

　ほんの少し。

　唇くちびるを、ほころばせた。




「あれだけ息子が頑がん張ばってんだから……親父おやじだって格好つけねえと、噓うそだろうよ……！」




　ぼそぼそと、ほかの誰だれにも聞こえぬように呟つぶやいて、伊庭司は笑ったのであった。








〈続く〉　










　あとがき




　お待たせしました。『レンタルマギカ　死線の魔ま法ほう使つかいたち』をお贈おくりします。




　一読してお分かりの通り、いよいよ大魔術決闘グラン・フエーデも大おお詰づめを迎むかえてます。

　次の巻が決着、そして本編の最終巻となる予定です。外伝として後日の魔法使いたちの物語をもう少し出すかもしれませんが、一巻である『～魔法使い、貸します！』から考えてきた本編の構想は、次の巻でいよいよ終しゆう了りようということになります。

　終わり。

　あるいは、死と再生と言ってもいいでしょう。

　魔ま術じゆつにおいて、それは特に重視される概がい念ねんです。多くの入信儀礼イニシエーシヨンからして、ただの人間が死に、魔法使いへと生まれ変わるのが基本となっています。

　死線とは、魔法使いが最初に学ぶ概念とさえ言えます。

　ならば、死線によって生まれ変わったはずの魔法使いたちが、さらに死線を彷徨さまようことがあるとすれば──そのとき、新たに生まれるものとは何なのでしょう。

　それもひとりではなく、多くの飛とび抜ぬけた魔法使いたちが死線を彷徨い、一いつ斉せいに新たな世界を求めたのならば？




　今回は、そういう物語です。




　　　　＊




　そうそう。多くの方が気づかれたのではないかと思いますが、今回からスニーカー文庫のフォーマットが少し変わりました。フォントも文字組も、編集部の皆みな様さまが腕うでによりをかけて再調整したものです。以前より読みやすくなったでしょうか？

　こちらも新しい始まりリニユーアル、ということですね。

　ひとつのカタチが終わり、新しいものが始まる。

　なので僕も、『レンタルマギカ』の終了に先だって、ひとつ新しいシリーズを開始することにしました。




　タイトルは、『クロス×レガリア』。

　新たな舞ぶ台たいは、『レンタルマギカ』の布留部市とは近くて遠い場所・黄坂市。新しい切り口は（通常の伝承とはちょっと違いますが）吸きゆう血けつ鬼き。白い帽ぼう子しの少女ナタと、千円ボディガードを自じ称しようする少年との、奇き妙みようなボーイ・ミーツ・ガールものです。

　大陸において最強たる吸血鬼──あるいは最終兵器とすら呼ばれてしまう少女を、ただの少年が守り抜こうとする話です。

『レンタルマギカ』とは一風変わった感じの物語になるかと思います。




　このあとがきに続いて、見開きで予告を載のせているはずですので、是ぜ非ひそちらもご覧ください。幸いスニーカー文庫様も力をいれてくださっていて、文庫の公式ウェブサイト（http://sneakerbunko.jp/）の方でも速報として扱あつかってくださってるようです。




　発売は、すぐ来月。

　この巻に続いて、三月一日発売予定のスニーカー文庫で刊行です。




　　　　＊




　とにかく早く『レンタルマギカ』の続きを、という方もいるかと思いますが、ご安心ください。こちらもきちんと書いております。

　今年の夏には、お目見えする予定です。

　やはりほんの少し寂さびしく、同時にわくわくしている僕もいます。終わりも始まりも世の常です。誰だれもそれを止めることはできません。今年になってついに『レンタルマギカ』は終わろうとしていますし、『クロス×レガリア』やこれは別出版社になりますが星海社さんの『レッドドラゴン』など、新しい仕事を始めようとしています。

　ですが、だからこそ。

　かなうなら、その終わりと始まりの双そう方ほうが、幸せでありますように。

　祝福のありますように、と願ってやみません。

　最後になりましたが、考証の三輪清宗さん、イラストのpakoさん、担当のＭさん、そして読者の皆様へ、最大級の感謝を。

　また、お会いしましょう。




　二○一一年十二月


『ファンタジウム』を読みながら　　
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